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本 請は獨逸最大のを敎家 マィスブ^ •ユックー^ 卜 のぶ想を、 目卞こ 於ける 一 
般敎 養の±じ紹かする目的から をした ものである。 獨 逸人の內面的な生巧記錄と 
しては、 恐らく これ 程深いものはあるまい。獨逸人と同じく深い信仰生活じ 生き 
る日本人にとつて、獨逸精神を理解する一番の 近-道が ここじある やう じ 思 はれる。 
このやうな 意が から、 多々 とも日獨兩國の精神的な理解じ資する 所が あれば、蒂 
者の 願 ひは 充 たされるであらう。 

尙 エック-^卜の思想のほかに、彼の生涯と事業の槪說を附 し、 更に一段と深 
く硏究 をして 見たい とい ふ 人のためじ、卷ホに極めてお干ながら、文獻を擧げて 
おいた。. ， 

巧- - 
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一、序說—マイステル•エックハルトと現が 

十 互化紀の】僧侶で神祕をたるマィスブ^•ユック - ^卜が現代に何の意みが 
あるといふのか。を神經が勝利の獲得を目指して緊張してゐる今日、未來がか定 
されょうとしてゐる今日、ホ百年も前に孤獨の中に巧んで巧った人間、而もをの 
活動の故じ生活じ败れ、同時代の者からは燈ホせられ、五百年な上も忘れ去られ 
てゐた人物を同想して、何じなるといふのか。誰しもかうしれ疑問を威ずるでゐ 
ら5 0 

これに對する返事はかうである。《ユック-八卜こをは、巧々が贼爭じがて勝 
利を得るだけでなく、平和じがて瞧利を得る上に、力となるが如き人物の一人で 

，が鼠—マイステル.エック=；ルトと閒化 一 



.が說 1 マィステル•卫ック八ルトと節代 二 . 

ある。》と。彼を同想する ことは、 行動への最大自由の道を開く 力ともなる。 而 
してホホの 建設 じとっては、彼の 敎理が 何にもまして 通要で ある。地球の新秩序 
は人間の巧！な的な秩序の表現であってこを、永續性を もち 得るのであるが、新巧 
序にこのやうな耍乘をかけるな上、ユック 、 J ^卜の事業を同顧することは、確か 
に有益な事であらう。蓋し、この人物こを、人間生活の現實を一^あるがままの 
現實とあるべき現實とを——いささかの曇6もな く 胸中じ現はした稀じ見る窓ま 
れた 人物の一人であるからである。ユック！；^卜が我々の胸中に燃え立たせる光 
は、 我々 濁 逸人から ぶれば、 凡を更に理想的な 未來 へのおを照し出してゐるので 
ある。 

今日、地球を凑憾せしめるこの大葛藤の巧後に、ここにもかしこじも嗚 b 響く 
合言葉の應酬の背後に、實は精神的な問題がかをされょうとしてゐるのだといふ 
ことは、雖しも廠じてゐる。人間の最も深い生き方といふ意巧じがて「精神的」 



な麗が拋起され、また雲活 s する閒ひじ「稱神的」な嘗へが與へられるの 

であるが、こ Qf っな生活《意義は何で あらう か。 また 人間は個人として窺こ 
あるべきであらうか0 

:.今け、武力 S てする3が蓋を散らし T ゐる。 CQ 圖爭 SC 於て、 雪 
族の未が、こ S が Q 未來£が決定される。民族 も、都す、村落も、 戰亂の 
がゆるなげ S れな VQ はない。どこをぶても 言 ひ复 g 苦難 ばか 6 である。 
一體、丰世紀ともあらうに、これは又何としわことかと、幾たびか高もして 
ぶるであらう。これ if 0だ、雲ではない0だ、といふやうにも思へるで 
あらう。地球じはすべての人問 i れる餘地がなのであらうか。どうしても武 
力じ訴へ J を解登ねばならない程、人類0理性は靈し T ゐない0だらうか。 
?、たた一つ明かとなつわ點があるとすれば、をれは、人類が 未だ未 靈の狀 
態にをるといふ，」とである。こ£を夙£解してゐる f も 未だ 理解を失はな 

-げ說1マィステ ル •エックハルトと葫代 



序説 1 マィステル•エックハルトと朝化 四 

い 者を も、む 患よ b 動摇 せしめる 程の未發達の が 態 じあるといふことである。だ 
が、若し人間じ眞の反をを求めるものが ある-^ すれば、をは將みの一死奉公と巧 
の聖なる淚とである。若い時に偶；感奪輿おして二 S 遇間の修行練成を積み暫時 
はを の態度を持しながら、離て岳び個我的な自邑ま張の擒となり、市井お問の生 
活じがんぢがらめに緋られて最早巡れるすべもないのに氣がついて我ながら驚か 
された人間がどれほどを いこと であらう。彼等を救ぶ道は、盡忠報國、】化奉な 
の】をあるのみであつたのである。 

だが、何十萬の人間が鍵れながら、】 方 じは幾な萬の人間が生き殘 つて、ロハ 管 
じ わの が生をを美化し保身じ汲々としてゐるとしたら、 どうであらう。 國民の】 
人】人が戰場じがて祖國じ预ずる覺おをもちながら、ひ t たび軍服を腕ぐや、眞 
狸のためじ闘は うと も考へず、最大限の が 身をこれ 事とし、 善良な國民 として 認 
められることのみ をなて 足れゎとすれば、どうであらう。事赏、かう した事態を 



見る限り、人阿はまだ さほど 進ホしたものとは言ひ難く、「理性」は——理性の無 
力を疑ふぶは今日まだ颇るぶいのであるが——をだ興じ理性といふべき城じを然 
をしてゐず、来だ理性が化かの自覺である t は言ひ難い。事實、今打までの所で 
は、现 te はまとして、をかの傑い巧聚じ對おして己れをま張——勿論をこにも犧 
巧はがふが——しょぅとする極々の力、何等犠牲を好まぬ純然たる生なの力にょ 
つて用ひられる武器であるじ過ぎない。人閒が理解し合ひ意志を疏通し合ふとい 
ふことは、眞の理性と同じく、人間的成熟の問題である。而して人間的成熱は、 
人間のを巧が人間の自己主張のみに盡きないといふことを前提としてゐる。卽ら 
各自が大いなる生命の部み的な表現なることを理解し、自己の生活要求の限ぶを 
悟るといふこと を 前提として ゐる。さぅ でなければ、人問の親神は、を威に躁さ 
れた自己保がも自己貫徹の意欲の意識的な姿として、延設的な力をもつに逊ぎな 
い。して見れば、生活の危險が除去され權力慾が満たされた後に始めて、人間の 

巧說1マィステル•ユック户ルトと現化 五 



巧說—マィステル•エック八ルトと现巧 ム、 

精神わ立派なあを唤かせる ことができるやうじなるといふわけである。ごが、成 
熟は小細工的な才智にょつて糧き換 へることはできない。 成熟は 超克を"刖提とし 
てゐ る。 而して最窩の境地 じ 到達して而も 日常茶飯の事を忘れない者でなくて は、 
をの 眞蕭を語ることはできない。マィスブ八•ユック,：；^ 卜 は、まさじこの卜う 
な 人物であつた。 

巧に觸れては、人問を在の全貌が圖らずも意識せられ、自己認識に到達する こ 
とがをる。これこをは、個人の生涯じがて、人生の十字路じ立つ人間が神に 走る 
か惡魔に參ずるかがか{化される】大危機である。 目まぐるしい生，俯のさなかに あ 
つて、無阪の靜けさの澄み切つた聲が慈悲深く物 やはら かな訓戒を垂れ、 而もを 
の聲が搔き巧さうじも巧されぬ やうな ことがある。をの やうな 場合 じ、 乂閒ょ己 
れを閉ざし傲岸にも顽固な態度を とつて 飽くまで も 勝手な道じ自己 おおを試みる 
ことも あらう が、 また 己む を閲き、 己れじ おなる 態度を なて 生れ變6、敬法じ も 


我執を断つて生命の聲にがを傾けることもあらう。理痛はみつてゐながら、良、む 
じ新を巧けてこれを裏巧もうとするとき、大いなる生命が巧然と呼び掛けること 
もみる。こんな時にはお桃寸前で奈落の淵から取つて：おし、新規瞄き直しの出發 
をするであらう。だが、絕對巧が人間じ最も近づくのは、勝手氣儘な道で一お地 
じ藍れ、絕墅の揚句に個我のおががらがらと崩れ、自らはこの殘彼の中じ虚偽と 
惰性-^'我執のがじ落ちぶれ巧ててしまつたときである。をの時、暗黑のかに一道 
の-光明のかく、大いなるな在が輝き旧で、慈悲深い力が彼のホをしつかと化へる 
のである。而もお、こレ'-救ひの手を翻まへるか突き放すかは彼の自由であ6、れ 
とひ擱まへたとしても、しつかといつまでも楓まへてゐるか、をれとも放してし 
まふかも、彼の自由である。本當じをの手を掘まへる人間は稀である。時あ-つて 
か、眞じ這般の妙肅を解し、をの悟つた所を生活に實與するやうな A 間が現はれ 
ることがある。このやうな人間は、現實の生'活じ於て成功するか否かには關係な 

巧說—マィステル.エック八ルトも现化 セ 



巧說 1 マィステ ル •エック八 ル トと现化 \ 

く、それを感ずるだけの能力のをるすべての人にとつて、力の源をとなる。更こ 
また人間 QUQ やうな永遠 S 命を言盡し究《盡した上で、己怒簾を、こ 
告げる使命—び化人間が現はれることがあるが、これこをは蓋し寶稀である。 
をのやうな人岡は人問を Q ものが極め T ホ凡であるのみでなく、を《言ふ所もホ 
非凡である。彼をめ^つて强然たる物議が持ち上が 6、 威激しれ人達が彼じ附き 
從ふ反面には、急 S に身 Q 危險を威ずる徒舉が f 攻擊し、やが T 彼は曇 
巧の現實的な勢力壓し锻5れ呑まれ T しまふ。だが、これも裘0生活じ必然 
じ附き纏ふことであつて、これがた&に却つてを0達に遠く時化を超えた蠢 
が與 へられる。 騎±は节 生きることにょつてでなく、寧ろ忠烈なる死二ょつて 
眞理の象徵 とな、〇、 時代の變邏 を乘ゎ越えて神的な力をを世じ及ぼすのであるが、 
右の やうな 處芝望 も ホ？ でみる。蕾 QS は、生前夙.に岩 S ち勝つ 
て 館の 自曲を？ゐる Q であるが、 防 Q 置至て 逆に，」 Q 勝利を 壽 きするの 



である。マイスブ八•エック！；少卜は實にこのやぅな人物であつれ。 

マイステ^.ユック 、 J ^卜の敏智は、あらゆる空間的•時間的な限界を越えて 
禪いてゐる。時代とともじ人は移り生活形式は變り、地上の民族も人禮を異じし 
主地を異にしてゐるけれども、パ跡生活の一一^ ^ . ^性は、いづの時代に 
も、いかなる場所でも、同じで.ある j 低劣なる勢力との圆爭にがて勝利巧とな6 
指舉者とな6得る民族は、地球の物的なる力を解放して己れのためじ利用する能 
力に於て他じ優るのみでなく、地球の生命の深義を絕對をの立賜に立つてモ々孫 
孫まで實現して巧くことの出巧るやぅな民族であらねげならない。無常なを在と 
は言へ、その生活形式の變遽を貫いて恆常なる眞理を護6續ける者のみが、永續 
巧な自己主張をなし得るのである。卿をょ^民族に—ょつて眞， i " の るけが 
ども、眞理じ徹し得たをは、たとひ出發點はいかじ異つても、同じく窮極の眞理 
じ徹し得た者と、疆携するのセある。だが、をれにしても、が々相互の理解じは、 

序說 J マイステル•エックハルトと 現代 か 



が說—マィステル•エックハルトと现化 一0 

徹し得ない限巧があるのではなからうか。民族の性格がお本的じ隔つてゐるので 
はなからうか。 

もとょり、をれは今日我々の知るがである。自己の性格に對する絕對的な忠實、 
固有な特殊相の肯を、固有の表現、固有の空間、固有の巧族的運命、民族と民族 
み榮圈のれめにする無條件の獻身、かういつたものを通じてこを人間は己れを完 
成することができ、延いては眞理を生活的じ體現し更に獨自的じ認識することが 
できるのだといふことも、我々の知る所である。己れに固有な現實を自ま的じ貫 
き通すことにょつて始めて眞理を發見することができる。而も猶、底い山の頂が、 
をの临立する所を異にしながら同じ光を受け同じ太陽に照らされては照り返し互 
ひにが應するがかく、時代の暗黒と民族の隔てを越えて、歴史の懐から生れおた 
山々が人間世界にも脸立してゐるが、をのホ通の敏おは、山々の照り映ゆるがか 
く、同じ永遠なお理の反映なのである。時に雲が視ホを遮ることがあ6、山の罔 



園に化化する人の姿すら、附化のハ合間の暗黑じ影を沒したかじ思はれることもあ 
る。 人みなか 早 望みを斷たれ、滞じ暗黑ょ b 光朗へょ お 登るをが あるとき、がふ 
しわのが恼 るる 山の巧が和びをを現はす ことがある 。おのが化まふを間な外に頂 
を極める进 とては ないけれど、遂に頂へ達し得たをの眼には、別な山の巧の照ら 
映 ゆるさ まが遙かじ見られるので あるが、これとても、 己れ を 包む光と同じ光の 
反映に過ぎない。マィスブ八.ユック-^卜は、獨逸人の精神の國±に蠻えるこ 
のやうな頂であつたのだ。 

エックク^卜は獨逸人である。 H ック^^卜と同じ±じ生れ育ち、濁逸的な性 
格と生命の限 b なき深みの中から、獨逸的な精神の河腺石を踏み叢がを搔きみけ 
て、こめ大師おの許へ登 b つめた者でなくては、このち山の頂に達し得ないであ 
らう。而して山厳に開ける視あも、獨逸人としてをこに立つ者にのみ望みおられ 
るであらう。だが併し、山猶になつ者の眼に映ずる乂いなる化、彼をおむ輝き、 

，を說—マィステル•エック！；ルト嘉巧 二 
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彼を取 b 圍む靜けさは、 附近】帶の 山々を ——いかに遠く隔たつた山々でも—— 
登 6つめれ者なら ば、癖しくあづかる替であらう。 このやうな 高みに立つとき、 
我々の大地は結局ただ一つの源から眞の力をおへられ、ただ】つの提に服し、度 
令こを b つめた 人間なら ば、 どこから 旅立つれじしても、 同じ 大地に於て巧會ず 
る ことができ るのだといふ法悅 的な確信が、豁然と 開かれる ことで あらう。 

このやうな 高みに立てば、二つの事が巧かとなる。我々 を ホ通に照らず光は、 

己 のをまふ生を空間の特殊の相を腰なく照らし出すので ある。 我々すべての人 
間に. とつて 永遠に 同じ ホ、我々を限 6なき 遠隔の 地と 結びつける光が、 ごれ 自身 
じ固有な特殊の相じ對 する 忠實な態度に、我々を否應 なく 立ち.歸らせるのである_ 
他方、 を世界のを山者が、素人の化す誤謬につぃて同樣の經驗をなすが 如く、 認 
識に從事する精神の登山略じ も、 今なほ人類の登發を妨げる永遠の誤慶が ある。 
を々 は 今なほ機掠の風靡が生命ををず時代の支配下じ化つてゐ る。 當時は、自 



然の力じ服從することによつて、生活の物質的•外面的な條件を改善しよぅとい 
ふ一耶にのみ人間の精神が化はれてゐた時化でぁつれ。この時化の大きな動きが、 
人阳を次帯次第に內おの^^强の化をから引き離して、外面的な時間空間的な化み 
へ向けて巧つた。されば、おのが職務上又は性格上’內：面的な化界への傾向をも 
つた人間が、時化の流れじ巧巧の意識をもつことは、當然でぁつた。用團の動き 
をば、おのが魂を見失ひ高きものに目も吳れない人問の焦燥と利己とから生じた 
全く別な動きだと威じてゐた。このやぅな人たちは、精神の本來の國立と威せら 
れる內面の國止に仕へること'こを、當面の彼等の责務だと者へてゐた。事巧、學 
者の巧動も藝術家の巧動も、化の動きをよをにしたものでぁつた。學巧は0に見 
える勞苦の帮酬やおのが硏究の世間にあぼす影響などはをくおへもせず、專ら眞 
理のみに對する義務威から、を々と認識の成朵を玻げて巧つね。萬をを支配し生 
かを支配する秩序の神祕のみをこれ事とし、歴史的現在よ6發して人間を突き勧 

が說—マィタテル. H タハルトと魂巧 1一二 



巧說 1 マィステル.卫ジクハルトと翊化 一四 

かすや夕な問題は意にも如しなかつれ。彼等は時化に對してはをみじ風來巧であ 
つた。而も猶をの純粹な'努力は、時代じとつて不可缺な補ひとなつてゐれ。彼等 
は言はば】段と高い化みの庭也をなて自ら任じてゐれで藝術家もホ同様に、己れ 
を取卷く化の動きをよをに、只管內面的體驗と象徴的形象との國王を築き上げる 
たかじ制作活動を續けてゐた。】は永遠の眞理を求め、他は永遠の美を表現しよ 
うとするのであつた。また他方にがては、研究や制作にこを從事はせぬものの、 
生活の.外面化や功利化や尺度化のお々たる風潮に對がして、おのが性格の重みと 
內面への意欲とをなて、をじ人間としての風格をま張しようとする人もあつた。 
このやうな人間は、稀には低侶もあつたが、僧侶でない者も、恰も僧院にあるが 
かく、人生の盘義はか面的な活動でなく內面的な完成じあるのだとの意識から、 
巧管わのが內巧生活を築き上げ、これによつて時代にお議するのであつた。 
時代の滔々たる風潮に對する內面性のこのお議は、】つの點じ於ては、確かに 



無益であつた。時化の長所があく內面の側にあつて、他の側には缺おしかな いと 
いふやぅなものではなかつた。大地と大地の建設に眼を向ける人たち の方が、寧 
ろ生氣じ締れてゐた。彼等はどの生'活部門にがても開が者であつた。謂はば違し 
いがをもち、生活の意氣じ溢れ、雄々しく前進する氣魄に満ちてゐた。大地のモ 
をなて自ら任ずるだけでなく、寧ろ生れながらにして大地の支配者であり、地上 
の生巧を思ひのままじま配するために生を享けたのであつた。都會じ集中したま 
衆に化繊を典'へ、技術にょつて民衆の生活ををあならしめる必娶'が威せられ た。 
人間のな隸化を機械じょつてげ破せねばならなかつた。要するじ、これらは否定 
しホることのできない任務であり、强者の採るべき道であつた。化を到る所に同 
じ叫びが叫ばれた。をれは「建設！」といふことであつた。これ こを は十九が紀 
の大きな叫びであつた。 この 艇倒的な叫びの前じは、內面性の微かな叫びは、影 
の識い、時代に合はの叫びとして、吹き消されてしまつた。己れの力を意識し新 

.げ說 ^—マィステル•エック人ルトと 現代 一お 



が說—マィステル•エブク八ルトと绳代 一六 

わな削港の喜びに溢れ、お險をも恐れず、飢をるばか b の認識慾と這しい建設力 
をなて、特間を間的な現實になち向つて巧くこの應度からぶれば、內面の國を只 
管事とするやうな人間は、惰弱と舊套との代表者のやうに考へられるとともに、 
內が性を事とする人間から見れば、大地に眼を向けた開が者たちは、凡を精神と 
は嫁の遠い物質主義者のやうに思はれてゐた。 

事實、この兩陣營じがて眞に價値ある生活を爲し、ただをの態度の相違のゆを 
に互ひじ疏隔し互ひに憤慨し合つてゐね人間が、いつしか益>敵對關係に立つに 
まつた。だががれの側にも危險が伴つてゐた。外巧へ眼を向けるのも、魂へ眼を 
向けるのも、ともに危險を伴つてゐた。】は徒らなる外面化の危險であゎ、他は 
化ホから逃避する危險であつれ。このやうな危險は、人間の煤る態度が風立的に 
なればなるほど、大きくなるものであるが、事實さういつた傾向が現はれた。兩 
陣替は益*離れ、益>廠對的になつた。かくして最早眼中じ外をしかない物質】 



點張ゎのが織的意欲をもつぶどもは、髮的價値とか傅統とかホ同的信仰とかいふ 
やうな、過まから流れ巧づたものを悉く 破がしれ。 このやうな 態度にとつては、 

髙いお化の内曲の世界はがしなかつた。物質の.みが現實であ6、冷徹な知性をな 
て物：巧を支.阳し大衆の福社を髓す人間のみが、現實に卽した人間であつた。かく 
して 築き a - l げられね 力は絶大でをつた。この やうな 力のゆをに人類にか へられる 
危險もホ、絕大であつれ。 

かくして內 みに 向けられた人間の能力が、益>聲を大にしてこのやうな惡鹿的 
な發展を指摘したのは當然であつれ。併し他方にがては、內面に向ふ能力をのも 
のも、生命じ巧いた發展をなしたのである。卽ち相手方の陣營の外面化と物質主 
襲と じ對して戰ひながらも、をれは單に言論にょる戰ひにとどまつて、建設的な 
力を伴はなかつた。波漫的に自らの內面的威情の中へ引き涅き、生命の破壊を崎 
ちながら、をの實、外部の化界から獨り高しとして退いてゐたのであるから、相 

巧說—マィステル•エック八ルトと魏代 ーセ 



が詔—マィステル•エックハルトと葫か 一、 

手方の陣營と同じくを命じ不あ實であつたのである。离次の價値の世おとか、普 
遜 的. 乂閒 的な理想とか、 絕對 的な眞とか美とかいふやぅなものを夢み、物質的 
な閒獨 C 對し5全く超然としてゐちだが、これも蜜命 s ずる裏切りであ 
つれ。魂をちれて時間を問がな生活に捉はれてしまふこと が、 生命に對 する 化 g 
であると同じく、歷ぉ的な現實に對し T 何等 Q 貴任をも感じない內面 Q 國出もち 
生命 じ對する化罪である。されば、何れの侧に向つてにせょ、他を否をして己れ 
のみを極端に ま 張するとすれば、審のき性はみ裂させられたこととなるので 
ある。かくして中正は失はれ、內面的な能力も外面的な能力も、ともじ 不生産的 
な、生命を蕾 ふもの t なつてしまつてゐ化のでをつ と。 

一切のものが寸斷 されたかにぶえた人間精神の絕望が態から、 極度の破壊 じ曖 
される とともに 健全な 中核の 害 はれる ことの最も かかつた 民族の革新 運動の 中か 
ら 、を一 的な審の內なる力が湧き起つて來た。生きたを5 の 普が巧 露な 共 



同體の獲輿の中からお， f 化 k 。 おがに於ても西洋にがても、革新運動は、全一 
的な生命の寸裂み斷じ對4ふ W おの表はれに他ならなかつた。あらゆる方面に向 
つてこの革新運動から巧せ〇れた叫びは、逸脫する能力を巧びがをする中核の聲 
であつ化。外部的な建設の力と巧面的な觀照の力とが一つとな6、この二つの力 
の某礎でもあれば目標でもある巧族的生活ホ同體てふ眞實なるものを實現しよぅ 
とする努力となつた。物赞のな雄設、技術、經濟、組織力等が、民族の生活ま張 
と結びつけられることじよつて、包括的な深い意味を興へられたと同稼に、巧學 
者ゃ藝術家の巧力も、.否、化を内面的な制作活動も、民族の本質實現の轉內じ包 
攝される ことによつて、歴史的な意味が 與 へられた。舊來の理想ま義者と現實ま 
義者との對立は忽ち無意味なものとなつた。蓋しほ族の自己實現、卽ちをの現實 
的なを化と本質展開とが、萬人の巧勘の現實的で且つ理想的な 基礎と なつたが故 
である。かくして生命はをのを一性を囘復した。大衆化及びをの冷かな組織じ代 

巧說1マィステル•エック八ルトと朗巧 一丸 



げ說—マィステル•エックバルトと現巧 二〇 

つて、民族的な生活共同體の有機的な肢節組織が現はれた。個性をもつた人格の 
自—し發現の惹欲は、を】體じ對する責任ぁる奉仕に服し、かくして自由な巧動の 
天她を與へられるとともじ、嘗ては徒らな個人ま義じ墮した人格の力が、今や守 
るべき限界を典へられた。精神的な職業じ見られた形式的な價値、卽ち抽象的な 
眞理や形式的な美や形式的な法が、不生産的な獨善を襄てて、今や民族的な生活 
ホ同體といふ內を的なお本傾値じ對して奉仕すべき價•値として適當な地化を與へ 
られた。民族國家、民族生活共同體が、ぁらゆる對化を克服し、一切の能力を糾 
をして有效なる共同活動をなさしめるに至つた。 - 

このやぅな推移を囘願 するとき、 十九世紀じ見られた生命を危くする發展 t は 
異つて、世界あ的な規模じがて生命に卽した發展が始まつたのだといふことは、 
疑ひををれない所でぁる。今日の激戰苦闘の中じぁつて、この發展は、歴史的な 
熱火の試練に耐へてゐる。平が時代に國內の破壊的なみ子との圃爭に始まつた巧 



のもの？/牛；：化を赌する外敵との劇爭に於て成就されようとしてゐる。すべての 
力をただ一つの目標れる勝利へ動員することじよつて、ただ】つの全】磯を目蜡 
とする力の乂餘八口が完がせられようとしてゐる。だが併し、民族國家なるものが' 
々化おを湖かすあらゆる問題を經巧し盡したのだなどと考へるとすれば、我々今 
R の人岡は致命的な過誤を化すこととなるであらう。事實、さうではなく、まだ 
よだもつと极本的な蒋藤があるのだ。民族も祖國も今日をく無條件に、すべての 
個人のを的な奉仕を要求してゐるといふ事實からも、この葛藤が充みじ明かじ知 
られる。國をが個人に對する無條件な支酷者となり、個人が無條件じ祖圃へのを 
化じ己れをおげれば擦げるほど、國家への奉仕が、內面的な觀照と人が的.外部 
的な生活建設の巧動との對立篇藤を解みしたと同様じ、獨自的に生きよう とする 
個人の權利と個人の獻身的努力を嬰ホする共同體の權利との間におする昔ながら 
の蒋藤をも义句なしに解化するやうに威せられるであらう。だが、かう巧め込ん 

.が說— マィステル•エックハシトと既化 ニー 



巧説 1 マィステル•エックハルトと朝化 ニニ 

でしまつてを閑としてゐるのは、今日じがける生活閒趙が事實いかに深刻なもの 
であるかといふことに、眼を閉ざすこととなるのである。.我々の歴史的な生命を 
满ふ板本價値として民族國家を肯をすることが、個人とホ同體との葛嗦、並びじ 
內巧とかみとの篇藤を解くが化ではあるけれ どら、 されば とて、 人間といふもの 
が抑> 二つの化ホに住むものだといふ事實から生れる深刻な、氷處の葛曝を解くも 
のだとは言へない。 

この憾然たる事實をいかじ詳かじ說くとしても、この二つの化みのぅちの一方 
が巧>槪を的じ說き得ざるものなるが故じ、をれは正しい敍述 とはなら ない。こ 
の點を留保した上で始めて、人間は畢竟比喩的に言へば 天と地とめ子であると 言 
ふことが出來る。人脚は時間空間が な 世界にをき、從つておのが錫ずる巧族的な 
生活共同體の成員であるといふだけでなく、同時じ孤獨なが在であ'り、孤獨 なを 
せとして謂はば直接神の御許に化つて ゐる 。されば人間は、己れの屬 ずる共同 體 



をも、己れじをねられた火地をも、人生の意義として是認するとともじ、化义に 
がては-しれ自みをを敎的な意ホに於て完成する永遠の義務があ6、何人ら 人間を 
し C この靡務を脫せしめる者はない。大地と大地に住まふ諸氏族の共同體とを遮 
一 故すべき永遠の要請と個人的な魂を完成すべき要請、力至は建設せらるべき大地 
の嬰ホと救濟せらるべき魂の要求とが、相なび、巧對してゐる。抑 > 現實とは何 
か、時代を超えた理なか、をれとも理をの時間空間的な現象か、超時代的な精神' 
の化ホか、をれとも時間を問的な歴あの世界か、彼をにあると考へられる絕對ぞ 
か、をれとら人とともに變る時間空間的な化みか。人間の間じ幾たびとなく對 
立を離したこの問越にも、ホに述べた永遠の葛藤が現 はれてゐる。 我々 は 何もの 
のれめじ生きて ゐる のか、不壊なる天のためか無常なる地のためか。觅じ深刻に 
言へ ば、 地がどつちみち-避け雞い熙題であるな上、天ゆをじ地のためじ生きる の 
であるか。それとも天がどつちみち避け難い郎题たるな上、地ゆをじ天のために 

•が說— マィステル•エックハルトと 现化 ニーニ 



序說 1 マィステル•エックハルトと 現代 二四 

生きるのであるか、我々はこの問題の解巧を求められてゐる。これはホ巧人間の 
、むを搖ぶつて來た巧題である。生活を逝してこの問題の解がじ範を示した偉大な 
人物もある。が、人類をのものは、今もあ、この葛藤に跑へられてゐる。恐らく 
この問題を解かすることが、人類が巧の】ホを進める前提となるのかもかれな 
、’、0 

だが、待て一何が故に一體解かを求めるのか。がが故にこの二つの生き方を 
對立させるのか。この二つはかして對立したものではないのだ。問題の化て方が 
抑>間違つてゐるのだ。——と叫ぶ人もあらう。このが議じは、ここでは暫く應 
へない ことと して、先づこの問題が撼然として存在してゐるのだといふことを確 
かめて置かう。この問題が至る所に對立を酷し、人間を互ひに離反させ、民族を 
內部的にみ裂させ、家庭を破壊し、苟くも自省の能力をもつ人間にとつて早晚深 
刻な葛藤となるものだといふことは、誰が疑ふものがあらうか。而も今日までの 



巧この度じ明礎蓋；！へを與へた時代はないのだ。縱しんば問趙のなて方がリ 
違つ_しみ.0としてち、この閒题は儘乎としてを在してゐる。思想じょつてでなく 
巧'んにょつてこの閒趣をを服することは、飽くまでも蛋大な目標なのである。 

こ S 對彥、歷塞な萌實に於て は、 國家對個人の顯に現はれてゐる。卽ち、 

技な敎と冀囊、卽ち震的な達ホ墨®囊 的な复で倘人的な魂のを 

敎 的な自覺と Q 葛藤に現はれ2る。必ずしもをれが公がたる 反国 S となるゎ 
けではないが、外面的じは、誕はば本質的に、國をといふものは僧" 占を を幅 的に 
信頼することはないものであ6、兩者が たとひどん なじ畏敬を表し合つても 僧侶 
は僧侶で、結局國家ならの自み等こをあ濟の道を^つものだといふ信をを、今日 
じ至るまで持してゐる。從つて、人生の意義は結局國家.祖國 .蓋じ存 するか、 
をれとも苦悩からの 敎淸 とか無とか趣歴史的な絕對者とかじ存す るかと いふ.、こ 
の二つの生き方の何れを採るかといふ重大ななをを、 あらゆる ものが否應 なし じ 

巧旣—マィス-テル•エックハルトと现巧 


巧說 1 マィステル • H ック八ルトと現巧 二す 

人問に进つてむるもののがくである。 

かく 言へ ば、 まれ 直ちに八いやいや、雲はかしで對立したものではな5 
t 異論を喝へる人も勘くないであらう。常？のものの夕に一方の態度を他方 
の態度に從屬させる t いふだけでなく、一見両方の態度にひとしく善處するやう 
な調和的解かを龍作に.やつて S る人もあらう。けれども問題はこ？うな解 
かにょ つては 所藍解みされない。完全な國家を建設するためじ獻身的じ奉化する 
ことが個人的な救濟の最善の道であるから、我々は國ををも肯定するのだ、など 
と言つて見ち所で鹽は片附かない。，」0やう W 解巧では、國家は藝的なもの 
と 見られ、單なる手段と化せられてしまふ。またをれ t は逆に、個人的な救濟を 
目的 t した敎育を施し、この敎育じょつて一切の俗化問的なきづなから脫却させ 
ることこを、眞に己れを滅却した公民を育む 最善の前提條件 なのだから、 我 >は 
固 入 {示 敎をも 肯定す るの•た、と 盲へぼ、あ濟の道が相對 的な ものと 見られ、化 間 


的な秩序を建設する途上にがける單なる手段も化せられてしまふ。だが、人間の 
置かれた情勢は、】方民族的な秩序をもつた大地のを民化るとともに個人的じ開 
かれた天國の子でるるといふ二直の面をを的じ具へ、またみへてゐねばならない 
といふ事である。從つて飽くまでも對立は微としてが在し、人間のぅちじ深く根 
ざしてゐる。事實、この對立が人間を內お的じみ裂させるとともに、人間と人間 
t を對立させるものではあるけれども、この眞のみ裂こをは、畢竟、圃ふ生命の 
をである。これに反して、何寧をも調和させてしまふやぅな解挟は、死である。 
この對立に深く班はれ、己れじ對しても人生に對しても懐疑ずる者こそは、】切 
の對なを無意ホと觀じ、最早對なに苦しめられない乂閒ょ b も、眞理に近いので 
ある。蓋し前者はホだ途上にあるに反して、後者は膠着狀態じあるがかである。 
眞の悟 b は、生か-をのものにみはるこの對立を減じた b 滅したりするのでなく、 
この對立を寧ろ 尖銳 化させて 稔 b 豊かならしめる 所へ 落ち着くのである。 一方の 

.ぜ說—マィステル•エックハルトと现化 ニセ 


巧訝— マィステ ル. エックハルトと 現 化 二へ 

態度を他方の態度ゆるに否をする者は、素朴である。他方の態度をもお6入れ'て 
一方の態度を巧對的ならしめる者もホ、邪道にあるのだ。正しい遺はかして解挟 
にあるのではなく、解かをホめでの苦闘にある。何れか】方を採るといふことは、 
をれが何れかにみ定しょぅといふ意圖に出た化上は、勿論過った態度であるけれ 
ども、人間の生きたをとして或ひは一じ就き或ひは他じ就く のま盛にをふ不 
斷の道でをるならば、をれは寧ろ人間本然のをである。解かを求めての苦劇に生 
きる人間のみが、兩態度の生き生きとした融合をだ驗するのである。智的な解あ 
といふものはあ6得ない。智的には、何もかもが調か化されてしまふだけである。 
どんな對立でも、何等かの形式にょって解消させることができる。だが、をんな 
事をして見ても、住命の本然的なを在の面じがては、何等變ることはない。本然 
的な存在の面は、只管じ稱進して止まの苔圃を耍求す..なのでをる.。 

極めて 電 嬰な】例を示せば、國をの道も、が濟の道も、 t . もに人間が 事物へ 


の 


執着を叢つべき ことを 耍求してゐる。.されば日常生活に がても、 國家の道 じよつ 
て要求され る 奉 化，' 台あれば、 救 濟の遺じよつて喪求され る 奉仕 もある。巧中こ’が 
ても個なの脫却が要求さ，，れてゐることは、爭ふ餘地な く 明かである。 而もかぅ し 
たこ t は、 すべて智的じも徊縷 することが'できる。 だが 併し、 ここじ要求され る 
個我の脫巧を々 くと も實踐ずるだけの萌芽をもつ人閒じして始めて、 この 問題を 
眞じ深く見る ことができる。 天も地も個我を脫却した人閒を会 邮£^ 要求す るが故 
である。 ここに 新たな奈落が接へ てゐる。 このを落を乘 り 越える ことは、 只偉な 
る精進じよつてのみ可能である。 

層】 層と深まるこの對立を問題としたのが、 マィ スブ八.ユック、 J ^卜でを 
る。 飛躍を 怖れることこを、 生命の 虛僞である。ユック^^卜の" 紙智は、盧 腐を 
克服しみぶ落を乘り越えよぅとずる自由から生れたものである。人間の本質は部ご 
ある。だが、神は化み を規準として ぶれば、無である。他方、人間の本質は地で 

巧詔1マィステル•エックハ.ル トと魂 化 二丸 
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ある。地は併し、神をお準として見れば、無である。この對立の中じ入間が立つ 
てゐ る。而 して これがマィスブ八 • H ック^少卜の 問題で ある。 


二、エックハルトの 敎狸 

~ H ックハルトと禪 

マィスブ^ • H ッ ク^^卜乃ま 神祕ま 義と禪とがどうい ふ關係に あるかと問は 
れれば、兩をには幾を の 共通點が あると 考へて見たい やうな 氣がする。けれども 
一體 どうい ふ娜にホ通點がをるかを巧かにし ょうと 化つて仔細に檢討して見る と、 
さつぱりホ 湿黙が見つからない。 をれ ならば兩をには共通點がない のだと 言ひ切 
らうと 思 ふと、 何 かこの 言葉が喉に引つ掛かる やうな 氣がする のだ。 若しかしれ 
ら關 者の意がする 所は 結局同じ ことかも かれない とい ふ氣がする。】體 どういふ 

j ユック八ルトと禪 一二1 
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點が同じなのだらう、若しかしたら高い山の峯のほと6や、澄み切つた朝の秋空 
じ似通つた水晶のやうに玲瑞な赛圍氣がどちらじもを在してゐるといふことなの 
であらう。何れに於ても我々の、むは暢びやかである。しつかと足を蹈まへながら、 
巧をを超越し、而も萬象のさなかにあるのだ。眼前に横はる化ぶ全瞪が澄み切つ 
て、化ぶのおの患まで見えるやうな氣がする。これがユック^卜であ6、これ 
が禪である。けれども乂あつて《がはをこに巧>何ものを見るや。》と訊ねるなら 
ば、兩者のぶる所は大いに異つてゐる。禪の眼前に展開する風景は、ユック-术 
卜の風景とは趣を異にしてゐる。少くとも哉々の眼じ映じ、我々が之を言葉じょ 
つて記述しょうとする岐りにがては、'然りでゐる。けれども兩者が言をを.おめて、 
をこに見られるものに對して眼を閉ざし、をこに聞かれるものについて意が深き 
沈默をかるとき、この沈默が A ユック-^卜の見る所と禪のおる所は畢竟同じで 
はないか。》と强くのでるる。 


違に然6。造に然らサ。誰かこの問ぴに敢へて答へるものがあらぅ。 

エック、ソ^卜じついて何か嘗けといふ依顧ををけた。隣み長い間ユック、 J 少卜 
は纸巧に附き纏ぅたけれども.、か > 彼がどんなことを言つてゐるか筆者は知らな 
い。ただ彼の言說が正しいものだといふことだけは知つてゐる。をれは禪の說く 
所が正しいものだといふ；とだけを知つてゐるのと同斷である。 

ニエックハ' ルトの 理解 

讀 善と いふことと 理解と いふこととは別物である。ユック^八卜を請んじて ゐ 
ながら一言半かも理解してゐな いこ ともをれぼ、一言半句 も 諮まないのじ理解し 
てゐる ことら をる。彼の說く所を 日々 のを活として巧じて ゐることもあれ ば、馬 
の巧にを佛といふこともある。 H ックー^卜の精神の流れを我々は'また化にする 

ニエックハルトの理解 11ニニ 
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が故じ、この流れに荷はれ、この流れに徹してゐることらあれば、减6岸邊に化 
b 殘されてゐることもある。をんな場合にユック^卜の神髓について何を威ず 
る C あらうか。 H ツク^^ 卜を織くことは なまなましい生活過程となること も あ 
れば’無益な暇潰しとなることちある。之を離くだけの能力が具はつてゐれば、 

をこじ何事かを經驗するではあらうが、彼が「何」を言つてゐるかはからないの 
である。これと同様に、な下 H ック^^卜について何事かを語らうとするのでは 
あるけれども、ユック^^卜が「何」を說いてゐるかは之を言ふことが巧來ない • 
從つて讀者諸貴'を結局筆者は何も言つてゐないのだといふやうな氣持でを篇を讀 
んで'助きたい。かういつた氣持で讀んで頂けば、或ひはをこここに何事かを鶴驗 
せられ、或ひは單に《ふうん、成程。> t 威せられるであらう。 

エック！^^卜の說く所は思辨でもなければ思索でもなく、意えでもなければ結 
論でもなく、理論でもなく、生活の體驗でをり、經驗であるのだ。生巧の經驗を 


述べることによつて、ユック^^卜はをれと同じやうな經驗を巧々の、むに呼び隅 
ますのである。をれと同じやうな經驗をしたことがあれば、この經驗が謂はだ裹 
づけられ、いよいよ意を强うするといふわけであるが、をれでなければいまここ 
で 始めて をの經驗をすることになるの だ。 ユックー八卜の 言葉を 逝じて、彼のな 
した 經驗が 我々の 也じ激 へるが 故でをる。 けれどもをれには 一をの必稱へがが盛 
である。我々の、むが、をこに語られる所を 迎へ をれるだけ じ 伸び切つてゐなけれ 
ばなら ない。 これは理論的な 巧ず、 むといふやうなものではなく、、むの憧れな のだ。 
「この 說敲 は、己れ自身の生活として之を旣に我がものとなしてゐる人、 力 至は 
みくとも、 むの 憧れとして之を具へてゐる人のみに說かれたものである。」とエック 
瓜卜ら言つ てゐる。 

さればユック-^卜が神祕ま義者だといふことを知つたり、彼を特殊な神祕主 
義をだと決めてかかつた6、をの言說を也理的•お學的•形而上學的な內をじ從 

二でックハルトの理解 一二五 
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つて記錄したり、人間の智識の大きな謹猫の何處か 適當な場所へ入れたりする 
ことは、ユックー^卜の理解とは何の關係 もない。ユック-^ 卜の中 じは 、 b 现 

幕な要素や、哲蠢な要素や、形而上蠢な耍素が 資らず含まれ了はゐるけ 
れどち、併しこれ急顯は、をれが盒毫 的。 巧學 的.形而上學的である所に 

をの本義があるのではなく、をれは何ょゎも先づ二寒經驗の 囊 なので ゐる。 
(之を r 囊的」 な 親厳と 名付ける人 もあらうけれども、呈敎的」といふ言葉を 何事 かを麗 
ナ るを みの レッテルとして用ひれば寧ろな態を誤るおれがある。) 

このやうな經驗が 時 じはム理學的.哲學的•形而上學的な 秩序 槪 をを用 ひて、 
己れ喜はんとす る 所を人に傳へることがある Q は當然でをる。 當時 S 者的敎 
赛の廊高水準に立 も、 時化の傅統的な拘をを受けて ゐるな 上、かう いつた秩が旣 
をろ颇使サ-られる《は、寧ろ當然で.める。 けれども 讀者 とし T は者 的敎養を j 
切抛棄ミる Q が馨 Q 道であ-る。學者的な藝をわ用ひ ss ら で、々くと 


もユック-^卜が用ひてゐる學者的な敎養を突きがけ、事態の眞相を己れの內に 
豁然 t 悟るといふ目的だけに利用するじ留めて頂きたい。兎も角 ユック^ 八卜の 
现解は、を人間的な成熟、卽ち人間の一をの發達段階の問題であって、何等かの 
特殊な敎養の閒题ではないのである。 

一二 試 論 ‘ 

r 外なる人間が行動を なしてゐ ながら、內 なる 人岡は 全く巧 動を晚巧 してす 動で 
ある場合がある。」とユックー^卜は言つてゐる。《をれ はさう だ。をれ なら 自み 
にも 解る。 自み もさう いつれ經驗 をした ことがある0》と誰でも 思 ふだらう。 興し 
て さう でを らう か。 このやうな 言葉はこれを經驗する傑 さじ ホ常な憑瞬が ある こ 
とがある。 ユッ ク^が卜の說 く 所は、化を考へられる阪 りのなち 傑い意 按じをへ 

三試 荒 一二お 
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られてゐる。例へば人間が「世の喧騷」の眞唯中にゐた6、或ひは致命的な攻擊 
を防がねばならないとか、己れの最も關、むを抱く作おを制作中であるとかいふ，5,^ 
うな 刹那 じがける 「內 なる不動」とはいかなるものであらうか。ここじ言ふ「不 
勘」とはどういふ意ホであらうか。こんな場をじおして大いなる「不動」を經駿 
するであらうか。ましてやこのやうな「不動」を眞じ體得してゐるであらうか。 
このやうな「不動」をユック^八卜は次のやうな實例じよって說明してゐる。 
「扉じは扉の姬轉すべき蝶番がある。扉の板は外なる人間に譬へられ、蝶番は巧 
なる人間じ譬へられる。さて扉が開閉すれば鹿の板は動くけれども、蝶をは】固 
'所に不動を保ち、何等運動じよって左右せられない。人削の『不動』といふこと 
もホ然 ゎである」。 我々 人間は 斯 くの如く不動であらねばならない。&の奥底じ 
於て はこのやうじ無關、$であらねばならない。所がユック！^^卜はまた、乂到よ 
をのなす所を、餘鶴なき關也をもち、垄面的な「獻身」を化て巧ふべきだとも言 


つてゐる。彼は言ふ。「率直なを的；；^獻身はすべての德じ.勝•る辕ゲ.あ-る。これな 
くしてはがるにあるべき作品は生れない。いかじ些細な見榮えのしない仕事でゐ 
つても、之を獻身的じ巧へば彌撒を讀んだ，〇聽いた6、祈禱をおげわり、默禱を 
した b などするょ b も有益である。試みに最も卑しむべき化事に從事せょ。がの 
ふからの獻身がこの仕事じ"™化を破へ、をの價値を高めるであらう。獻身こをは 
いかなる場合にも仕事に最なの完成を與へるものである。獻みはかして事を誤る 
ことがない」。この言葉は先に述べた所 t ネ盾しないであらうか。をく不動であ 
6ながらを面がな動であ b 、 全く無關むであ，〇ながら徹底的な獻身なのである。 

兩者はいかにして調和し得るで.めらう.'か。不動な獻身、不動な關、む . どうも祕 

じ落ちないことではないか。化づふが死じ盡してゐなければならない。餘總なく 
而もいまこの場で巧じ盡してゐなければならない。さういつたこ t が實現が來れ 
げ、不動と獻身、卽も仕事じ全く左をせられないといふことと仕事にを的に己打 

ご一試 蔬 互九 
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を捧げてゐることが忽然として一かとなるのである。 

然らば死に盡してしまつた也とはどんなものであらうか。「百れ自みのために 
何物をち 欲；-^ ない也」 ( Ei 日苗 erz , das 日 icht。fiir sich 弓芭) とはどんなものであ 
らうか。《何だ、をんなものなら解6切つたことではないか。》とおふかも知れな 
い。巧して さう であらうか。赏はこれ程難しいことはない のだ。 成程 さう いつた 
萌しは我々自身も經驗したことがあり、るういつれことは爹少理解出來るでもあ 
らうけれども、をこに禮々の段階がある。ユック 、 J ^卜が謂ふ所の「揀達の±」 
(der Deiibte ) は己れ自身がをれであるが故に這般の消息を解するであらう。をれ 
とは何か。「解脫の、ど (das ledig がを目ま)である。解脫のかは「】がの事物を 
驅使する力」を具へてゐると富ふのでをる。解脫のムは一切の能力を具へて、而 
もが物じも左をせられない。事物じ對する純粹無雜な獻みであ6ながら、而も擧 
職ををく脫却してゐる。ではこの二つの態度が「が脫のむ」の中じ融八口せられる 


のであらうか。否二つの態度は一つなのである。卽ち解脫のむなのである。言ひ 
換へれば「不動の隔絕」 ( unbe 习 egiiche Ab の eschiede 日 heit ) である。これこをは 
エック ー^卜のま言である。履絕とは？隔絕の對あは？とユック ー^卜は問ひ、 
自ら「これは純辉な趣を问おすものである。」と答へてゐる。彼は更に言ふ、「也 
に巧みな構へをもたせるじは、むが純巧な無の上になつてゐなければならない。純 
辉な無にこを、同時に最商の能力が宿つてゐるのだ」。かういつた言葉を理解ず 
るには、特別な經驗が必與である。これを誰が否定するものがあらうか。どれほ 
どの經驗段階と生巧段階とがここに含まれ、ここじ必要であらうか。ホひはまた 
このやうな言葉を豁然と理解するとすれば、をれは何といふ大きな悟 b であら 
う。けれども人問は雑でも必ずや一度はかういつたことじ、むを動かされるであら 
うし、 何人の胸底じ も、 恐らくはかういつわ事への愤れが燃えてゐることであら 
50 
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エック！^ントが無を說くとき、彼の求めるものは何であらうか。淺をの人間が 
巧に H ック^^卜に關して同じ質問を試みるであらう。釋魯のを繼者達も同じや 
うな赞問を試みてゐる。田 K してをれは同じ意がであらうか。ユック^^卜の說く 
巧は次のかくである。卽ち人脚の魂がをの目標に到達すれば魂は無の中へ轉落す 
る。轉等こ轉をを禱けて底止する所がない。底止する所がないといふ所に魂の底 
化すべき根底がある。この根底が神性 ( oottheit ) なのだ。これこをは本質的じ神 
性をのものであ b 、 根底的じ同じものである。'魂、神性、無、を I 卽ち'氷遠に 
百れの內よ b 効き巧でては歸 b 巧6、而も逆流することのない無限の生命なの 

だ。 . 

かういつたことが人間の「經驗」だといふのであらうか。ここに疑惑が生ずる。 
かういつれものは形而上學的な思巧ではないだらうか。どうしてこんなことが理 
gu '巧るといふのだらうか。もとよ h か性をなて理解することは出來ない。がら 



ばいかにして理解するかについてばユック 、 J ^ 卜自身をの有名な說敎の一つたる 
「精神のうちなる貧困について」といふ說敎のホ尾じがて解答を與へてゐる。こ 
の說をのホおとをれに伴ふ解答とを引用して見ょう。巧巧の脫却に化すれば、こ 
の悟6は】段と商いものだとこの偉大な達人は說いてゐる。をの通，〇である。「お 
が神性の中からホみ出でたとき、『このなには神といふものがを在するのだ』と、 
すべての事物がおじ吿げておれた。けれどもこんなことでは、おは幸福にせられ 
る舒がない。をれは、かういつた場をにはぶ自身が被造物として把疆せられるか 
らである。これに反して、】切を解脫して神の意志の中に立つのみならず、この 
やうな神の意あからも、將义神の意态のすベての所逢からも、否神そのものから 
も解脫してしまつた悟6の境地に於ては、おは】切の被造物ょ b もな上のもので 
あり、神でもなければ被造物でもない。私は現在に於ても、將又ホ巧永劫 じ も、お 
が過去じがてあらホ來に於てあるであらう所のものである。このやうな境地に於 
一二試 諭 四一二. 
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て、なは、お自身をすべての天使にも立ち勝るものたらしめるやうな街擊を受け 
るのである。この衝擊によつて、嚴早神すらもおを滿足させることが出來ない程 
の赏める者となる。神の神たる所なをなてしても、一切の神的な業をなてしても、 
を早神は私を満足させない。をは、この悟りによつて私は、混と神とがともどら 
にらつ本然の姿を得るがかである。おはおが過去じがてをつた所のものであ6、 
これな上增滅することはない。何となればおは】切の事物を動かす不勤なを在で 
あるからである。ここにがては最早神が人間の內じ宿るべき餘地はない。蓋し貧 
困をあじて人間が己れの永遠にありしを、己れの永遠じあるであらう姿を得てゐ 
るが故である」。ユック、ソ^卜はをじ右の言を結んで言ふ。「右の說話を理解し得 
ない者は、これを理解しようとして&をおはすには及ばない。この眞理に耐へ得 
るだけの人間となつてゐない限ら、換言すれば『この眞理に巧敵してゐない』限 
b は、をの說話を理解し得ないであらうが故である。蓋し右の說韶は神の也から 



——直接じ——巧で巧れつた、思索に依らの眞理だからである」。 

されば直接の經驗なのである。《をれはが程さうだらう。だから こを 『神祕ま 
義』といふのだ。》といふ人も啟くないであらう。《人間の感情が超自然的な認識' 
じ酢ひ痴れてゐるのだから、わけが解らない當なのだ。かういつた認識をま張す 
るのはルノ數者の獨りょが6な特權なのだ。》とかういふで あらう。 

だがさうではないのである。 

四理解の妨げと なる 「神秘主義」 のレッテル 

マィスブ^.ユック：；^卜は「神祕ま義者」である、とさう言はれて ゐる 。智 
識を戚 つて 置 バロ棚のみ類としては、 事實 をの逝 b で 差 支へなからう。' だが抽斗 
とい ふものはをの中じ藏つて 置く ものに とつて はをなの場所で あゎ、 隱れ家で あ 

四强おの巧げとな S 「神祕ま誇」のレッテル 巧お 



エックハルトのを 潮 四-!ハ 

る。神祕ま義といふ抽斗もホマイスブ^ •ユックー^卜にとつては、このやうな 
を化所力至は驗れ家じ過ぎない。ましてやこの抽斗の中にあゎとあらゆるものが 
雜然と藏ひ这まれ、をの中に混つて途方もないやうなちのまでも藏はれてゐるか 
ら、「神祕主義」の抽斗 t 言へば大抵はをんな遂方もないものの方を思ひ浮べる虞 
れがある。かくてはマイスブ^ •ユック、ソ^卜の獨特な點 は、 寧ろ全く隠されて 
しまつで「神祕主義」などといふ學おぶつた槪念の抽斗をのものが始未の惡い邪 
魔物るのである。のみならず「神祕主義」のンッテ^をおつた抽斗に記した 
說巧齋きが、ユック^^卜にとつては餘りにも狹隘に失する憾みのある點から見 
ても、右の事は肯けょう。をれは「魂 t 神 t の一體的經驗についての叙述」とい 
ふ見巧し'でみる。成程をれはをの通 b であ6、かういつた】體性を見出すこ t が 
神祕主義なるものの神髓に含まれてはゐるけれども、マイスブ^ •ユック、 J 瓜卜 
の神祕ま義の表題としては餘6にも狹過ぎるのである。だがをれは何故であらう 



» o 

右のやうな神祕主義の槪をは、音にユック*^^卜にとって被過ぎるだけではな 
い。このやうな槪ををなてすれば、人間の祭敎的な生活が神の信仰を虫臺，とし、 
而もをの神が「遠く離れ巧，神、言ひ換へれば一應人間とは懸け離れた神である 
場をにのみ神祕主義といふものがあ b 得ることになるからである。魂 t 神とがを 
く別個なもの乃至は一應互ひに「懸け離れた」ものであるといふことをが發點と 
するのでなければ、魂と神との一體性といふやうな言說は意巧をもたないことに 
なるであらう。だがこれこをユック^卜の所說とは徹頭徹尾眞反對なものなの 
でみる。.を寧ろかいがい。いむ奮い一體をなす「神性」、「魂の本質」に他なら 
か「咖做」、いかか >尸な「神性」ょ b 生れ出づる人問の本然的な存在といふことが 
エック^^卜の神祕ま義のお礎であ b 、 目標である。このやうな本質が魂の本實 
たる所なのものは-神と人間との對立を超えてゐるといふ點に他ならない。神性 

四粗解の化げとなる「神祕ま義」のレッテル 四 セ 



エック《ルトのを理 巧八 

といふ代6に無、.有、絕對賓、本質といふことも出來る。このやうな意味にがけ 
る前祕ま義は、神と人間夏びとの】跑性といふ奇蹟の中から生れ出づる本 
が的なを在の自覺である。このやうな一體性は、從つて人間にょつて初めて「造 
b 出される」ものではなく、「豁然たろ悟6」にょつて到達せられるものである。 
をは通常我々の生活に見られる反本質的なみ離を脱却する醜然化る悟6である。 
この H ック^^卜的な奇蹟と同じやうなものが波羅門敎にも道敎にも佛敎じもお 
られるのである。 

されば某督敎と結びつけて考へられるやうな——否、某督敎と結びつけること 
だ抑> 不當なのであつて、敎會的な神の槪をのみについて言ひ得るじ過ぎないの 
であるが——神の槪をを抛棄することが、ユック-^卜を考へる場合第一の先巧 
^である。けれどもホに劣らず直大なもう一つの障害がある。この障害も神祕 
ま義といふものの誤つた槪念、而もユック-グトを理解する上から見て誤つた觀 



をと關聯したものである。卽ち神祕ま義と言へば直ちに「忘巧」(田が stase ) といふ 
やうな超自然的な體驗を化ひ浮べるのが常である。この超自然的な體驗は屢>超 
自然的な修行や技術や訓揀の力を藉 b て超自然的な術察を輿へるのみならず、神 
_^義者當乂としては超自然的な能力を與'へられたやうな氣がするのである。神 
!義といみ場合に魂と神との淨福的な融合の體驗の中じ、陶醉的じ忘我的に融 
け这んで巧くといふやうなことが少くとも考へられてゐる。卽ち人間の到達し得 
べき至窩の狀態であつて、之じ比すれば他の】切の生活は偃値をしく、低級にし 
て而も處しきものであ b 、 また當然かくあらねばならないものである。もとより 
エック^^卜も、絕對者の中にある魂の大いなる體驗 t 歡喜とを知らのわけでは 
ないが、このやうな歡喜、一切を融かしてしまふやうなが福、乂問をも世ををも 
無じ歸せしめるこのやうな威情の陶醉は、彼の神祕主義の意義でもなければ 目標 
でもない。否ユック-^卜はかういつた種類の神祕主義に對しては屢>峻烈極ま 

四'理解のかげとな a 「神駐ま義」のレッテル 四ホ 



エック戶ルトのを理 - 五0 

る 言脾を弄してゐる。 ここじを の一端を示して ぶよう。 

'先づユック-八卜がどれほどの淨福をなてこの大いなる體驗をなしてゐるかを 
示すやうな言葉を擧げてぶよう。「おかず蹟じ次ぐ奇蹟よ。何といふ高貴な受動 
的體驗であらう。魂の中接が観を的にも名目的にも差別の妄想、差別の片影にだ 
に苦しめられることがない。魂は】切の種々相•差別相を脫却して只管一ま sas 
Eine ) に信堀するのみである。この一者のうちにあつては、 j 切のお定と屬性と 
は失はれ、一つとなつてゐる。この1者が我々.人閒に淨福を典へるのだ」。され 
ば t てこのやうな感情的體驗が宗敎的體驗の、ましてや人生の意義であ.6、目標 
でみると考へるをは全く邪路に陷つたものである。をづ第一に至商の經驗なるも 
のはかういつた「感情的な體驗」とは別物である。ユック、 J 八卜によれば至高の 
經驗は「郵性的な撒が」であ6、「純辟に精神的な過程である。いかじ有頂點な場 
合にも魂の梢は澄じおすることなく、快威に溺れず、毅然として之を超越してゐ 



るのである。我々人間の有限なる存在じまつはる威情的な動格が最早魂の梢を動 
かすことが出來ないやうな場をに我々は精神的な滿足のが態にあるのである」。 
エック、ソ^卜はをの所論のを篇を通じて、神が巧々營々たる日常生活の中にある 
ことを說いて止まず、神の體驗を何か特別な時に求めようとすることじ反對して 
ゐる、例へば r 寵の邊6や脑の中よ b は、沈潜と祈り、融合的な感情と特別な信む 
の時にこを、神を捉へてゐるのだなどと考へる者は、言つてみれば神を引つ俩ま 
へて、をの頭から外套を被せ、膜掛の下に突つ这んでしまふやうなものだ。」とい 
ふやうな素晴しい表現を用ひてゐる。或ひはまた「絕えず氣みをホめ、大いなる 
體驗を求め、かうした具合のよい側面だけを得たいなど t いふ人は、要するに我 
執をのものに他ならない。」とも言つてゐる。神祕主義を感が的な陶辭だなどと 
をへるほど、神祕ま義を遠く距るこ t 甚しきはない。神祕主義を愛の活動と考へ 
る見方はユックク八卜のをく採らざる所である。これこをは彼の神祕主難がプロ 

四理なの妨げとなる「神械ま義」のレッテル 五一 



エック户ルトのを理 五二 

ティ—ンやをの化の神祕主義者とも根本的に異る點である。魂と神との一體性は、 
魂の本巧的な自然狀態であ6魂の最も板源的な健かな妻である。我々がこのやう 
な一體性を見失つてゐる所化のものは、之を特殊な例外が態に歸し、この例外狀 
態を何等か乂爲的にお來し、從つてこの例外が態と日常生活あびをの一切の義務 
との間には何の橋渡しもないものだと者へるが故である。眞の】體性は寧ろ日常 
の力强い生活とをの活動の中じ現はれるものであつて、輿奮し切つた模糊とした 
威情的.な陶醉などのない、情操の豊かな明るい認識の基礎の上に成ゎ化つもので 
ある。だがここに言ふ認識とはいかなる認識であらうか。謂ふまでもなく、をれ 
は特別な認識である。をれは巧學的.お學的•形而上學的な認識ではない。もと 
ょ b 形而上學も巧學も科學もこのやうな認識から得る所が勘くないのみならず、 
今後益 > 得る所が大となるではあらう。けれども、兎も角これは獨特な認識なの 
である。けれどもこの點にまれ神祕ま義といふ槪念じまつはる第 S の危險な契践 



が ある。 をれは特殊な「認識の源泉」といふ意みから、神祕主義といふものの中 
じ、何か「奇蹟的」認識といつたやうなものを求めょうとする點にあるのであ 
る0 

だが事實はをんなもの'ではない。ユック^^卜の敎說を體は、人格的.個性的 
な神の經驗の記錄ではあるけれども、ユック、一^卜の敎說を體の中じ見られる所 
は、かして「個人的」な經驗、卽ち H ック - ^卜じ、而もユック 、 J ^卜にのみ授 
けられか啓示乃至は夢幻の記錄ではない。 H ック - ^卜は常に己れの經驗を出發 
點として、單刀直入に人閒の魂をのらのじついて語つてゐるので あ' る。されば エ 
'ソク 、ソ^卜じあつては、】切は個性的•超個性的な認識で あ. 〇、すべての人間の 
魂に宿る同じ認識なのである。化つてユックパ^卜の認識は、偶然とか無法則と 
かいふ やうな ものでは毛頭ないけれども、をの認識の生れ出でたお巧、をの認識 
の指し示す秋序は、時間を問的な思惟を事とする我々人間の知性の論理的な秩序 

四理解の化げとなる」が祕主お」のレッテル 五己 



卫ックルトのを理 置四 

とは全く異つてゐる。ユックー八卜の秩序は獨特な秩序である。時間空間的な秋 
巧とは遠く隔たつた生命の狭序である。けれども窮極的な根底を求めょぅとして 
この'蛙上の自然的な获序を超脱した何ものかを求めるとすれば、をはホごをく理 
解が出來てゐない證據である。巧未だ全く迷夢の醒めやらぬ證據である。だがを 
れはをも巧として、我々乂閒知性の時間空間的な换序とは別個な秩序をもつ認識 
だといふことと、之が化然としてこの時間を間的な化ぶを超越しないといふこと 
はいかじして調和し得るか。然6。これこを、他ならのこの認識の目標なのだ。 
このことは「ホだ棘達せざる者」じは理解出來ないけれども、「練達の十一」はこ 
の奇蹟をあ6のままの現赏の化みのさなかに經驗するのである。他の人問とはす 
つて獲つた獨特なを在と化するやぅな】種異樣なが態にが.て初めて經驗する ので 
はない。 

だが S 達のさとはいかなるものであら，つか。繰達の妄認識じ至て謹 



する「一體性」、彼のが巧の源をとなつてゐる「一體性」とはどんなものであらぅ 
か。 

互一體觀 - 

ゴック - ^卜の神祕ま義は一體觀の讚歌である。練達の±が未だ級達せざる者 
と異6、目照-めた人間がまだおはれた人間と異る所なのものは、をの胸中に一體 
觀の讚歌が曠 b 響くはおろか、わのづから一體觀の讚歌とな6切つてゐるといふ 
點にある。だが】體觀 t は何といふ巧氣ない言葉であるか。他方これと同時に 
「一體觀」といふことが幾ぶの民族、幾夕の時化のを種を樣な傾向の憶れの的と 
なつてゐたのであつた。ギリシア人の哲學は絕えず「一者」を求めてゐ た。 歐羅 
己巧な段索の槪をのピラミッドもをの歸ずる所は】をであつた。印度人のがなの 



エックハルトの致理 黃 

思辨も一者を目指してゐた。釋尊の後盤者達も一者を中、む問題として取6舉げて 
ゐた。プごブィ I ンは】者を離歌した、等、等、等。何れも說く所は】者で ある。 
だが同じ】者でも、をの愚ホする所は奥つてゐる。而も猶そこじホ苗なものがあ 
る。宛ら火の玉のやうに死を破壊し生を生む力置て、 「 J れの巧じぐ巧らざる 
ものを悉くをひ盡すホ通む喪素がをる。け.れども同じ一者を求めるじしても をの 
求め方が異つてゐる。ユックご卜もホー.者の認識、一著直觀、一者への悟り 
を要求‘してゐる。けか一^もユック！^ ^卜の謂ふ】者とは何でゐるかといへばこ 
は曰く、言ひ難しである。否旣にかく訊ねることが誤つてゐるのである。をのわ 
けは、かく訊ねれば一 S 何ものであるかを判斷の形にょつで對象的に言ひ表は 
すやうな解答を求めることになるのであるが、】ををのものは、かして、 まこい 
かなる事情の下にがても、ザかの斌をを附巧することにょつて、.判斷の形式を 
なて捉へることの出來るやうな對をではなかが故で ある。然ら げこのやうな 一者 



とは抑 > どんなものであるのかと問ふならば、ここでもホ依然として、次のかく 
答へるの】途あるのみである。卽ちユック、 J ^卜のが說の趣解は、好奇むよ，〇生 
れるものではなく、 を 人がの憧れより生れるものであ b、 從つてユック！^八卜の 
いふやうな意がでの】者の 理解 もホ、一者への憧れからのみ生れるものである。 
而もをの憧れは、この】巧を知らうとする憧れではなく、自らこの)者をのもの 
たらんとする憧れなのである。 

「ホだ練達せざる賓」は、ユック八卜のいふやうに、對なの化ぷじ生きてゐ 
る。このやうな人間は、ま體として外部の世界から隔てられ、外部の化ホによつ 
て左右せられるのみならず、 事物 相互を 對 立のをじがて桃め、形態的.空間的. 
時間的な事物相互の差異じよつて左ホせられるのである。「化ホはをれ自體の中 
に對立を藏してゐ る。對 立とは何か。愛と苦、白と黑である。かういつたものは 
對 なをもつてゐるが。かかるものは本質の內にはをしない。」とユック！^^卜は言 
五一‘體抵 五セ- 



卫ック少ルトのを迎 五へ 

つてゐる。人間もホおのづから事物の中の事物として己れ自身の內よ b 巧でて時 
問空問の中へ入つて巧く時間空間的な生活方向•乃至運動方向をもつてゐる。人 
刖はこのやうな生活方向にがてはを樣性の虜とな6、をの巧力は只管に外的事物 
の中の外的事物として己れ自身をこの世ホの中で時間空聞的な手段をなて主張す 
ることに向けら‘れてゐる。けれどもこのやうな運動方向に反對する微妙な威惜が 
ある。このやうな時岡空間的な世ホにおはれた違勘方向じ反對し、このやうな夕 
樣をが完來實質をもたない無內をなものであるといふことを磯然と悟らうとする 
衝動巧ま•叫びが、むの奥底から發せられるのである。けれどもかういつたことは、. 
これをいかにして認識したらよいのであらう か。 

ここに 謂 も 「認識」とは どうい ふ意巧であらう か。 この問ひに答へるかをかは、 
我々 が ザ じしい飛躍を なすか否かに懸つて ゐ る。實にや これこを は時間を間的な化 
ホと、この 世界に屬するが*^邮い認識形式と を 脱却して、わのづから成熟する 



「生命」のさなかへ、卽も做頭徹尾を命をのものであ b 生命な外の何物でもない 
生命のさなかへ耀 b 这む拟本的な飛躍であるが故である。だがかういふことはい 
かにして爲し得るであらうか。これを爲し得る道は、外みじ向けられる探求の眼 
によつてでなく、人間自みの內へ向けられる魂じよつておし示されるのみである。 
世界の巧が、萬物の實巧、我々の實相を知らうと化へば、我々は我々宜身の內へ 
入つて見るよむ他に道がない。けれども「探求をの態度をなて」我々自身の內へ 
义つて見ることは許されない。が々自身の內へ入ることによつて我々宜身が成熟 
を遂げ、我々自をの窮極の本がのをたらんことを巧め、全人格的にをれ鍵らねば 
ならない。このやうじ生れ變ることによつて、我々は「認識せられたものと認識 
するものとが】つのものであぶ。」ことを經驗するのである。このやうな】腊性の 
巧現が取 b も直さず神の認識である。このやうな「一が」が神の本質である。 
「神は何等かの量や差別のがはることのない純粹無雜な】をであり、觀を的にも、 

お一趙救 E 化 



エックハルトのを理 ムハ〇 

名目的にも、差別の妄想、差別の片影じすら苦しめられるやうなものを】切超越 
し、一切のがまと屬性 t の失はれたものである」。就中’、'神は遠いものではない。 
神はかして「彼方」じ考へら沁るものではない。「愚をどもは『神は彼方にある 
が、我々はここにあるのだ。』といふやうな神の見方をせねばならないのだと考へ 
てゐる。だが事贷はさうではない。神とな、卽ち我々は認識にがて一つ t なつて 
ゐる」。或ひはまた「神は私と同じものである。」とも言つてゐる。 

空間と時間の內ょ b 發してあを動かす差別的•對な的な一切のものは、「變裝し 
化神性」である。か間 t を機性の中に、就中人間の自我の計畫的•意志的に自發 
的に巧も所業の中に、事物と神とおとが一つとなつた】をが「隱れて」ゐる。 
「けれども魂がこのやうなを樣性を離脱すればするほど、をこに神の國が露現す 
るのである。ここにがては魂と神性とが】である」。從つて巧々の體驗する一切 
の對立、】切の二律背反げ、魂が己れ白みの內じなち蹄る正しい過程の內じ止揚 



され、を人格的に生れ题る過程の內じ消えまるのでぁる。このやぅに全人格が生 
れ趟れば、一者の本質はいかなるものでぁるかといふ問ひも、對あがな立場から 
提おされた問ひに對する判斷的な答へとは查く別な意みにがて解かされる。人間 
が 自らを 一をとなす ことによ つて一者を巧ずるのでなければ、いかに一者を蝶々 
しても、畢竟空虛な言辭に終るでぁらぅ。重要な認識じぁつては、單に人間の】 
部の機能を側かせるといふだけでなく、全人格の正しい稱へが必要でぁる。「魂 
が差別相を捉へてゐる限りは、ホだ魂が本然の養に達してゐるとは言へない。」 

とエック-^卜は言つてゐる。正しい認識じ到達するかをかは、魂の本然の秋 
序、卽ちユック 、 J ^卜のがんで用ひる言葉を藉りれば、魂の純粹無雜によるので 
みる。言ひ換へれぼ、認識とは純粹無雜なるがままに經驗された生命に化ならな 
い。純粋無雜な境地にがてこを、萬物卽一なる力が輝きおでるのでぁる。.「對立」 
をからぬ生命は魂の「登雙」によつて到達せらるべき生かでぁる。一體性の認識 
亞一殺觀 六一 
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とは魂の新たな生命の中に一體性が實現せられ乃至顯示せられることである。こ 
のやぅな新たな生命は、謂はば人間の中に】切の時間空間的な捉はれを突き破つ 
て「な縣として湧き巧づる」ものであらねばならない。物みな忽焉として湧き巧 
つるがに値巧ちかあるのであるが、忽焉として汤き出でてこを何事も新たな意み 
が與へられるのである。 

. ホ本然的存在の認識と救濟の經驗 

眞のを在——ホひは之を絕對をと名附けても差支へないが I は正しい判斷じ 
ょつて捉へられるものではなく、全人格の本質的な生れ變 b の過程じ於てのみ經 
驗されるものである。我々が本然的な在の認識を求めるのは、智識慾を滿足させ 
るれめではなく、救濟のわめである。本然的な巧在の中にあるとき、をれがなり 



も直さず生命の充足なのである。從つて本然的存在がいかなるものであるかとい 
ふ問ひは畢竟最も窮極的な閒题なのである。言ひ換へれば何等かの意味での認識 
の問題ではなく、救濟の問跑なのである。本が的な存在がいかなるものであるか 
といふ閒ひが救濟といふなげにがて發せられるといふ點に、か的な立場からの解 
答と救濟的な立場からの解答との差異がある。をれは恰も他人が棍棒で頭を W か 
れたといふ話を訊くのと、自ら棉棒で頭を叩かれる體驗を經て生れ變つた人間に 
なるのとの差異と同様である。 

一切のおちを超え)切の二が背反を超克した「超對立的」なを巧について徒ら 
じ講壇的な言辭を弄する者がある。かういつれ輩は超對立的な存在が論理的な態 
度をなてしては到達出來ず、ましてや現實にこれを經驗することが出がないとは 
知つてゐながら、自らは正しい態度を執ることも出來.ないのみか、このやうな存 
巧を求めょうとする正しい態度すら執れないのである。かういつた人間は謂はば 

ムハ本が的がをの認識 i 救巧の挺拉 ホーニ 
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精神のトリックを用ひて、對を的なまを對立の態度と一切の論理的な對立とを暫 
し脫却し、一屛「無」のをする狀態を一時的に經驗するのである。彼等はこのや 
うなが態を、む地ょいものとして(まを事實、む地ょいものであるが)記憶の中に留めて 
超くのみならず、超對立的な境地について®々するたびに、恰もかういつた境地 
を本格的に經驗したことがあると言はんばか b に、右の記憶の中に藏つてあるが 
態をが發點とするのである。もう二度とかういつた經驗を繰 b 返すこともなく、 
ましてやかういつた經驗を深めることもない焼に、をの後も相變らずこの經驗を 
云々し纔けるのである。かういつた徒輩は僞善的な豫言者である。化を進步の止 
つてしまつた人間である。否、止つてゐるといふことがあ6得ないな上、】たび 
* 到達した或る程度の水準から下落してしまつたわけである。眞に悟6の境地に達 
した人はいふまでもなく、眞の求道をでさへも、かういつた辈を看破することは 
容易である。をれはかういつた連中には、人格的な閃，^といふものがおられ中、 



どことなく 萎縮したり、常おを逸した 6 したやうな黙が威せられ るからである。 
何れじせょ、刀に譬へれば彼等は鈍刀でゐ 6、 彼等からは何の 力 も爾き出でず、 
を々たる泉の觀がない。 これに 反して眞じ悟りの域に達した人問は、或ひは絕え 
ず忘が外な行爲じ出るとしても、徒らじ常規を逸した所がな く、 或ひは控へ 目で 
あつてもかして萎縮した所がない。落着があ6、人格の化 b が あら、 暢びやかさ 
があ 6、 恰も暖かなをの かくである。 彼等の周圍 には 貴い生命の生ひ立ちが 見ら 
れ、生命が自由自在じ解放せられて己れを發揮す るのであるが、これに 反して下 
劣な執幕的ぶ人間は、かういつた人物に遭遇すれば、己れの內を見をかされたや 
うな應を威を覺え るのである。 

さればユック^ ^卜の說くお本認識は救濟の認識である。從つて彼の用ひてゐ 
る科學的.お學的•形而上學的な槪なや表現は、謂はば之を をの 生れ出でた破源 
へ 引き 戾し、驟譯し直して考へねばならない。 このやうな が源を端的に表現して 

ホ 本然的を巧 Q 認識とが巧の經な ホ 五 



エックハルトの敎理 玄、 

ゐる といふやうな 意 ホじがては、ユック^^卜の通俗的で馨喩的な言說や說敎の 
方が、 をの 學者膊な 著述よりも 證 かじ優れてゐる。學者的な著述は、通俗的•臀 
喻 的な言說と 說敎 に基づいて、.初めて之を充みじ理解す ることが 巧來 るのである。 

形而上 學的な立場から、從つて依然として「認識的」なな場から、超對立的な 
存在と目され る ものは 、 H ' ソク^^卜 によつて 例へ ば「無」 ( Ni 昏な)、「靜かな曠 

野」香 lie waste ) 、「奈落」 ( Abgr 旨 d )、 「本巧」 ( Wes 隻、 r 神性」 ( Gottheit ) 

(神 〔 Gott 〕 とは別物である) とい ふやうな極々な槪ををなて言 ひ 表は されて ゐ るが、 
かういつたものは、之をぞ觀的に理解しようとする態度をなて臨む殿6は、理醉 
する ことが 化來ない。をれは徒らなる言辭の羅列で ある。 己れ自身に立ち歸6、 
然るをに初めて己れ自身の內から'化みへ眼を向ける自己自身の魂の相關槪 をと い 
ふやうな意ホにをの種々な表現を解し、更に進んでは之をこのやうな魂の自己理 
解の形式と解す る ことの巧來るやうな人、換言すれば、かういつた表現を「親を 



的じ理解」しょうとするのでなく、之を自ら「巧じ」、乃まは「體現」することの 
出巧る人じして初めて、眞に之を捉へたものと言ひ得るのである。けれどもこの 
ことけ、救濟の意志が眞に己れ自身の'意忘となつてこを、爲し得ることで ある。 
「救が」といつても顧々なな味がをる。例へば生活からの救濟といふやうな場を 
も あらう。ユック、,が卜 のな化する救濟は生活への救濟、正しい生活への救濟な 
のでみる。地上のこの生活ををのまま正しい生巧として生き得るやうな意がにが 
て正しい生活を與へられた人間のみが、救濟を經驗するのである。かういつた正 
しい生活じは、他の乂問が彼岸の世ホに移して考へるやうなものの溢るるばか6 
の素晴しさも、或ひはまた神盧に適つた地球の建設もをまれてゐる。けれどもこ 
の规じついては後に說くこととしょう。 

形而上學 がな 槪なならぬ教濟 がな 槪をとしての「一體性」とは、いかなるもの 
であらうか。 この 問ひに答へるものとしては、 ユック！^八卜 の神祕 的な 化界には 
六みが的ををの認識と救巧〇お驗 々セ 
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S つの破 本 的な 槪をがある。 これらは何れも救濟の經驗の條件と形式とを 悉く 含 
んでゐる。否、ユック、 J ^卜にがては 萬事が をの通らである。どこを捉へても、 
結局同じであるから、どの槪をを化へても彼の敎說のどの侧面を指摘してもかま 
はないわけで ある。 さてこの 一二つ の 极本槪 をとは 「落着」、「貧 西」、「隔 絕」でみ 
る0 

セ落 讚、 貧困、橋絕 

(G^elassenheit 一 Armtlt" Abg-esohiede 口 heit) 

これらの槪念は何れも敎瓣の全貌を示ずものである。をは己れ自身にかい献ツ 
た魂の剣造的な自曲の平和である。 

落着とは いかなる意味で あらぅ か。安息で ある。けれどもをれは慶早何事をも 


爲し得ない摩顔無知なるをのをなではなく、最早何等欲する所なき貧困の巧なで 
あ6、愚早何ものをも必輿としない充實のをな卞ある。而も貧固の.安息とお實の 
巧なとは二にして一' である。 

が菊とはすべての事物'^落とすこ y 、 卽ち脫落せしめてしまつ.たことである。 
就中己れ自身を脫落せしめたことである。平かが己れの、むの中じ乂 b 來らざる唯 
一の原因は我執じある。.換言すれば、個巧を脫落せしめるこ t が巧巧ないといふ 
點にある。平がを巧んがためじ世界を逃れ、外部的な靜けさへ赴くをは「をれが 
いかじ素晴しく見えよぅとも、をは虛しきものでみり、平和はあ6得ない。徒ら 
に迷路に深入 b するのみである」。「先づ己れ自舟を脫落せしめよ。然らばわのづ 
から萬物を脫落せしめたこととなるであらぅ」。 r しれ自をを徹底的じ抛棄せねば 
ならない。個我の抛棄にがて全人格の生れ變 b が巧はれるのである。「何を爲す 
かといふことよ b も、いかなる人問でみるかが問題なのだ。」と H ック^^卜は 
セ落着、を困、隔链 <六九 



エックハルト —a 

ち3 

一口、つ！^^光^ 滿 ちた—」 をは、 生— わ 蒸——甄であ 

，声在をぶは#5我ではなく5である。蟲は嚴暑も0にも動ず 

找何となれは動ずべき場所、卽ち徊我が最早をしないが堅あぅ 
執の享る限、我々はこ着極々の妨げを—するので—、巧々の內 
じ^た神 QfQ みがあれば、神は同管世界となら、或ひはこれ喜ひ換へれ 
は矣はをの神的な意味—5々0堅映ずるので ある。 馨？なかこを 

と1。我々は——《ない。をは動橋の 
ゎもへ— f しめ TI . 故ち—— f わないが—る， 
巧ょ^々は蓋をす—ない。蒙 sf 間と」て「妥壹所の もの 
"故である。 すべ5念を脫奪しめ、 驚己れ—を签的じ部 

t まへは、 人間はすべてのものを支配し、神をもま配する 力を 得る ので 
あるこの一ぶいかにも法を妻を、ユック：卜 はをの隔絕 じ關す 




關職せしめてゐる。 

帖給。.か仙をもたないといふことは、人間が過まと現せとホ來、喜びと悲しみ、 
仙化-^化が、.魂と神との間を巧檀してゐるといふことである。かういつたことが 
^めば、魂はや和を得、魂をのものが平和となるのである。かういつたものが達 
成された機性を「隔絕」といふのである。 

け—化魂 成，、 陽猫®,範口お-るのでをを。眞じ何等のを形をもたず、】切の形をを 
脫却し、全く空虚でみることのが來る精神は、「神の神髓をわのが物となし」、「神 
をも己れじ加せしめる」のである。これょ6もつと解6易い表現を用ひた個所も 
ある。「眞の隔絕とは、をであらう t 、 苦であらうと、名奪であらうと、恥辱で 
あらうと、精神の經驗するいかなるものじも動がざること、がも泰山の微風に動 
せざるがかくである」。「完全な隔絕じ達した人間は永遠の化ぷへ移されてゐるの 
であるから、無常なるものじょつて動搞を威じさせられることがない」。「完をな 
セ を扇、を闽、隔お •七一 
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隔絡. .0 無との間には差別がない」。言換へれば完全じ隔絕しれ者にあ-つては、 
一切のものがをのあ源にま歸ゎ、をの本巧の單一の姿に化ち歸つてゐるのでみ 
る。さ L ぶまたユック；卜は言つてゐる。「隔絕は人間を純粹無雜ならしめ、 

純が龍から巧に進んで單純なら しめ、 巧に轉じて不錢ならしめるものである 
が、 このやぅな特性が神と人間に同じをを與へる？ある」。「麗 S 地にあつ 
ては、 人間は神と同じ葵で をる」。 同じをとは「一つのものに融け合つてゐるこ 
L であ.る」。卽ちさろ なれば神もなければ人もない0である。 

をに述べたや，っなユック；卜の謹は•、巧して「彼岸」に關したもの-ではぶ 
い。この現實 Q 葉仁が S 達2菱くとも接近すべき人間0狀態に關した言 
葉である。これは巧くも 一 S 疑ひををれない賣差巧經驗 S 現として述べ 
られてゐ るのであるから、 H ック；卜は何等の蠢もなくかぅいつた蹇經驗 
がいかなる人問じもを當すんものだ美へてゐ る。 けれども彼の有ぶな舊につ 



いての說敎の中にぶられる：：：軸めた魂の平和についての敎へこをは、最も雄大な 
ものである。この說敎の来化は化に引用して置いた通6である。 

巧闽。ここに重要なものとせられる「貧困」.とはいかなるものであらうか。外 
部的な事物におをせられない媳.蛇の表はれとしての外部的な意味での貧困は、も 
とょ b 挺むべきことではあるが、ここで問題 t してゐる貧困はをれではない。エ 
ック^^卜は言つてゐる T 巧しい人間とは何ものをも欲しない人、何事をも知ら 
ない人、何ものをももたない人である」。けれどもをの意ホする所はエック！^少 
卜自身も言つてゐるやうに、「が等自身の生活がなの說く眞理に合致してゐなけれ 
ばならない。をれでなければ混の言を理解するこ t は出來ないであらう」。一見 
何ものをも欲せざるがかくして、をの實外部的な贈罪巧爲や苦巧じょつて依然と 
して個我に執着し、神聖ならんがためじかかる巧爲を爲すやうな人間を、ユック 
、一八卜は激しい顿笑をなて瓶照してゐる。「このやうな人間はがに現はれた姿か 

モお窟、宜旧、巧結 セーニ 
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ら見れば神聖と呼ばれるでもあらうが內から見れば何一つ理解してゐない愚者な 
のである」。「我意を克服するだけの、む構へが出來、『人間といふものは辟じてお 
のがな志怠すべきではなく、神 Q 憲に從ふや，っにすべきだ。』などとま張す 
る人間」 s いても同じこと誓ひ得る。「かういつた人間もホ(、む替は恶くな. 
いにしても)冀である。縱しんぽ神の意志に適はうとする意志であるにせょ、兎 
:か三堂を向げミる間は、人間はホだげをを困を得てゐないので 
わ-る」。.眞の貧困の中にみるをは、神享ら超越した境地にあ-る人間であるを 
れは 己れ がこ S 星み曼れ置前にあつ S 地である。こ，」長ては、人問 
は神をも萬物をも賊却してゐたのであつた。神占ばれるものは、おが私の根源 
狀態から步み出て、人間とし S 奮を得るに至つてから.習て生じたものであ 
る。ここにがて突かとしておは神をもつに まつた ので ある。 ちか一從つてまた 
同樣にす ベての人間が—神性てふ 根源—からホ畜るこ占ょ つて、 私とと 



もに神が造られたのである。化は神とは別個なものとして、神の中に對象的にを 
自みの本質を意識するのであるが、併しあ自身の本質にがては、祗はみ遠に神的 
深淵と】體となつてゐる。これこをは私が萬物をも乂閒巧をも神をも脫却した截 
化な ので ある。 けれども おがホだ神の意志に從は うと 欲してゐる問は、神的深淵 
と一®となつてはゐないのである。神の意志に從はうといふことは謂はば發端に 
過ぎない。本巧神と一體なるお自身の本質じ從つて神と一つじ融け合つてこを、 
初めて嚴早何等欲する所のないま髙の貧困じ巧るのである。 

眞のな困、「この上なく綿が」な貧困は「何事をも知らない」人間のものであ 
る。これもホ同稼の意かである。苟くも何等か對を的なものの面影をもつものが、 
對象的なものとして A 問の必を動かす限6、をは人脚から貧困といふ德性ををふ 
のである。興の貧困にあつては、神といふ觀なさへもをををしてゐるのである。 
r ホだ人間が神の、氷遠の樣巧の中じあつたとき、乂閒のうちにはホだ他者は存し 

モお唐、をほ、隔招 セ五 
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なかつた。乂晴だ.えお-に生きて—ゐたものは巧で人間自でも 二， ち。されば眞の 
貧困にあつては神もホかのうちからが癒を止めず姿を消してしまつてゐるのであ 
る。かく言へば一切の對を的なるものを抛棄せょといふ興求を餘りにも極端じ突 
きつめ化威がない'でもなからう。人間が人間であるな上、對を的な關職のうもに 
しかを巧することが出巧ないのであるから、一切の對を的なものを離脫したとす 
れ SW 、 嚴早 人間として何らのも殘らないのではないか。かういつた疑問に割して 
マィスブン•ユック！^八卜 は、恐らくかう答へるだらう。《救ひ難い愚をょ。汝 
は 未だが一つ解つてはゐないのだ。おは何も汝の對を的な認識を頭ごなしにあ擊 
してゐるのではない》。すると論おは盛ねて問ふであらう。《でも先生は今しがた、 
神を もわ 認めに なら' なかつ化ではを b ませんか》。《をれはをの通 b だ。》と エッ 
クー^^卜は言ふだらう。《我々の論じてゐるのは問慰が別なのだ。がのさういつ 
たお問をのものが、かがホだおい水準に止つてゐることを示すのだ。汝はホだ齋 



躍をしてゐないのだ。人 w の足場とすべき乃まは足場とすべからざる境地につい 
て語つてゐるのだといふことを汝は氣附かないのだ。 

巧 y . も&を超秘してるな けれ' はなら な 5 IC をの足場のあるべき境地は、「成程認 
識をとの生れ巧づる境地ではあるが、自らはをもせねば認識 もしない 現地なの 
だ」。》 

さて「何ものをももたない」人間とはいかなるもので あらう か。をれは地上の 
外物をもたないとか、をくもつてゐるとかいふやうなことではない。外物をもつ 
とかもたないとかいふこととはをく無關係な、何ものをももたない貧困なので あ 
る。否世人が說くやうに(而して K ックハルトもホ屢1說く所であるが〕、巧がみの全域 
が神ををけをれるやうに、すつかり開け放たれてあらんがために、巧來る限.〇何 
ものをももたないやうじせねばならない。巧これす らも 窮極の眞理ではない。人 
間が抑 > 神を受けをれる場所であ6得る限6は、人問のうちに差別的なものがあ 

セおを、舒岡、 R 站 七七 
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る。. を乂閒自身がホだ「差別的なもの」なのである。人間が神ををけをれる「場 
所」であ 6、 從つて神とは別個なものであるといふ ことを 超越するに至つてこを、 
初めて人問は自我と神との對化を超越し、眞じ無の中の無、本質の中の本質とな6、 
人間の魂は完全な貧困の中にあゎ、從つて一おの「中」じあ6、平和をもつのみ 
ならず、 自ら平 かをのものとな b 、 かくして自ら一 者と なつてゐる。卽ち 魂がを 
の根源じがて、氷逆にある所の本然のをとなつてゐるががである。ここじ謂ふ「る 
る」とが？ この「ある」 とい ふ言葉は、)體がを意ホするのであらうか。論理 
的な連辭であらうか。同一刹斷であらうか。巧、この言葉は別な意みに解すべき 
である。をるユックー^卜の偉大な理解者が言つたやうに、神祕的な連辭と解ず 
べきで ある。 《魂は一者「である」。》 t いふ命題は、《魂は】者「である」。》とい 
ふ判斷を意巧するものでもなければ、されば とて この命題は他動的乃至は自動的 
な意みをもつものでもな く、 寧ろさういつたことを超越した 全く 別な惹がをもつ 



てゐる、卽もこの命赃 は、 魂が一者として「本質顯强する」といふ意がである。 

落巷.隔絕.貧困、この一ニザは畢竟をの意巧する所は同じである。卽ち己れじ 
立ん餘つた魂を意がするのである。己れじ立ち歸つたとは、化に述べたやうに、 
絕對的なを虛なが態、窮極的な不動、完全な暗黑狀態である。興-してさうであら 
うか。巧、寧ろをの巧對だと言はねばならないのだ。あして「空虛 J であらうか。 
巧、充.黃なのだ。巧して「昭黑」であらうか。否、燦然たる化輝なのだ。ホして 
「不動」であらうか。巧、永遗の動である。 

これはどう理解したらょいのであらうか。何といふホ盾であらう。どう理解し 
たらょいのかつて？ 理解など巧來るものではない。唯々をれを生きて巧くだけ 



がを、隔絕、貧困のゐる所には神がある。だがユックパ^卜の謂ふ神とは、い 
かなるものであらうか。この重嬰な問题を考へるじは、冒頭に繰返し述べた巧に 
.思ひを溜めねばならない。プ‘ィ - ステ^ニック可る，巧は、-.,.、けの巧巧 
妳な巧劉乃 J をば權れを—禽でず’，み〇巧奇 、$ Q みをな T してはニック：卜の疊 
を明かにすることは出來ない。單に頭職を巧て問ふのでなく、、むの奥底からを身 
是求道者となればなるほど、ユック！；^卜の眞理が悟られるのである。同時じ滚 
我自身の生活あび之に伴ふ苦惱を囘避することなく、生活の意義を求め、をこに 
神的なるものを威ずるが故に、生巧をうべなふのでなければこの眞理を悟ること 
は出來ない。このやうな神的なものが巧々の內面におき出で生活の中に顯現せら 



れ 、巧々 自 みを通して 3 脚せられ ると いふことこを 巧々の憧れで あらねばならな 
い。この やうな 憧れを一がにわのが憧れ t して息內に威ず る 者のみが、ユック、 ノ少 
卜を理解する ことが 出巧る。而も人間がこの憧れを貸現するだけの成熟を遂げて 
ゐればゐる ほどを の理解 も をれだけ深いので をる。けれども 大 いなる 眞理を經驗 
し、をの經驗じょつて生れ梭6、かくして神性が我々 乂 問を逝じて働くやうにな 
'る じは、我々は先づ化ぶじ對しても、己れ自身に對しても、死に盡してゐなけれ 
ぼなら ない。卽ち一切のもの、就中我々自身を脫なせし めて ゐなければ ならない。 
だが一切のもの、否我々自身を すら 脫落せしめて、而も生活をうべ な ふとはいか 
なるこ-* J であらうか。 

「生活」乃ま「生」 といふ 言葉には、二種の意ホがぁる。生活と いふものを 皮 
相的じをに特間空間的な生活と解するか、をれ ともこの 時間空間的な生死の中じ 
高がの生命の展開を經驗するかじょつて、をの意みする巧が異つて巧る。時間空 
八神 八一 
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巧的なが在が何等かの惹がじ於て己れ自身を脫却しようとする膝6、この時間空 
問的なが在を徹底的に巧服して.こを、おめてこのやうな高次のを命を經驗するの 
である。譜し我々人間は、人間として二違のおをを受けてゐる。 j はこのやうな 
時を問的なががから巧ける拘束でゐる。ここじあつては我々のを巧は「時問の‘ 
中」に生れ、「時脚の中」に潰えまることを免れない'。他は時間空間を超えたお在 
からをける拘束である。ここにあつては巧々は永遠の化口から生れてゐ化のであ 
b 、 みして 渡えまることのない生命をもつのである。而して人間の時聞空間的な 
生活は時間空閒をおえた が おの、永遠に鍵 6巧く 表現である。巧々は我々の魂に 
よつてこのやうな 時岡を制を超えたが在と 結ばれて ゐる。をは魂の本質ぶ のらの 
が この 嵩みめが 在なる が故で ある。けれどもこのやうな場合には 「を在」 とい ふ 
言葉を用 ひない 方が よい。 「を在」 とい ふ言葉を用 ひると、' 兎も すればこれを 非 
巧在と對比させる ことになるが、このやうな場合、このやうな 對化はをく許され 



ないのである。ここでは避ろ絕對者とか、神性(神性といふのは單に「神」といふ 
ょりも傑い蔥ホで'ある)とか、.ホひはあつさ b 本質とかいふ言葉を用ひた方がょい。 
さて r しれの「足場」を尊ら-この本質卽ち神性の中におき、他へ移さないといふ嬰 
巧が人間じ課せられでゐる。これは取6も直さず人問がをの魂の奥底なる本然の 
姿となれといふことである。だがかくなるためには、時間空間的な世ホにかける 
魂の一切の拌、就中わのが個巧を抛棄せねばならない。このやうな個我あればこ 
を、抑> 人間にとつて場所の遠おや時の前後があ6、人間の、むを「動かす」數知 
れぬ執著や葛藤があるのである。「中核を得んがためじは、このやうな個我の外 
殼をがち砕かねばならない。」とユック！^八卜.は言つてゐる。これを能く爲し得 
る者は「落着」があり、「隔絕」の境地にあり、】切を逃れて「空虛」である。け' 
れどもこのやうな內；な山活を扣うべなひ、事業 
を喜ぶ力强いを'活を生きねばならない。このやうな生活は、喜びも苔しみもなけ 



エヴクハルトの敎理 八四' 

れば、 對象 的な おを も對立的な 想を もないやうな生活では斷じてない。 この點で 
は H ぷ茶飯の生活と何等異らない。 けれどもこの やうな生活は、生巧を 豊として 
なめられた、別な意がの埋つた生活である。「化みを脫却して 『を虛』 となつた 
人間は、 最早 神と 隔 つべき何ものもない 。 J とユック；卜は 言つ てゐる。 かく 
してこのやうな人間は、謂は ば 神と 渾然 5となるのであるが、 これはをく必が 
的な霜である。何となれば完をな純 j 無雜 こを、 神にとつて寡な、最も 固有 
な 場所. であるが故である。 「されば 神は隔絕 した、 むにのみ己れを授けることが出 
來 る」…… 。 

さて この やうじ衙單な叙述に ょつて、 マ ィス J •エック：卜の敎說の塞 
を 示さうとする 試みに對 して、 《叙-ろをの位なら 何も言は ない 方が ましでょ 古い 
か。 I 三つの文章が、一三—盲葉が、 何とを くの 誤解のお險を 巧んで ゐる 
ではないか。> といふ人 もあらう。ユッ クー^ 卜の 言葉は讀む 傍から旣成の圆ホ 




じ 嵌ま 6 込んで しまつて、 をの固有の意ホを表 はすことは 難しい。就中「神」 と 
いふ言葉にがて然 b である。「神」 とい ふ言葉を聞けば、 まして やユック 、 J 瓜卜 
も偉大な基督敎徒であるのだから、直ちに敎會的な神が聯想される。' ユック、 J 少 
卜は自ら 基督敎の敎團の長であ6ながら、敎營的な神の狹さと遠さとを克服する 
ことをなて 生涯の 圖ひとなしてゐたなどと いふこ t は、 想像出來ないのが當6前 
であるから、これも無理からねことである。然らばマィステ^^ユック^^^卜の 
謂ふ神とはどぅいふ意みであらぅか。 

神は萬象の中にある。神は無の極地である。神は父である。神は人間なくして 
は無じ等しく、我々人間は神なくしては無に等しい。我々はをの本質にがては神 
ょ 6. もな前にあつたものである。我々は神を克服し、神を脫却せねばならない。 
けれども 我々の努力は飽くまでも神と】體たらんとする巧力であらねばならない。 
:::ユック 、 J ^卜が禍について語つた所は右のはかにも數をくあるけれども、ど 
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の場みにも彼空襄するがは全く同じ神で ある。？ が之を論理的 忆 ‘ i ナるので 
ない限り)かういつた言葉の間には、何等の差別もない。をの目標とするがは何れ 
も阿じである。けれどら，」れがいかなるも Q でをるか善ひをはすことが山來な 
い。それは何等かの襄にがける「いかなるもの」、「何もの」でもなく、さミム 
とて何等か9霞じ窜「何も Q でもない」 Q でもないが故で ある。 然らばいか 
じ理解すべきであらうか。知性からでなく、內面的な讓から理解せ ねげ ならな 
い。け.れどもミ」 ii 求められる震を、何等か®命題 S で表はさうとするなら 
は、神は對象的な世界じ捉はれた魂じとつては、對を的なものと なゎ、 對を 的に 
ぉめられ感せられる本源的な本寶なの だと 言はねばなるまい。ホは本源9なお巧 
ではるるが、こ e 根基が人間 Q 魂《中 ST 、 己れ島身を爲識したが態じある場 
みに、これが神な？ある。魂が人間の 魂として 對象的な醜職®中に存 してゐる 
踢合じのみ、魂は「神」をもつのである。(卽ち魂自身の本巧をば「神」としてをするの 



である。)これに反して魂が一切の對を的なせ在關聯を脫却して、自ら絶對的な本 
質へ入 b 法む場合じは、魂じとつて一切の對象性が失はれるとおじ、神もホ失は 
れるのである。これこをは魂が「本質」乃至「神性」の中にがて神と融合すると 
いふことと同義である。けれども魂が人問の魂なるが故に、神 t の醜合に先化ち、 
力至は神との融合のをに巧び對象的に存在するといふやうな場合じは、魂はおの 
が本質のままなるを、乃至は觀合の中に感せられた所のものをばホだ「神」，こし 
てもつに過ぎず、乃至は巧び「神」としてもつに至るのである。魂はかういつた 
ものを殺威•信仰•希望 t して豫め抱いてゐるのであるが、融合の後には信仰力 
ま喜ばしい確信として抱くことになるのである。けれども神と一體の境地にまり、 
ここにがて神をのものまでも消えまつてしまふといふこ t こを、我々人岡にとつ 
て終始渝ることのない目標なのである。人間はをの生巧過程にかて、このやうな 
目標じ到達すべき任務を誤せられてゐる。また事實このやうな目標は、絕えず新 

八神 ■八セ 
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たな正しい巧力.じょつて到達することも巧能ではあるけれども、人間が人閒 でる 
る巧上は、割象的•對立的な關聯の中じ生きることがをの本性なのであるから、 
一たびま達したこの目標じ踏み止まつてゐることは出來な、，。從つて乂日ょ幾た 
びとなく、己れがこの目標への途上じあるじ過ぎないことを细るのであるが、こ 
のやうな踞合には、大いなる「絕對他者 」 (das Ga 目 - A 日 dere ) として幾化びとな 
く神をあめ、神へ.憧れるのである。人阿はひとたびこの大いなる經驗を經れで、 
また同時に神との內面的な】體性の寄ばしい確信を絕えず抱くものだといふこと 
は言ふまでもない。このやうな經驗を經た人間は、おのが魂の神々しさを經驗し 
たのでをるから、內面的な窩貴の 威情 じ浸 6、 「崇高な氣持」 (ザ00ザな も吕 目け) じ 
なつてゐるのである。ユックー;;^卜の言々か々には、かうした祟高な氣持が表は 
れてゐ る。 けれどもこの崇嵩な氣持は、專ら人問の 嚴も 內噢 なるお 基の 經驗 、卽 
ち ユック、 J ^卜の 所謂神々しい 「火花」 (Fii 日芭 ein ) の經驗から生れるものであ 6、 



從つてこ？ うな 崇高なな持は、をれ穿 s に於ては人間を極&て謙虛ならし 
めるのである。人間は神と深い繫がゎをもてばらつ程、益>崇高な氣持となるの 
みでなく、他苗て塞！謙虛となるのでをる。このやうな謙虛は 無常なるも 
のの中に永遠なるらのがおはれ璧る樣巧器ならないとホに、 他丽にかては己 
れ鼻をも抛擲する力を具へてをれげこを、變吊なるも®が永遠なるものの子と 
なる ので ある。かくして人削は崇高な氣持 t 同時に、謙虛さをもつことによつで、 
己れ自身の內奥なる中核のをを絕えや巧たに煮識ずるのである。人問は大いなる 
體驗の過程にがて、この中核が唯一の眞實な 生命の 力である ことを 知る のでを る。 
他の一切のものが、この唯一の眞實の內面の力によつて f るのみなら夕人間 
自みの救濟もホこの力によるものなることがはつき bt 威やられる。このやうな 
力をばユックク^卜は神 t 呼ぶのである。 

かういつた事の理解窠ない人は、エック；卜に幾をの矛盾を認めるであら 
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うし、ユック-^卜が】方に於ては依然として所謂「神機」 (を N だを0 〇ミけ)に 
ホがづ る 基督敎的な幼稚な信仰ををのままもつてゐるとちじ、他卞こ於て よ (例 へで 
«术は r 夕様性を脫却しを塞」 である》などとい 妻うな〕、何等固有な經驗 に黑附 けら 
れてゐない形而上的な思巧を烏滸がまし くも 弄んでゐ るの だな どと 言ひかねよ、 f 
であらう。をれこを飛んでもない思ひ違ひである。無理解な人問じは形. P , こ 勺よ 
田寡としか巧はれないやうなも^'が、を^'な寧ろユッ ク ご 卜 の最も深い經驗に 
破ざしたものである。をれは魂を も 神をも超えて、神性の靜けさを 指し示す か卽 
の中にあつて、魂と萬象とが j 礎となつてゐるといふ經驗 である。 他なら-ぬこの 
やうな經驗は、また同時に素樸な神の信仰のお底で もるる。ユック-シト のこの 
やうな「素樸」 な 信仰、卽ち父た る 神を口じする信仰が をの やうな最も 深い 經驗 
神の本質と魂の本質とが同じ本質となつてゐる經驗—のが慶の上 こ立つて 
ゐればこを、このやうな素樸な神は敎會の說く神とは相容れないのでを る。 敎を 



の化巧からは、神は人脚を遠く離れた冷たい造物またる神、怖しい神と考へられ、 
人が救濟を得るのには、どぅしても敎會がをの仰 かを とならねばならない。エ 
ック - ^卜じとつては神じは何等「怖るべきもの」はない。神に具はるすべての 
ものは愛すべきもののみである。一切の拘束とお着 t を突き破らぅ t する人間は、 
{かなと平巧とを 巧へ るこの力を 自ら經驗 し、 「樣がな きもの」 sg 一づを selose ) の 
义いなる恵み深き力を威ずるのである。人間は自らが弱い者であるが故に、この 
力に 對 して神と呼びかけ、 巧を の 本 巧として人 問自ら經驗 するこの力に 對して、 
人間自らがホ本質的なるが故に、神 t がびかけ、大いなる平和と して 人問茵ら感 
ずるこの力に、人間自身が平がをもたざるが故じ、神と略びかけるのである。己 
れの最も深い 經驗 のみから生れた救濟の確信を、日常生活の中へ持ち这むとき、 
この確信の威情が神への信颗とな6、この 經驗の 根底に絕 えず 己れの足場を置き 
たいといふ憧れから、人間はこの唯】 なる 力じ己れ を 全的に委ね、、むの奥底から 

八神. 化】 



でックハルトのを 理 当 

八私は 神を信ずる。> と叫ぶので ある。 

かういつた神が幼稚な乂閒にとつての神であらうか。まだ「目醒めざるを」、「ホ 
だ悚達せざる者」のための神に過ぎないのであらうか。魂が神と】體となれば神 
は消えてしまふものだといふことを悟6得た人間じとつては、このやうな神は霞 
早現實 性をもれないのであらうか。かくま張する人間は、かのが經驗の地盤を缺 
くか、をれでなければこのやうな地盤を離れて論理的な推理といふ欺陥的な地盤 
へ陷つてしまつた者である。成程人岡は魂のが基にがては、神と)つじな'つてゐ 
る。而して人脚がこのやうながあへ向つて巧き進んでゐる限 b は、「對象」として 
の神をも脫却してゐるけれども、實際に人問がこのやうな板基へ突き進んでゐる 
といふことは、人間の正常なが態ではなく、悚達の±にとつてすら、このやうを 
が 態は 持磯 的な 狀 態では あ b 得ないといふことこを、人問の 現實 のをなのである。 
從つて「神」なる ものは、 魂が その 破 基へ突き進むょりもな前の段階に存在する 



のみでなく、魂がをの根巧に巧き進んだ後にも別な意みにがて存在するのである。 
自ら一がと化した人間、卽も棋象を脫却するとともに神をも脫却し、神ならぬ一 
をたる神性を經驗し得た人問は、巧び對象的な關蹤の中じ生きるに當つて、ホ對 
象的じ經驗された神性を無限の威謝とをと無邪氣な信頼とを化て、おのが神とし 
て迫憬し尊敬しをしもするであらう。彼は、己れをも包攝する全一的なものとし 
て神を愛するであらう。人問が己れ自身を人格的な存在として體驗卞ると同樣に、 
己れの魂の中に經驗されるこのお源的な力、】切のらのを包攝するこの根源的な 
力をも人格的なを巧と威じ巧るといふことは當然である。而して'この大いなるぜ 
在じ引き較べて、己れのうちに伽くこのを巧の部み的な表現として人間自らはモ 
の やう じ威 じ、 る一幅の信賴を傾けて之を「我が父」(目 einVateiO と呼ぶのである。 
勿論火いなる體驗の人間じ對する働きかけは、他の形式を t つて現はれることも 
ある。だが何れにせょ、「神」とか「父」とかいふ言葉を口にすることが自みの胸 
八神 九一二 



エックハルトの敎理 九四 

じしつくら t しないやうな人は、ユック^^卜の謂ふ「神」なるものも、對立に 
滿もた對象の世界を突き拔けて經驗せられる超對象的•超對立的な、様相をもた 
ない一巧 (daw 昏 er の ewensta 白 dlicho 目 id 穿 erge の ensatzlicho w ^ eise-lose 田 ine } 
を對を的に把握するための概念なのだといふことを考へて頂きたい。ユック^少 
卜を理解しようと思へば、ユックー^卜自みのこのやうな根本的な體驗にお來る 
阪6近づくやうじ巧めねばならない。このやうな根本體驗じついてユブク少卜 
は穂々異つた言葉を用ひてゐるが、これらの言葉の意みを理解するには、單に字 
義の解釋じよるよりはもつ t 直接的な滋がある。をれは H ックー^卜の說敎を般 
に威がられる啓示の音調ともいふべき比類のない氣みに浸るといふことである。 
巧々の、むの残 r 線をこの音副に合せることが巧巧れば、略> 理解に近づき得たもの 
と言ひ得るのである。 



丸 H ックハルトの 「氣み」 ( stimmung ) 

遠く隔たつた人問には、中化の講壇的•敎會的な槪をがマィスブ八•ユック 、 J 
瓜卜の「謎を解く」ことを殿>困難ならしめるのであるが、兎もすればこのやぅ 
な槪をの翻の中に落ち込んであ撮きがとれなくなつた b 、 或ひは何等かの敎說を 
織くじをつて、秩序整然たる化が觀を求めて見たいといふ思索型の人間の陷6易 
い誘惑に引つ掛る虞れのある人は、ユックパ^卜の所說垂撒に通ずる獨特な氣み 
をを直に受けをれ、この氣みを己れの胸の中に脈打たせるやぅにせねばならない_ 
ユックク^卜の敦智は、この氣みの中じ端的に威得せられる。今日にかても推理 
的な知性ょ b も寧ろ威情に信を措かねばならないとすれば、依然として一大狭也 
を必興とするわけである。而も全化巧のいづ ミに 於ても、過ま幾千年の歴あに耐 

九 .エックハルトの 「氣を」 (stimmtm 投 かな 



エック户ルトの敎超 心六 

へ來つたものは、感恼から生れおで、感情によつて我々じ話しかける叙智であつ 
た。これに反してをなる思考の產物は絕えざる變運に服してゐる。尤もこの趨遷 
の中じ進ホが含まれてゐると考へる論をもあるであらう。人間のホむべき內面の 
道じ觸れるやうな事物じあつて巧超時空的な、思考を絕したものの中に正しい 
足場を置いてゐなければならない。而もこの超時空的な、思考を絕したものの卜 
にこを、】切の時間を間.的な秩巧の根おが磯せられてゐるのである。いかなる巧 
族じ風する人間も、いかなる時化じ摇する人間ら、己れ自身の中じすつ かゎ 融け 
るみながら、而も他方に於て人間的な本性を否をしてゐなかつた場をには、時た 
に制約された版が魂の內部へ沈潛しようと、綺羅星輝く天空に巧を忘れて神を求 
めようと、齊しく超時空的な、ぶ考を絕したものにまで突き進み得たのであつこ。 
されば內面の道に觸れるやうなを作の中に、眞理の涵き出でる地盤をなす 氣みを 
感ずるだけの能力をもたない人間には、著作を體が綺爛たる修 辟に 飾られた お而 



上的なぶ辨だと位にしか威せられず、他のぶ辨よ b はこの思辨の方がましである 
といふ程度にしか'威^|>^れないであらう。 

氣かとはいかな-る S ものでんらうか。もとよ6氣みをのものがいかなるものであ 
るかを敍述することおは巧ない。氣みなるものがもつ性格を多少の言語を用ひて 
搏摘し得るだけ.で.！をる。ユック-^卜の所說には力の晋つた靜けさが漲り、大い 
なる生命の溫かみが溢れ、生をうべなふ喜ばしい嚮きと高らかなる躍動とが具は 
6、莊嚴な獨自の輝きに滿もてゐる。綺特な生命の光 b が比類のない絕かみと結 
びつき、魂の祟商ななみが日常生活の直接さへの喜ばしい身近さと結びついてゐ 
る t いふことが、恐らくはユック八'^卜的な氣みの特徴であらう。けれどもこの 
やうな溫かみは涙脆い威傷的な憐れみの感情的な溫かみや情を的な熱情の溫かみ 
といふやうなものではない。をれは一切を結び合せる大いなるを息の力の腊驗か 
ら生れ出る朗かな桑かな明るい溫かみである。この力に包まれるとき、巧々は最 
化エックハルトの「轉か 」 (sti 吕 mu 日 g ) 九セ 



エックハルトの敎理 か八 

早何ものじも動かされることのないお基の中に包攝された思ひがするのである。 
ここにがては絕對をへの近さが端的じ感せられ、この近さをば故鄕と感じ、結が 
にかては二度と離れることの出來ない最も本掘的な我が家に{女住するの思ひを抱 
くのである。このやうな溫かみは他方じがては我々の魂をも奪ふやうな溢るみば 
か b の充實の跋驗と結びついてゐる。ユック 、 J ^卜は常に無限の富の湧きぉづる 
溫かななでみるやうに威せられる。この泉は或る中、むよ6湧き出でて數限6もな 
い形をとなつて充實せられる。而もこれらの形をが同じ中、むによつておはれ存在 
のま柱を輿へられながら、絕えずこの中ふへ立ち戾つては、之によつて己れを新 
たにする'のである。而もこのやうな盟かさが獨特な輝きじをまれてゐる。をは恰 
も自ら靜けく、淸らけく、力强く輝く高貴なるものの禪き出でるがかくである。 
をは己れよ b 發し他の何，ものよ.〇も發することなきが故に何ものによつても霉ら 
されるこ t のない輝きである。をは他の光 b の反がといふやうなものではなく、 



獨自の輝きと獨自の反映として神的なるものの紛ふかたなき表徵たる高貴なる本 
質の獨特な固有の輝きなのである。而もこの輝きは「王者の必」 ( das ザ 6 ni 巧 liche 
苗 erz } の祟高さを表は してゐる。 他のものになち 優る、 むでは なく、 己れょ6も化 
きものをおのづからのかくじとれの水準に引き上げる王をの也の崇高 さである。 
大いなる眞理は理論的に某礎'.つけ得る所に特徴があるのでなく、溫かみと充實と 
輝き も 崇高 さとがをの 特徵なのだ。だがユッ ク^^卜の 說く所じょれば、 一 者は 
無に等しいといふのであつたが、このやぅな溫かみやあ實や鸦きや霞嚴が、無た 
る】者といかじ調和し得るであらぅか。 

- 〇囊と织高さとしての「一者」 

魂が一切の事物を脫巧し、をれ自身 全く「無」と 化した とき、魂と神との】 陋 

1〇充實と髮窩さとしての「一者」 九九 


エック乃ルトの敛理 so 

险と いふ經驗が現 はれる の だと ユッ ク^^卜は 說いて ゐる。けれどもこのやうに 
一切の巧疎化を不口定することが、單にあ定的な無を意味するものである とい ふや 
うな おだしい誤解を避けねば ならない。このやうな 單に否を的な無は、事物のを 
樣化の小じ己れをぶ失つた人間の立場から考へた「無」であるじ過ぎない。巧> 
超對かの•超對を的な無差別的な】者は、】切の肯を的なものを缺く意味じがて 
を虛なのではなく、】切の否定を缺くなホに於て空虛であり、從つて單じ何か或 
るものでない とい ふので なく、】 にして一切であるが故じある所のものなのであ 
る。巧々の論理的な槪をから見れば、娜ちが！乏しいほど^^ 

虛 であると 署7, ら：れることは 言ふまで もない。 また我々の論理的な槪をの ピラ'、、 
ッドのもつ意がを、現實へ移して考 へるといふこと も當然な巧き方で ある。 世 巧 
の對象的な巧おあび化ぶじ對 する 時間•空間的な態度にとつては、この やうな 巧 
き方も正しいのである。ここにあつては規定を缺くものが實瞭に「鶴」であ，〇、 



苟くも何ものかであるものは規ををもつが故じ何ものかである。これに反して I 
擧じして一切 Q r 規を」を戦がせしめ、かくして論理；2なお惟と需的な 巧爲と 
をのあ礎たる對象的な態化とにのみ描はれた拘泥を脫却するや否や、 ぁ々 は無规 
ぶのものをば無限の充實として經驗し(をれはか論がに思惟ナる といふだけ でなく，實 
際に經驗ナるのであるが)、が化を求める人間の立あから見れば無と考へられるもの 
をも無限の充赏として經驗する t 典に、一切の規ををば無限の充實じ加へられる 
制限として經驗するのである。「何物かが商貴であればある疆それは普遍的であ 
る。」といふ H . ックパ^卜の苗"葉もこのやうな意巧である。されば何等規•店の串 
しない所じ眞の充實がある。このやうな充實が對を的な立據からぶればを^であ 
ることは言ふまでもない。これじ反して】たび】切の對ををを脫却し、 而もまど 
ろむことなく、魂の本質顯現する非對を的なお基に足場を置き、 而も 己れの 視力 
を失ふことのない人間は、充赞を經驗するのである。言ひおへれば、 この やうな 
10 - ホなとみをドタとしての「一き I 〇 I 



エック：卜の敎理 S 二 

經驗は槪を的な「構想」ではなく、經驗の事實であり、而も言證による叙述を絕 
した尊货である。このやうな場合じは單なるあれやこれやのものに對しては、隔 
絶の態度を持するが故に、乂問は一切のものをもつはもとよら、更に進ん.で、自 
ら一がのものなのである。「私があれやこれやである間は、をひはおがあれやこ 
れやをもつてゐる問は、おといふ人阿があり、從つておは】切の事物でもなけれ 
ば、一切の事软をもつてゐるわけでもない。汝がこれでもあれでもなく、これを 
もあれをももたないやうに隔絕して化よ。さうすれば汝は至る所にあるのだ。さ 
ればががこれでもあれでもなければ、一切のものであるのだ。」とユック^^少卜 
は言つてゐる。この H ック^^卜の叫びの'中に、歡喜と威啟とが罩つてゐること 
を威せねばならない。ユック^^卜は《このやうな經驗をした人問こを比觸なく 
素暗しい經驗をしたもの t いふべきだ。》とでも附け加へたかつれのであらう。 
「このを様性にがて我々がか面的にもつ一切のものは、內面にがては一つであ 



る。」.と言 ひ、 更に言葉を樹けて「ここにあつては草葉といふ草葉が、木とおと 
が、 卞ベての事物が、一つである。これこをはこよなく深いものである。この深 
みのけじおはとろけこんでしまつたの だ ( U 日 d darin habe ich 吕 ich vernarrt }。- 
と吿白してゐる。このやうな經驗に宿る大いなる奇厳(马扫りを H ) とこのを蹟によ 
つて 血 ハへられたる魂の陶邮とを、彼は繰返し n にしてゐる。このやうな經驗は、 
エック 八八卜じとつては 「を跋 の鏡 」 (W 扫 nderspie の el ) である。「練達の.じとつ 
ては、 を！！. の鏡に映じたるが如く、すべての被造物の本質は一つである。」ユッ 
ク！：；八卜はこのやうな經驗じよつて、世みのあらゆる事顿じ與へられる醇化を倦 
むこと なく語つ てゐ る。魂が一體 化を經驗するとき、 萬 物は謂はば透明とな 6、 

萬物を通して輝き出づるもの卽ちをの「神的おを」(を ttliche westi 吕 mtheit ) じよ 
つて化麗な ものと なる。 この やうな場をじは、】つ一つの事物が をれぞれ特殊な 
言葉によつて語り出でながら、 而もを の語6出づる所は同じであ6、 それぞれ特' 

10ホ巧と祟高さとしての「一が」 |0|一| 



エックハルトの敎理 吕四 

殊なお態を通じて唯一つの本質を顯現してゐるのである。この本質はすべての事. 
物の巾に側き、而もこの本質にょつてすベての事物が抑 i 何ものかであ b 得るの 
である。 このやぅな本赞は、大いなる諧調ををむのである。をはかくしてすべて 
の事物が同じ一つのものの顯現 t なるが故である。されば事物はをのを種夕樣な 
るがままに一をを語 b 出づるのである。 

化方この事贷じょつで'、同時じ一者の根本構驗に宿る他の側面が示されてゐる。 
をれはこの】者が巧してあ稼性と對立する蓋でなく、】者自體がを稼性の本質 
だといふことである。をかはいかじしすで^'©^.ぅか。先に力說した所とは寧ろ巧 
反對の潍論に到達しれ写をな b はしないだ！か。ホには】をを經驗するため 
に魂がネ樣性を克服せねばならないと說きながら、今や多様性の中じ一者をぶ、 
夕樣ををば莊嚴なるもの t も呼んでゐるではないか。をれはをの通6である。だ 
が夾レてを昏ではない。を一を SiM 現としす經驗し、】者を多者の根基とし 



て經臓ずるやうなみ合には、このやうなことは何等ネ盾にはならない。事物が を 
れり I 心として岡をし、をれを鹏じ基づくぞ在を嬰ホするやうな場合に こを、 事物 
とをの多様性は本質をも化ず、從つて克服せらるべきものなのである。されば人 
閒もホ、' ただ獨6事物の中の事物として、己れ自身に基づく存在を要求する事物 
に伍して、己れ自身に基づいて自己をま張せんとする限6に於ては、本質をもた 
ないものとなるのである。これに反してを者として我々の腺に映ずるものは、人 
間たると事物たるを問はず、をの本質にあては一おの顯現 ( das 因 ine i 日 seine 吕 
〇费口 barwer を日)じ他ならない。このやうなををが j 者の顯現として經驗される 
場合には、をは最早ををではなく-て一者でをる。さればここには二重のものが 
表はれて ゐ る。一者は多樣性に對立したものであ， 〇 ながら、 而も 同時にぞ樣性の 
本質なのだといふことである。夕樣性がをの本質として一者を顯現して ゐる 意味 
に於ては、一者は夕樣性であるけれども、夕樣性がをの®基たる一者 じ 基づかず 
一〇充巧と 窠商 さとしての「 一 者」 一 0 五 



H ック < ，片卜の-を理 1 oi ハ 

してを横性自身じ基づく存在を要求し、多樣性自身に基づいて經驗せられる場合 
には、一をはを樣性と對立してゐる。 

一者を光.巧として叙述するとき、陶醉とか、威激とか、薛化とか、化麗なるも 
のの體驗とかいふやうな價値體驗を表はすやうな言葉じいつしか變つて巧くとい 
ふことは、右に説いた所を見ても知られるであらう。 

またユック 、 J ^卜は一體性の體驗とを樣性の體驗 t この兩をの對立を超克する 
動きとの三つの契機を一おして、かのやうな比啼じょつて言ひ表はしてゐる。 
r 被造物を被造物自體じがて認識するじ止まる場合には、この認識は晚の認識で 
ある。被お物は單じ差別的なをで見られるだけである。被造物を神に於て認識す 
る場合には、をれは暇の光 b である。语の光りは被选物を醇化し、その共通の本質を辭 
はにするのである。〕これに反して魂が神をば唯】の本質たるもの(從つて'事物のホ趣 
な本質たるとともにその差別巧の^¢^^^<^!¢>の)として認識する場八口じは、をれは白晝 



である。かくして人問は物なはしいばかりの情熱をなてこれを希求し、本質がか 
くもな巧む'るこ t を見るべきであらう JO (wenn rna 日 die 巧 reat 扫 ren 口扫3： i 日 sich 
erke 口 nt " moist das ein Abend 巧 ke ロロ ep Da sieht man sie ledigiich 皆 iinter - 
scillodilche 口访 ilder 日 • 扣〇吕 an sie in oott erke 口 nt " so ist cias das sor 巧 enlioht . 
田 rkennt die wee 一巧 aber Gott PIS den " del . allein Wese 日庐 t ; das ist del . lichto 
sittag ■扫口 d mo mo 一一す cier sensch dieses 与 ie ■ in wahnsi 日日 ig：er ；Leidenschaft 
bog が hl-on Tind anschatlen " な ass 。窝 Wese 日 mo odelkt ) ここにがてもまた「爲 
貴」 redel ) t いふ言葉が虛きをなしてゐる。人問は己れの魂がをの梢じがて、を 
の火花に於て、をの本觀じ於て、いかに「赢貴」であるかを認識すべきでをる。 
このやうな「】者」の體驗に於て經驗される「崇高なるもの」 (das Kohe } 、我々 
の魂の中校たる「窩贵なるもの」の咸激から一切に漲る攘高な氣かが生れるので 
ある。而して高貴な魂の腿 S の經驗から生れるこのやうな崇高な氣みの某碰にも、 

一0充巧と崇高さとしての「一を」 一0セ 
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神意を顯現せしめる動き'に對する大いなる認識がある。現實は無でを6、神を顯 
現し一切をなおする生命展開の動きょ6ほかじは現實的なものはないのだといふ 
ことこを、大いなる悟ゎである。 

M 神的生命 

隔絕とか、を虛とか、靜けさ t か、峨踩とか、落着とかいふやぅな言葉を耳じ 
する t き、魂 t いふもののもつ意がの充足される窮極の境地は、】切の生命の沈 
默であ6、少くとも時間空間的な生活及びこの生活に含まれる世間的な充實から 
の隔絕であると考へられがちである。けれども、事實はさぅではない。不動の神 
性に具はつた無差別的な不變性は、ユックク八卜じとつては最も高い意がじがけ 
る「生命」と同義で.ある。化ぶを厨‘も力强く肯をし、世ホめ中に最も力强く活動 



するといふことにこを、化ホからの眞の鬧絕が發揮せられる。要は「生命」を正 
しく刊解することじ歸するのである。 

神性、卽ち一切を包がする化みお基は、ユックー八卜の見る所じょれば、自足 
密昏 - Saber-Ge 屋的 en ) といふことである。この意ホにがては變化をもたないを息 
である。けれどもをこには‘け化的な死があるのみでなく、をれ自身の動きの中に 
輝かしさと美しさとを具へれ生がある。一をであつて而も】者でないとか、を樣 
性であつて而も多様性でないとかいふやぅな對立的な命題の眞の意味が、ここじ 
於て明かとなる。これが內お的な動きであつて、單じ時間的乃至論理的な動きで 
はなく、神意を顯現する動きなのだといふことを知り得てこを、始めてこの命題 
の意巧が充みに理解できるのである。而して特殊化の力にょつて神を顯現するこ 
の動きにこを、大いなる美が宿つてゐるのである。ユック！^^卜は或る悟道の域 
じ達した人の「神の本性は美である。」といふ言葉を引用して「おはこの言葉じ巧 
M 神的生命 一〇九 
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じがのやうに附け加へょう。かくのかく美なるものからは輝きとをの反映とが燦 
然として現はれ出でるのであるが、ここには請>の位格が光を放つてゐる。を> 
の人化め光が他の位格に映ずるのみならず、をの位格自身にも映ずるのである。 
このやうな光に滿ちたみ裂にこをがめて美の極地が見られる。(エックハルトは、を 
巧敎の敎義 から 煤り來つを己つの神的な位格卽ち父なる神> 息于なる神、聖靈の一三ををを一的 
な生命の表おとぶ、之をがて全】的な生命のみ裂-自己顯現.展關及び夕樣性のをとなしてむ 
る。不變なる一をは、全一から多様へ、み稼から全一への辯證法的な動きとして、右のやうな 
自己駒规をその本質となしてぬる。〕されば神の本性は美であるが、をれは豊かさの顯 
現として美なのである。多様性をめざす渝らぬ動き、停まることのない動きの中 
に見られる美である。この動きにこを、美の完成があるのである。己れになも歸 
つた魂、卽ち停まることのない神的な動きへ歸乂しれ魂の祟高な氣みも、この完 
成した葵から生れる。 



この大いなる生命の動きこを、み裂してはまた己れに立も歸る一者なのである。 
「一.ぶは.威のかく湧き山づるものである。」(口 as 呂口 e に t q 扫芭 end ) とユックパ 
火卜は宫つてゐる。ホひは「神に對しては何一つとして死するものはない。萬物 
は神の中にあつて潑潮たる化命を得るのだ。」とも言つてゐる。神とは沸々とたぎ 
る生かを內じ宿し化神であるとも言つてゐる。神の生命はをれ自身の中に輝きを 
もつが故に、何ら「目標」をも'つこ-^なく、をれ自體がをの意がなのである。エ 
ック5^ ^卜のこのやうな炯缀は是ホ己れに徹した魂の體驗からがまれたものであ 
る。蓋しこのやうな體驗の最も盧要な意巧は、人間が之にょつて新たな生命を典 
へられるといふ點にあるが故である。神と】體となるといふことは、神へ向けら 
れた自を的な生巧の溢れるばか b の威激に浸るといふことである。生活に感激を 
覺えれば覺えるほど、生活をのものが生活の意みであることが知られるのみでな. 
く、 このやうな生活に目禍めれ人間の活動 じは、 「何故 Jt いふことがない。】體 
一一神的生が _111 
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性といふことが一體性をのもののお撥であり、從つて一體性は底知れぬ深淵の根 
源であ b 、 無限の鳥さに架せられる屋狠であゎ、捉へやうらない疲がらを劃する 
輸廊である。「生命に向つてホ巧永巧『がは何故じをきてゐるのか。』と尋ねる 
巧には、'给し生命に口があつて答へるとすれば、『生きんがために生きてゐるの 
だ。』と答へるであらう。蓋し生命は生命自身の板源じょつて生き、をれ自身の 
中から湧き出づるが故である。されば生命は何故じといふことでなく、只管己れ 
のたゆに生きるのである。' じ百れの中なる根源じ從つて活動する人間に向つ 
て、『何故じホは制作活動をなすのか。』と尋ねるならば、『私は制作のために制 
作してゐるのだ。』と答へるだけであらう。」とい.ふ有名な句も、このやうな意ホ 
に解してこを、初めて理解せられるであらう。 

かういつた言葉はホだ練達せざる者力至化をじ眼を向けてゐる人間の立場から 
見れば、餘りにも無雜かな無怠がじ化い事と威せられょう。だがをれが事實なの 



である。事物の神補に觸れるとき、これな外に柯の言ふべきことがあらう。己れ 
に據つておおし巧管己れのれめじ存在する者についてはこれ巧外じ言ひやうがな 
いではないか。けれども化ぶの中に生きてゐるといふ立場から事物を經驗する人 
問の體驗に t つては、をれが我々を.動かす場をじは輝きとな6、閃きとなり、內 
ょ h 發ずる化となゎ、力となり、.萬物の完成となる。萬物はをの本質上をれ自 Jg 
がをれ自身の意味であ b 、 而もをの本質にがては】つであるが故じ、己れじ基づ 
く時間空間的なが在要求を斷も切つて巧に盡すのであるが、この巧に盡すといふ 
ことも、物が時問空間的な事物として己れを完がしょうと努力する所に意ホがあ 
る。これこを、事物の完がの眞のをである。】者にかて萬物が己れに立ち歸るの 
である。勿論をれは同時じ時閒空間的な世界にかける時問空聞的な事物としてで 
ある。「本質が神にがて破壊されるといふのではない。本質は神じがてはをの最 
高の完全な姿に從つて完成せられるのである」。 r 蓋し神は自然の破壊おではない。 

1 I 神むをみ 一一己 
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神は自然を完成せしめるので ある。」とも 言つてゐ る。 

自然の完成と言へば、直もじ地上的なものの破壊と考へ、時間空間的な事物へ 
の一切の執をを魂にょつて克服せねばならぬ化上、時間空間的な事物は、神的な 
ものとは和おがないのだといふ結論を；卜すのは、いかじもあ6がちなことである。 
化つて時間ぶ閒的な事物の完成は、時训ぶ即的な生巧を棄てる所にあると考へら 
れてゐる。就中人閒じとつてはを在の時問空間的な性格を斷つことが必要だと考 
へちれてゐる。卽ちをの勢の赴く所、化みの克服から】ホを進めて、世界を否を 
し、禁慾的な立場に立つて世界を逃避ずることこを、唯一の道であるといふので 
ある。ユック！^八卜の考へる所は、これ t は盏く反對である。時間空間的な事物 
が時間を間的な差別相じ基づくがせを主張しょぅとする意志を克服すべしといふ 
のである。化をじがける時間空間的な我愚を克服することが、時間空間的な化み 
を、をの本巧のままに理解し肯定し建設する前提である。ユック、 J 八卜は乂間を 



義がから姑れしめるやう；^み敎的修巧には嚴し.く反對してゐる。巧、人間は銘々 
糊向5故を進むべきである。或る'人間には暫しの嚴格な苦行とかをの他のあらゆ 
る倏 わが 適するでは あら. うが、他の人問には不適當であるばか b でなく、寧ろな 
おとなり、 內而的じ不實。ものとなる。否、人間は絕えず己れを鍛へ、神の境拙 
じ達するやうに努めるべきだと說く反面には、かういつた巧力を完全に爲し遂げ 
れば、人間は最早人間ではないのだと考 へ、 神を見ることにのみ終始するやうな 
巧き方は、人問の本性に巧くが故に赏同し難いものだと言つてゐる。「塊が—妨げ 
られることなく神てふ財寶を絕えず體驗するとすれば、端は最早この財寶から離 
れることが出來ず、從つてめ體をお定する機能を停止するであらう」。これこを 
神の意志じ背くものだと考へられる。神は人問が地上的な生活を營むことをも要 
求してゐる。「かういつたことは地上の生活 t 相をれもしなければ、地上の生巧 
に相應はしいものでもないが故に、誠實なる神はがに解れては永遠なる】者を驗 

一一神のを命 二五 
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ひ隱ずのだ。これは誠實なる醫師の巧ふ所と異らない。言ひ換へれば、人間が神 
卽ち無差別的な)者を見ることにのみ終始することが化來ないといふ點 じ、 化上 
の生巧じ於ける人間の任務といふことについての神の意志が表はれてゐる」。同 
じ說敎の中で、 H ック^^卜は解脫の、むの要求が畢竟人間として避けることの出 
來ない外面的な制作活動とか何に調和し得るかといふ問がじ答へてゐる。 

I 二內両性と活動 

「神祕ま義」といふ言葉が、ユック、一^卜を理解する途上じがて、なまじ學を 
的な妨げとなることは、'先に述べた逝りである。ユック-^卜の認識を、神じが 
つた魂の陶辭が態にょつて充足される神祕ま義と混同することが巧陡れ滕もであ 
る。このやぅな特殊な狀態を求めょぅとする巧力をユック！^^卜は手嚴しく非難 



して ゐる 。 H ' ソクク^卜の り權 とする 所は、感情的な體驗とか、外界に眼を巧け 

れ神への陶醉扛かではなく、力强く生きる日靈活、馨.蓉義でぁ引。この 

點を更じ深く理解する必嬰がある。 A ックク八卜の嬰求する外界からの隔絶 t 、 
外ぶに於け る 能動的な生活とは、いかに調和するのであらうか。この兩者は互ひ 
に調がするばか b でな く、互 ひじ】 は他の源を となる もの、巧、窮極じがては同 
じもの， こ考へられてゐる。がらばをれはどういふわけ であるか。この問ひも亦、 
网によってユック-^卜の敎理の核、むじ觸れ、正しい生活の化源、卽ち魂の本質 


につながゎ、細の到的か核の暨鹏—帥み細@臟へ歸するのである。 

ユック ク^卜が能動的な生.活を禮讚してゐることは、彼の事業全體を通じてぶ 
られ る 。 H ック^^卜が神と 化ホとのみ離を拒否してゐることを示す箇所は.’ な 
上にもを々引用した通ゎであるが、ただをれだけには止まらない。「人問はこの 
外•面的な生巧をのものに力を倾け¥べきである。」といふやぅな端的な言葉も 
Ml 內両性と活動 一； 
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述べてゐる。化ホから引き退くといふことは、か面的*も厳がのみじついて言ふこ 
とであつて、世ぶの中なる外面的なを在とか外面的な引退とかじは、些かの係は 
b もない。隔絕といふことは、をじ受動的に靜かな內面性に引き籠つてゐねばな 
らないやうな巧悅のなが態である-じか、世ホにがける巧動から引き離されたもの 
だと かいふやうに誤解され勝ちではあるが、みしてをんなものでがない。人間は 
化巧にかける徒らなるみ散から'引き退かねばならないといふことを、ホだ練達せ 
ざるものに向つて何よ6も先づ大いに驳求してゐるだけに、をの反面には、神に 
醉つた受動的な態度じ伴ふ危險をも、 H ックク^卜は絕えずを頭じ置いてゐる。 
時と場合によつてはが達の一時的なを段となる事も、をれがかして眞の意味乃至 
目機であるとは言へない。この點を示す極めて力强い言葉がをる。「極々な內面 
的な能力と外面的な能力とを具へた人間が、隱遁生巧をする濃合を考へて見よう。 
さういふ場をじは、最早何等のを情もなければ限•足といふやうなこともない精神 



化態じ入つたわけである。をれと同時に、內面的じも外面的にも何等活動をもれ 
ないわけである。このやうな嚇合に、何等かの巧爲がわのづから現はれて巧はし 
ないかといふ點に細、むの注意を彿つて見るがょい。をれでも猶化然として何等か 
の制作に着手し么が遂巧を引きをけて見たいといふ氣持じならない場合には、內 
面に向つての活動にでも、外面に向つての活動にでも、奮起一霜突入するがょ 
ぃ」。 

他方、 をのやうな引用 綺 所とは 反對 じ、人間は 化界 から腕却ずべしとか化ホを 
脫をせしむべしとかいふやうな箇ががあるが、これがまた理解を困難ならしめる 
點 である。卽ち閒題は、右に述べた 外面 的な態度と內•面的な態度との對立だけで 
はなく、嫌達の±とホだ揀達せざるを、目醒めた巧とホだ目弼めざる者との區別 
である。ユック、一^卜は廣截じ言つてゐる、「さういつた事に馴れてゐない人問 
が、妹達の±と同じ應度や巧動を採らうとすれば、我と我が身を墮落させてしま 

一二內而性と巧動 二化 
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ふな 外に、何の益もないであらぅ。世ホを脫却し世界を離れることができてこを、 
をまに振舞つて而も何の屈託 もな く、何の害を蒙る こ ともなく、事物を享受し、 
事物の缺をに甘んずる，」とが出？？ある。」と。ホだ練達せざるをは己れを鍛 
へ、 をの案的な奮にがて生れ變らねばならない。他方生れ變つた人間は本 

が的な奮を行爲長5羣ねばならない。行爲备、冀長て我々に誠せ 
られた巧爲である。而もミ狩爲は、日裳た者0行爲として、彼寡の內霍 

とぴつ化6調がしてゐる。エック；卜は言つてゐる、「己れの畜を逃れ化赢 
れこ b 拒巧した b しなければならないといふ態度からでなく、內面の統一を現實 
の 中へ 爆發さ 甘、 雲をば內面 Q 統一®中へ引き人れ、終始虛、む出優に活數しが 
るやぅに、曼0內面い蒙'*^、己れ0內面とともち而も己れの暮にがて巧 
動をなし得るやぅな習慣をつけるべきである。；。ホだ棵達せざるをが、徒ら 

なる 禁滋 と.— 蓉修浸けでなく、日常的な— I 杏で神を求&るべきで 



'あると同樣に、揀達の ± 巧至「目醒めた者」も、、氷遠なる j をの直觀じ終始すベ 
きではない。をのやぅな人削は大いに活動ずべきでみる。而もこれは巧してネ盾 
や對立ではない。を、「ここじがては直觀の倾きをも藏する唯一つの根おへ突入 
し、この直觀の內をを活動を逝じて稔らせるといふ巧き方があるのみである。か 
くてこを初めて直觀の眞の目的じ到達せられる。巧動の狀態じあるときに 我々 の 
化へる神は、直觀のが態にがて化へる神と異らない。活動じとつては、巧觀のが 
態が{女住と完成であり、直舰じとつては、活動の狀應がを化と完成である。た'く 
一つの直観のが態が活動を逝じて祿らされよぅとしてゐる」。何れのが態じあつ 
ても捉へる神は】つであるといふことが、み定的な點であるが、差し常 b 理解し 
難いので、ック^^卜はさほど棘達せざる者のために附言してゐ る、 「な觀じ 
がては汝はめ自舟に奉化するが、よい事業じがては汝はをくの人間に奉化するの 
だ。」と。勿論ユック^^卜は、よい事業がをれ自身よいのではなく、よいを在 
一二 內而をと巧勘 1二一 
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から流れ出る場合によい事業となるのだといふことを、繰 b 返し說いてゐる。 

否、「神は、外面的な事業をなせよと、口に出して命じたまうたことはない。」と 
か、「外面的な事業は本來の意巧に於て善いもの又は神的なものではない。」とさ 
へもさ口つてゐる。(罪に間はれをエックハルトのま張第十六俺.第十セ俺。〕さればユック 
^少卜はまた、「がをしたらよいかといふことばか b いつも思ひ煩ふべきでなく、 
，島みが何であればよいかを熟慮したホがよからう。自かと自みの態度.性質が善 
くさへあれば、自みの事業も大いにホを化つことだらう。めが正しければ、かの事 
業も正しい。巧爲じよつて救はれようとおふ勿れ。救濟はをおにホめねばならな 
い。事業が我々を神聖にするのでなく、我々が事業を神聖にしなければならない。 
事業がどんなじ立派でも、をの事業を爲したが故に事業が我々を神聖にするとい 
ふわけではない。我々がを在をもも本質をもつ場合に始めて、がを•睡眠.覺醒、 
をの他何事たるを問はず、我々が一切の行爲を神聖じするのである。」と言つてゐ 



る。題はこのがせである。このが在になひがなければ、內面性と活動とは滩然】 
牌となる。而してこのが化は、神との一體的な存巧であ6、己れに立ち歸る魂の 
突き進む本質、卽ち神をのものじ他ならない。而もこのやうに突き進んだ境地は、 
神祕的な化潜じょって謂はば絕對者に包まれ魂が無限なものの中に流れま6融け 
速んでしまふを悅的なを翻の應度ではない。巧寧ろ、神的择在の體驗は、 なし 巧 
るだけの'活動をなし锥す化に描のない極めて生動的な經驗なのである。だが、こ 
こにもホ藍大な誤解の處れがある。神の體驗 t 化巧じがける活動との關係は、謂 
はば人間が一方の深みから他方の表面へがび上る t いふやうなものではない。か 
くては、巧び正しいを在と化しい活動との間に對なを置き一內：曲性と外而的な世 
がとの區別を固持することとなるであらう。さればとて、神の體驗が謂は ば！！！ 常 
の生巧の中に躍動し、生活じを彩を輿へ るべき だ t いふのでもない。勿諭、かう 
しれ事もあるにはあるが、まだなて眞諭であるとは言ひ難い。妙諭は寧ろ、正し 
一二內面おと活動 '一二己 
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いあり方と正しい働き方とが一つである所にのみあるのである。だが、 をれ は何 
故であらうか。蓋し、眞の隔絕の境地じあつて人間が魂の本甥に目醒めたとき、 
魂は巧竟に煩はされることなく、神の意志と一致し、而ち神の意おを何等か對象 
的な巧物のかくに經驗するのでなく、お動、ぜ；じぶ；むに止まれぬ活勘：.：，して經 4 f 
ザ，ぷが故であみ。「神の本性に具はるものはをく、神に歸一した正しい人岡 じら 
孔ハはつてゐる。さればこのやうな人間は神のわざを悉く巧し、神とともに巧と地 
もを剣造したのである。このやうな乂はを遠な言葉を造つれ者でをり、神はこの 
やうな人閒なくしては、何事をもなしおないであらう」。「善‘はな人間は己れの意 
志をできるだけ神の愚志にあづけるがよい。神の意志を悉く己れの意志となすが 
よい。なが罪を犯した人間となることを、何等かの慮をで萬一神が望みたまふな 
らば、おはをの罪を化さなければよかつたなどとは思はないだらう。これが描；の 
微悔のム巧である」。 • 


こ」 にも巧、ユッ ク^^卜を 理解する 上の 從來 からの 根本的な 困難がある。 技 
4は巧をのな認識じよつて化へる ことは できない。 自らかくあ 6、 かくあらずに 
はをれない とい ふ生きた巧踐によつてのみ描へ ることができる。 

自ら 級達の ±であらねばならない。どれほど诚逮の出となつてゐるか、 どんま 
ど顔速の ±となる 途上 じあるかじよ つて、理がの 殴 度が 劃されてゐる。級達の± 
はおの が 本なのをなじかて化れ錢つてゐる。ホだ絞達せざるをは、要は 我々 の巧 
爲で なく 我々 の存在じあることを知らねばならない。線達の±は、 を 在が 巧爲こ 
證示されることを知らねばならない。.然らばこの巧爲の目的は何か。眞の活動の 
意味は、畢寬をも奈邊 じあ b や。 菩惱 からの救濟であらうか。否、正義じあるの 
でるる。 


二巧面をと巧副 
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ニニ正義と苦悩 

然らばユ ック、一 5^卜の苦惱に對する態度は如何。この問題に對する解答は、ま 
た別な方面から、ユック-^卜じ對する虛大な誤解を巧ぐこととなる。をれは、 
人間の目標が、兎も角何等かの浮福に達することにあると考へる誤解である。個 
我 t 化を t を己れのうちに沈默せしめた人閒は、これにがいで必ずや己れの魂の 
中に神の生誕を見、このを誕にがて豫わて愤れてゐた淨福的な靜けさを見巧だす 
もので'あるといふのが、 ユック ー^^ 卜 の所說でをるが如くに も 思はれる であらう。 
だが俳し、 ユック-^ 卜の謂ふ所の「目醒めた者」は、同時に、最早一切の苦悄 
.を巡れ、苦惱なき生活を享受する やうな 意巧に於て「救濟された者」なのだと言 
ふわけには巧かない。をんな事では、未だ遠く的を外れてゐる。人間の化镑、人 



をのぶぶといふもののユック 、 J ^ 卜の考へ方には、神に酷つた狀態を目標と考へ 
たゎ、巧惱からの救濟を乂 ra の中なる神の生誕の意義だと主張した6しよぅ t す 
ろ氣持は毛頭ないのである。人間は神によつて苦惱に對する慰藉を與へられる t 
いふこ t は、勿蘭ユック、,^卜の知る所である。彼の「慰藉の書」は、をの最も 
醬名な著述の一つである。併しここじがても、例によつて、苦惱は極めて橫極的 
な意巧をもつものと考へられてゐる。苦悩にがて人間は幾化びとなく己れの間違 
つた生活を意識するのであるから、苦惱は人間をぶしい生活へ導く最善の手段で 
あり、ユック！^八卜の言葉によれば「神へ醬く最も駿足な動物」である。苦惱が 
大きければ大きい程、をれだけ駿足じ人間を神へ莖くのであるが、「神の御許に達 
する」ことの意がは、苦惱からおはれるにあるのでなく、正義の狀態に入るにあ 
るのである。あ濟ではなく、正しい人間たることが、人間の目標である。「地上 
じ於て蒙るあらゆる苦悩が正義にも伴ふものであるとしても、彼等(正しい人間) 

一己正義とを慨 一ニセ 
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は何等意にかしない。'彼等は神と正義のもとに殻然として立つてゐる」。されば 
を濟とは苦惱から解あされた自由ではなく、不辭の正義の活動の力に包揺される 
ことである。 神の御許へ突き進むことは、正しい人閒の生活を爲し得る道であ b 、 
击しく生き正しく働く境地に入る ことで ある。 

正義 t は何か。正しい人間は、自己巾、むのを在要求を脫却して、あらがる親.矩 
を超えたおおじよつて生きるのである。けれども、かくすることによつて、正し 
い人問は】切の规をを充足せしめ、己れ固みの規定をも充足せしめるのである。 
旨己中、むのを在を毁求する事物の時阿空閒的な性質にあ場を穏いて％なければこ 
を、 ぶしい人問は、事物をも己れをも、眞の本質のままに完成することができる 
のである。卽ち我々があるべきをとなつてゐれば、我々のを巧は我々直みの中か 
ら踏したものでなく、寧ろ我々の规をされたお巧の死滅から發し、おをされたぜ 
をのがから潑してゐる。この「外」こを は、 お.足された自我よ.〇は大きな自我に 



がける自我的なを在 w のでんる。これが我々の本巧である。をはが^の偏狹さの 
死滅なるが故に、大い W るが货である。人問が眞に自我た b 得んがためには、謂 
はば宜我を脫巧せねばなら■::?い。自我を脫巧して巧に自我たる生活をなすことが 
出巧れば、最早人間と神との帖别はなく、かくして正義に基づく活動のが態にあ 
るのである。かくして人削は、、らゆる事業を神聖にするを在を巧るのだ。ホだ 
練達せざる者は、このやぅ：^が化を巧力にょつて始めて得るに反し、練達の±じ 
あつては、をの行爲の當巧抑にがて、このを在がおのづから現はれる。このやぅ 
な巧爲は、「何故といふことのない」 (S 旨 der war 白日 be) 巧爲であ b 、 神をホめ神 
を見出だす人間の巧爲である。何事じつけても、いかなる場をにも、「己れの利爲 
を(促つて己れのあ濟をも)ボめるのでなく、前をホめ.、神を捉へることをおのが巧 
性 t せねばならない」。 この やぅな活動が、棟達の±にとつては、おのが本質の 
巧まざる 表現である。谏達の±の活動は、「恰も石が本性じ從つて大地を腿せずに 
一一： I 正をと昔な ニー九 
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はをれないがかく」であるとユック S ； ^ 卜は 言つてゐる。 

がじ正しい人聞が化界に對して採る態度は如何。世みが世界自身に基づくな在 
を巧ホする場合じは化巧を棄てねばならず、化巧の本質が神並びじ人間の 魂と j 
つじなつてゐるといふ意味からは化ホを渡さねばならないといふ點から考へれば、 
化ホじ對する態度の採り方はわのづから明かである。をが規をされた人問であ.〇 
萬象が規定された事物であんといふこのお-足性は、おと化をとが只管にこの規定 
性に基づくが在のみを要求する場合には、惡であるけれども、おにせょ化ホにせ 
ょ、しかじかのが足をもつ本質として、根基に基づく生命をもち、根基を目指し 
た生命をもつ場合には、かして盛いものではない。世界ををの本質に基づいて認 
識する場合には、を】たる世界は言ふまでもなく善である。蓋しをの本質は神で 
あ6、凡を偏狹さとは反對のもの、】切の偏狹さの巧滅なるががである。をれ自 
身に基づく存在を要まする偏狹さとしてのおを性と、本質の顯現としての規定を 



とを暗別することは、この場み極めて重要である。人間としての任務は、この本 
質を認識しこれを一切の規をの深義として規定の中に顯現せしめることでるる。 

何ずに遇遇して、も、をこじ神の意志を認め、何の不平：^なく素直にこれを受け 
をれ るやぅ じせよ t いふ敎へを、ユック/ 卜は 幾た び t なく垂れてゐるが、こ 
れは、ただ拱手傍觀せよ t いふ总がではない。事物を ば、 事物に宿る任務として 
受け取れといふのである。卽ち具體的な歴み的情敦にがて與へられた任務を素直 
にをけをれることによつて、人間は始めて己れの本質に基づく働きをなし得る。 
他方、己れの本質に基づく働きをなし得るじは、飽くまでも己れをま張しよぅと 
する世界の立場から見れば、死することによつて生きるのでなければならない。 
人間が世界の中で神じ相應はしく生き神に相應はしく働くための前提は、化みに 
對して死してゐるとともじ、絕えず新たじ死するといふことであるが、これこを 
は、乂阀じ典へられた情勢の特異なる所なである。 

ニニ正義と苦悩 - ニニー 
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さて、最後に、.目覺めた人間、卽ち世ホ.への徒らなるみ散を脫却して隔絕の境 
地じなら歸つた人間の奉ずべき化ホは、いかなる化をであるか、と.いふ間題に圈 
れよう。をれは一段と商い化み、一段とよい化ぶであらうか。卽もこの現實化が 
の副はば理をであつて、現實化ぷはこの理をのみすばらしい現象じ過ぎないので 
あらうか。否、さうではない。をれはあるがままの化界なのだ。このをが時間空 
問的な挽を性のま、に拘束されてゐる化#なのだ。化みじよる拘巧を脫却するの 
みでなく、この拘おを解かねばならないといふ必所がをも脫却した自由の境地じあ 
るとき、否、化ホのあのを在を®みの规を性と對立したをで眺めるばか b でなく、 
規定性をのもののやじ眞のを巧を經驗する•とき、人阀は始めて本赞へ'哭き進んだ 
こと t なる。ホだ練達せざる者はぶ.抗的な世がと化ホの本質とを對立させ、無常 
のがみに生きて本おに反抗してゐる。繰達の±となるを上にあ-るをはかぶの本質 
を化がの無常じ数なしたもの t 巧へ、一切の規を性と無常 t に反抗し、本質を常 



な不變なものと考へて、本®じみ勝着しょぅとする。たが本赞は何等かぅいづた 
對立には係がりがない。おつて固醒めた者卽ち焼達の， H にとつては、規を性と無 
常とに頸現せられるべき化ぷの眞の本質を肯をするが故に、化界の規を性を否定 
すべき理由はない。化をを己れの內面にがて巧殿し、而も化をの本質じ従ひ、化 
をのがを性の表朝を通じて、化みの中じ自己の充足を見出だし、かくして化ぶを 
巧ずるのである。かくして苦槪の中にも、正義を巧ふのである。 

一四 エックハルトに 於け る 流動性 

神性卽ち神的「1者」 が 神的一者たる所なのものは、をれが己れ旨み を 本質踊 
現せし める 生命なるが故で ある。 卽ち一着め顯現 たることが 夕樣性の本質で ある 
と同樣に、多様性の中に顯現される ことが 一をの本質で ある。 

一四 H ック^ルトにがける流勘を 一己一二 
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一者の中にあるものの みが 生命をもつてゐる。永遠なる自曰顯現の動きの中に 
あるもののみが生命をもつてゐる。大いなる額現の動きから離れてしまつたもの、 
言ひげへれば己れ自身卽ちおのが孤立のをじ基づくを在をま張し、乃至渝勘性を 
巧つて凸れを阿矩 させ ( sich が stsetze 日)てしまつたものは、神を離れ、本質を 失 
ひ、一者から離脱しれものである。 

一を化を 猿 性の 中に己れを顯現する 所 じをの本質がを6、を樣 性は】 者を顯現 
する 所に をの本質がある。例へば人 岡は わのが本質じ不あ實となれば本が の 生命 
を失ひ、おのが本巧に合致し孤立のをのままに普遍的な一者を顯現するじ至れば 
忽ち本來の生命を囘復するのである。人間の本質からの離叛には二通りある。人. 
間は孤化の 養の まま じ個 我的な自我として己れを固をさせ、事物め中の事物 t し 
て單に時間空間的じのみ自己をま張するやぅな場合もあれば、時間を間のなを稳 
性が 本質をもな化ないものだと•いふことを悟つて、普遍的な一者に曰れを委ね、 



超時間的なま住と超空間的なを虛として、一者じなづむ場合もある。これホ神に 
背き本質に背いた態度である。蓋し一おの本質は•多樣性の中じ凸れを顯現する點 
じあ b 、 從つて一をの特殊化 t して己れを肯をし、己れの時閒空間的なをを通じ 
て-一者を顯現する者のみが、おのが神的本質に忠なるが故である。 ■ 

されば道じ巧るき人 (der 田 rleuchtete ) にとつては、孤立と對象性と對立性と 
を具へたを様性が——をれ自體 H あと對なした一切の事物が——一者の顯現たる 
限りにがて、をのまま一をなのでをる。是ホ道じ明る'き人の經驗なのである.から、 
H ック^^卜は地上の生活に關して「さればこをおは最後の審剣の日までここじ 
域み止ま6たいとをじてゐる。」と言つてゐる。大なる認識をもつをの眼には、 
「すべての事物の中から神が輝き巧でるのだ」。道に明るき人は至る所に神をホめ 
神を見出し、一切の事物を、をこじ宿る神的な規定のままに隣め、「途上」 (anf 
de 目马 e の e ) の姿として K めるのである。個我じ捉はれ、己れ自身の中に「がま 

一四 H ' ソク户ルトに於ける流動を ニニ五 
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6込んで截きのとれなくなつた」 (in sich £淀 tg . efahren } 人に限つて、「彼岸ここ 
を神の存在があるのだと考へてゐる。このやうな人間は、己れを顯現し己化りで 
めに生きる一者の大いなる神的なる動きを離れた まま、 ホだこの大いなる動きに 
歸入してゐないあなのである」。 

さればこのやうな動きは大いなる平巧、大いなるを息でぁ、一がか卽む飘挪 
といふ流れ流れて止まることのない大いなる動きのも.つまななのである。 島、 む 
(Re 择をといふことも、固定不變なをなへ繫が6をもつことではなく、が閒空 
即的なを在の中に神的な自然の自百-お現の動きを淀みなく巧ずるこ t である。富 
、むは 「己れじ基づく存在を耍求する」 (ag sich selbg sein wolle 口)多.樣性を兑 
服しょうといふ巧力のみでなく、ぞ様性の本質をを様性として顯現させょうとす 
る努力じも見られる。我々は充實を拘滚して一をとなし、一者を解いてち 質と せ 
ねばならない。この勞力は化ぶを一おの顯甄として我々か曲邮い郵いい、それが 



他なら ぬ一者を表はす やうにお造らうとする巧 力で ある。これこを 人生の意義..こ 
る正義の實現でをる。人間は己れの住まふ地上の生活のを様 性を、 神 的なる もの 
の颗？して認識し、形造るべきである。一切 Q 事物が 神-に管、神を国標とし 
てゐる ことを 肝に銘せねば ならない。 されば正しい秩序は固を不變 な體驗 ではな 

く、運動の秩序である。己れの中に動きの とれなくなつてしまつた ものは-ょ 

しをれが調巧の宴であつても-罪である。されば世脚を逃れたおは、化間にを 

はれたをと同じく、罪 あるものである。 

!五總括にして總括に非ざる總括 

巧々人間が何事かじ化 ひを 潜め之を解明し ょうとするときじは、對を的な關嫌 
じ訴へて物事を考へて 巧くものである。 從 つてユック^^卜の「敎說」をも明灌 

一 五賴おにして總括にホざる總な ここ t 



エックハルトの 敎迎 一一二八 

なおに總おして見たいやうな要求を覺えるであらう。併しこのやうな要ボは眞の 
把摇とは相をれないものである。 H ックク^卜の敎說の「總括」を試みること自 
體が、ユック、 J 八卜の理解の前提化るべき態度とは巧反對の態度をとつてゐるゎ 
けである。ユック'ノ^卜の敎說の正しい總おは唯一つしかないであらう。をれは 
頭上に電擊を瞭はせて大语一番せしめることである。いや、これとてもまだ眞の 
総巧ではない。眞の總おはわのが本質のままに自明のかく己れを充足し萬事じつ 
けて神との一體性を顯現する生活あるのみである。けれどもかうなるためには、 
本質に相應はしい生かの動きを發動せしめねばならない。ユックク八卜の思あに 
充みな槪觀を輿へただけで一巧むしたのでは々しも總おにはならない。ユック 、 J 
少卜の努力をのものが人間を對を的な思惟にょつて陷つた靜的な孤立の狀態から 
引措6出して正しい生活へ導かうとするものでをつた。 H ック^^卜の敎說は魂 
の直を的な呼びかけであり.、思ひ切クてこ.の魂 i - k % を委ぬべきことを巧求してゐ 



る。このやうな意ホじがて、な下じ述べる總おは、をの實總おではなく、巧岸か 
ら聞える悟道者の「呼び聲」に注意を喚起し ようとい ふので ある。 

この「向岸からの呼び聲 J は、一、人間學的な言葉と、二、形而上學的な言葉 
と、一二、を敎的な言葉との一一一様に聞えて來る。或ひは&理的な言葉をも附け加へ 
るこ t が出.來よう。 

未だ目醒めざる化人は、世みの夕樣性と對象性と對立性と (あと 汝 ，こことそこ、 
時間の前後' 善惡、自我と神)の中じ捉はれ、 放、むと徒らなるみ 散の中にをきてゐる 
ので あるから 、根本的な生れ變 b が おらぬ 限り、謂はば化界の中 じ 己れ を見失ひ、 
足搔けばを搔くほど己れの境地を惡化せしめてゐる。單に事物の中の事物と して 
が惱 t 逼あの渦中に立ち、只管、時間空間 的な ものの中に己れ を ま 張しようとし 
てゐる。けれども人間の本質は、 あらゆる 事物の本質と 同じく、時間空間的な も 
のの中にでな く、 超時空的•超對立が•超對を的•絕對 的な 一かの中に ある。】 

一 五總巧にして 經 おにホざる舊 こ二九 



エック八ルトの敎理 so 

をが少しも歪められずじ人間の中じ顯現されてゐる所に、人間の魂がある。乂 
間はをに事物の中のを物といふょらは化上のものである。人間は事物と異つて己 
れの境地を窗'識することが巧來る。】者を自覺し、「火花」 ( F ^ i 日 klei 口)を經驗す 
ることが巧ホる。この火花こをは】者の歪められざる具現としての人間の魂でを 
る。このやぅな經驗を基礎 t して、否このやぅな經驗の豫威を基礎 t してさへも、 
人間は自發的に臆を返し、頭を廻らせ、か然としておのが生活の意ホモ向を變へ 
ることが巧來る。己れの中へ久 b 込み、己れを】切のを樣性から引き離し、化巧、 
就中己れ自身じ對して死に盡すことが出がる。能く是を爲し得れば、大いなるお 
歌の經驗が巧へられる。この經厳が人間を生れ變らせる。を、入間のをきる世界 
を も變らせるので ある。 かくして人問は、己れの生れ出づるな前に、否世みのが 
在するな前に己れがか何なるものであつたかを經驗するのである。おのが魂の® 
基の中に萬物の根基を經驗し、萬物じおる唯】のお基として、萬物と己れとの虛 



しさを經驗するのである。このやぅなお本體驗によつて眞に生れ變つた人問とな 
つて生活の中へ立ち歸つて來る。人間は化ホの中じ斷乎として生きおき、「制作 
的な活動に従事すること」によつてのみ、人間として根基じ相應はしく己れを充 
足せしめることが巧來る。人間は隔絕の境地に終始すべきではあるけれども、を 
れはただ己れの足場を何ものにも動かされない】をの中じ置くといふことでをつ 
て、 事物のを様性から巡れることではない。を樣なるものの中じ搖ぎなく板基に 
卽した制作活動を巧つてこを、】者の中じな默する境地じ達したこととなるので 
ある。自らは救はれて一體の境地に達しながら、己れを圍饒する一切の事物の完 
成に専念し、至る所】ををを樣性の中じ顯現し、夕樣性を】をによつてお造るの 
である。人間はいつかは己れの境地を自覺 し、 頭を遇らし、己れ自身じ對して死 
じ盡し、大いなる體驗じ到達し、この體驗じよつて生れ變，0、この生れ變6を化 
ホ じがける活動によつて顯現せねばならない。要は己れのためじ最早何ものをも 
一お級おにしてお括にホざる總括 一 四 I 



エツクハルトのを理 一四二 

要求 しないと いふ ことで ある。「何か或る事を願ふ者は、 善の否定と 神の否を と 
を 願ひ、而も神が神 自らを 己れに對 して 拒まん ことを祈ることじなるが 故 こ、 願 
ひの 方法を誤6、憩を願 ふこととなる」。「を春れると 利益た ると 信仰、 じたると臣 
穂たる t 報いた ると 天國 たると を閒はず、 何等か特 をの 事物を求めることなく、 
いかじ これらを 要求すべき 權 利をもつてゐても、敢へて これらを放棄した人聞— 
かくの如き人間じあつては、神はをの近ハ面目を現は すのである」。(罪に巧はれたエ 
ックハルトのま張第七條.第八條 •) 

次じお而上 的な 面を取り 擧げてぶ るに、 唯】 の眞なる現實、卽ち 生命は己れ自 
身を顯現する'】をなのである。このやうな】者は移ら ふこと なく、己ん こををし、 
未たみたれ ず、 を 在と か非を 在と かいふ やうなもののもつ をらゆる 規定を 留 えた 
ものである。】 をは 己れ のうちに 本質顯現するのである。己れ のうち じ 本質顯奧 
するとい ふことは、 何の 變化もない をな であ6ながら、而も 巧せ るものの お 墓の 


/ 



靜け 3 ではなく、生けるものの無限の生命の靜けさなのである。されば こを あら 
ゆる挽をを脫した】者が、あらゆる規定の根源とな b 、 無差別的なものがあらゆ 
る差別の源泉となるのである。】者が 渝る ことのない 動きと してホ遠の 流 轉の中 
に 己れを「表はし」 sarstelle 日)、己れをを様性の中に顯現し、己れを規定してを 
樣性を生み續けて巧くがじ】者の本質がある。されば一者は夕樣性であり、を様 
性は一者である。完 もこの 「である」とい ふ 言葉は普通の論理的な連辭 ょりも 高い意 ホを 
もつことは 言 ふまで もない〕。卫ック^^卜の表現じょれば、無差別的な】者は己れ 
をお定して「根源形を」 ( urbilder ) 力至「永遠の理を 」 (ewige Meen ) ク J の言葉 
は プラトーを 思はせる ものがある) の王國と化する のである。 根源形象は絕 えず 己れ 
を規をしてお源 t は寧ろ對な的なものとなり、空間的なな列及び對なの關係 とし 
て固を化し、まなのない時間的な前後關係と化するのであるけれ ども、 無差別的 
な一者が夕樣なものの中に己れを顯現するがかく、超時間的なものが時間を間的 

一五總巧にして總巧にホざる總せ 一四互 



エック《ルトのを 理 一四四 

なものの中に己れを顯現するのである。他方を様なもの、時間空間的なものは、 
一巧たる—しれの本質を意識し、己れを完成せしめることにょつて己れを充足させ 
ることが出來る。かくして1まとを者とは對立したものではなく、何れも同じ大 
いなる生命の動きなるが故に、同一のものである。從つて徒らなるみ散から一者 
へ立も歸る歸鄉 (Hei 日が ehr) の意味もホ「を着とも地ょい滯在」 (A 日 gekom 吕 en 
旨 d 法择 Verweile 白) ではなく、巧出發、「何故といふことのない」 (sunder 
Wani 吕 be V 冉出發なのである。(この貢葉もホプラト I を思はホるものがある。)このやぅ 
な永遠の過程が現貸なのである。この永遠め動きを旨として、出で入るなにもお 
のが本質を體し、わのが本質を顯邸せしめては巧び之を根基の中へお b 戾し、更 
じ巧び顯現せしめてこを、人問も事物も現實と調和を保ち巧るのである。けれど 
もをれは顯現を主とすべきであつて、取り戾すこ t をまとすべきではない。己れ 
の中に己れを固定させこの、が遠のお基卽ち生命をのものの永遠の自己展開の動き 



から離れよぅとすることは生命に巧くものである。とは言へ、己れを固をさせる 
といふことさへも己れを规をし續ける一者の——最も遠く最も化い——顯現なの 
である。をは】 者の轉換の お 面じがけ る顯現である。 

がにを敎的な言葉として考へるに、 H ック^^卜の所說じ含まれるを敎的な言 
ひ表はしを總 おする 上からぶて、中、 むとなる ものは、「神」 ( Gott ) とい ふ槪をで 
ある。生活秩序及びをの轉換の構想は、何れも「神」の槪を及びをの意み轉換を 
中、むとしてゐる。時間空間的化ホに捉はれた人間の生活狭巧がここじ含まれてゐ 
るのみでなく、魂の被基に目陋めた人間、否魂と神との一體性に目醒め、この覺 
醒によつて生れ變つた人間の生活秩巧もをこに含まれてゐる。 

人間が他の生類と同じく、己れに基づいて生き、，己れじ基づくを在を要求し、 
生から'化への生存をもつじ過ぎない間は、 r 被造物」 ( Kreat 弓)と呼ばれる。時 
間空間的なが巧の遠巧の中にのみ生き、飽くまでも自立しよぅとする人間は、乂 

一お總をにして絕巧に非ざる總括 一四五 
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間に生命を典へては纏てをひ返す】段と高い不可解な遠い力にょつて造られた被 
造物だといふ自覺しかもつてゐない。このやうな力を人間は神と呼び、萬物の主 
宰を历ま造物主と呼ぶのである。このやうな神の槪をは、被造物的な意識と同じ 
く、凸れを固をさせてしまふやうな邪道じ陷つた人間の造6出した槪をである。 
これじなして固定化乃ま孤な化を脱却して、己れの板おじなち歸り、個我に對し 
ても、時間空間的な捉はれに對しても、死に盡してしまふことの出來る人間は、 
おのか亦かかじ神を經厳し、最早己れを被造物でなく神と】體化るものとして經 
驗するのである。これこをは宗敎的な意ホでの根本體驗である。このやうな場合 
に、人間は己れの魂の中に語 b 巧づる神の永遠の言葉を聽くのである。ユック 、 J 
八卜は神が人間の中に己れを生むことこを魂の本質なることを經驗するのだとも 
言つてゐる。かくして人間は內奥の本質にがて神の息子となる。魂の中なる神の 
生誕を、ユック！^^卜は、人間に於ける神の自己認識とも言つてゐる。を巧板基た 



る魂は、この特殊なをに表はかた神の自覺じ他ならない。人間は己れの根基にが 

て、息モ卽ち神のモたる ことを 經驗する。人間は、肉體の中に自己顯現する神で 

一 

ある。されば人間は「根巧にがては」眞に神と一體であ b 、 從つて眞の生れ變6 
じょつて神に造 b 變へられてゐる。「敢は神から何ものを與へられ、何ものを巧 
待したいと思つてゐるかについて近頃思ひめぐらして見た。この問題は餘程愼重 
に考へて見たいと思ふ。蓋し若しおが神から何ものかを與へられる人間だとすれ 
ば、私は下僕か奴隸のやうに神の下位になち力ま神に劣ることとなり、輿ふる神 
は主人となるであらう。だが永遠の生命にあつては、かういふ事は許されないの 
だ」。「我々は完をに作 b 錢へられて神となり、變じて神と化するのである。をれ 
は恰も一祕踐じがてパンが變じてネリストの肉となるに似てゐる。故じ祗は變へら 
れて神となるのであるが、をれは神が、神自身の同じ——單に似たといふだけで 
なく -本質として、おを生むとい ふこと である。生きた神に誓つてこ、じは、 

一ち総括にして總括に非ざ3總括 一四セ 
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何等の差別もないのだ」。「父なる神が、人問の姿をとつた獨 b 子じ巧'へたものは、 
悉くあじも與へたまうたのだ。をの間に何らの除外すべきものはない。をのを】 
的な本巧も、完を性も。すべてをな子じ與へたまうたかく、おじも與へたまうた 
のである」。「キリストじ關する聖書の祀述はをく、すべての善庭にして神と歸一 
した人間じついても、實證されるのである」。「神の本性に具はるものは悉く、神 
じ歸.一した正しい人間にも具はつてゐる。さればこのやうな人間は祂のわざをお 
く巧し神とともに巧と地とを創造したのである。このやうな人は永遠な言葉を造 
つたをであら、神はこのやうな人閒なくしては、何事もをなし得ないであらう」。 
「善をなる人間は神の濁 b 子である」。「『高貴な』人間は、父なる神が永遠の昔か 
ら生みたまうね獨6子と同一人である」。「父なる神はおを生んで獨 b 子たるな子 
と爲したまうた。神の造ら生みたまふ'ものは悉くた•、】つのものである。されば 
神は私を何らの差別なく、神のな子としてをみたまうたのである」。(罪に問はれた 



エ，クハルトのま張窠九お—第十 II 一條、第二十條—き革一岳。〕神との】體を經驗して息 
子となつた人閒は、神をば父として胸裡じ抱き、遠い不可解な神でなく、わのが 
根源、おのが 故鄕 たる神、 慈悲 深き愛の神と威ずるのである。をれは、人間が再 
び神との1體を自覺し、をの足場を 全 的に神の中に置くやうじなることを必待ち 
じしてゐる神である。このやうな場合には神が己れを人間の中へ注ぎ巧すのであ 
るから、人間はを的に神によつて生き、また神によつて生くるが故に、生れ變つ 
た人間としてあらゆる事物の中にも神を求め、神を認め、神ををむのである。神 
の體驗じよつて眼を開かれ飛躍の翼を典へられた人間は、をの爲す所悉く神の業 
である。卽ちわのが周園の自然ををの根源形象に從つて完成するのである。この 
やうな 人間は何故-^いふこともなく ( S 日日 der warumde )、 されば こそ 携みなく神 
を原動力として制作•形成の活動を爲さねばならない。 

これが人間の立場からちた神である。けれどもこれは】面觀に過ぎない。神は 

-五絞おにして總おにホざる總巧 一四か 
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決して「空虛なもの」ではない。天空が微々たる蟲けらよ b も溢かに高いと同樣 
に、本質、卽も一切の事物の根源、卽ち「神的本を」 ( die の浮 tliche Nat 目一は、 
神よ b も遊かじ高く、比較を絕したものでぁる。「神」ならのこの^が(をきを) 
こを、を敎的なながにあて、無差別的な】者に對應するものでぁる。；^がはを樣 
性から見れば無でぁり、この世界のホ明から見れば暗黑でぁり、世巧の喧騷なる 
を樣性からぶれば靜けき曠野でぁる。神性は不動不變でぁる。神性は神性をのも 
のを見る所じをの本質がぁる。神性が神性をのものを見ることによつて神性は神 
たる父(ををづを巧)、神たる息モ石〇ぞ8〇が口)、壁靈(11堅の9〇を0といふ二1つ 
の聖なる位格じみたれる。(卫ックハルトは基督敎的な術語を用ひて說巧を々りるくして 
ゐる。)神たる父とはぶる者、卽ち根源的な泉と考へられた神性でぁり、神たる息 
子とは見られた者と考へられた神性、卽ち特殊化してお源おをの王國となつね神 
性でぁる。聖靈とは、本質卽ち無差別的なものとしての神性が根源形象の中に勸 



き、根源形象が益>規をせられて'、時間空間的な存在 t なつて巧く過程の眞唯中 
にあつ てこのあ源形をを己れ の 中へ引き戾し、 をの 中核の純粹さを維持して巧く 
力なのである。從 つて 聖靈は多様性の 中にがける 神的な一體性の意識である。さ 
れば、このやぅな見方からすれば、「創造者」たる神と「を樣性」じして而も 
r 被造 物」 たる世界 t 、 何れが先づ 始めにが 在したかといふ問ひも、無意味な 閒 
ひとなる。「何か或るものが、をのを在するな前に活動することはできないので 
あるから、神が化づ世界を創造したといふことはあ b 得ない。卽ち神は神自身の 
かかいわ瞬間から、世界を7^創造したのである」。「同樣に、神が神とな、み遠 
に且つ 完全じ己れに等しき神としての息子、而も己れと同じく、氷遠の息子を生ん 
だを の巧爲じがて、同時に化ホをも創造したのである」。 (罪に問 はれた H ック ハルト 
のま張第一條，第ーニ條。)ホじ述べた一一一つの位格の本質は神性である。而して神性の 
本質はこの S 者じみ たれる といふことじある。從つて息子は根源形あの王國を表 
一五總括にして紙括にホざる 磬 一五一 
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はすを敎的な名辭である。卽ち充實した己れのをを眺める神性に他ならない。息 
すは】切の事物の超時間的な本質であ6、をの神的な中核であ.る。この中核こを 
人間にあつては神の生誕の場所であ6、「魂」 S 法 le ) である。卽ち魂は、おをさ 
れて人問となつた神的お巧の.中なる神性の火花である。この事實は時間を問的な 
がぶこ'化はれれ人阿には隱されてゐる。時閒空間的な存在を脫することが出來れ 
ば「神は魂の中じをの永遠の言葉を語り」、「神は魂の中に己れを產む」のである。 
否寧ろ人間が神を-な識するのだ t 言へょぅ。蓋しこの過程は「永遠じ」この生誕 
を巧ふのみでなく、この過程が魂の本おだからである。現實の中なる人間の本贺 
は神である。神と人脚は本質に於ては一つである。神と人間のみでなく、神と萬 
物 も亦然 b である。 目 醒めた人間は時間空間的なを在がをのまま神的な本質であ 
b 、 ホ だ！：！！ 醒めざるをには時閒空岡的な存在は「神を離れた」'ものである。目醒 
めた人問は薛物を前的おをのままじ眺め、己れの自己體驗の中から化をじがける 



活動に必要なを息と方向と尺度とを汲みホる。神性は根源形象を通して萬物の本 
質に顯奥せられ、萬物は本巧のままなる自己完あにょつて神性へ立ら良る。而し 
て神性の協力者として何故といふこともなく、この永遠の過程に巧 b 、 この過程 
をを巧するのが人間の蓮命でぁ6、使命でをる。 

二八結 び 

これで何もかもはつき b とをつたやうな氣がする。だが、】見得られたやうに 
思 ふこのは つき b とした氣持は、早やユック^^卜じ對する理解が終6 を 吿げる 
萌しでぁる。】大危險信號でぁる。何もかも理解ができ、 きちんと 整頓されてゐ 
る。】體性とを様性、神と化ホ、一は他ょり出で、他は】に歸入し、而も結局は 
一つでぁる。何 t 調和的な洞察でぁらう。だが一應ネ盾を含んだ思想にも何等か 
三ハ結び I 五•一二 


卫ブク ハルトの 敎理 一苗巧 

の調和的な巧序があると言つてしまへば、ユック^^卜を理解するこ，こができる 
やうに考へてゐる間は、洞察が調和的であればあるほど、誤つた、全然無價値な 
洞察。のだ。問題は思想でもなく、理論でもなく、神學で’もなく、宇街論で，もな 
く、人阿であ6、人間の生き方であ b 、 人間の救濟である。' 救濟の道を對象的じ 
認識し得れ t 化つたときじは、早や救挪の逍を外れてゐるのだ。人間たるな上我 
我のうちにおする微然たるネ盾ををの劇しさのままに經驗し、この經驗じ基づい 
て絕えず新たじを巧を克服すればするだけ、救濟の道に踏みがまることがお巧る- 
この 對 ホと をの克服を、辯證法的な化おによつてでなく、只管生きた實踐じよつ 
て、巧び巧かじして見よう。 

人岡は一方にがては時間空問的な世ホじかける自然的を在として、他方にがて 
は魂にがける神的存在 t して、)一前的なが在をもつてゐる。己れの魂じ目醒める 
t き、人問は本然的なを在に歸乂する。本然的なをせじがてのみ、人間は本然的 



な生活をもち、この目覺めによつて始めて、本然的な自覺的を在を得るのである。 
本然的な自覺的を在にがてん問は己れをも化ををも始めて眞に體得するのでぁる 
が、人間は絕えず新たじこの本然的な自赞的をおに立ち入らねばならない。差し 
{苗6人間は、この自强的が在とは遙かに異つたが在にある。本然的なが巧が神と 
一つじなつてゐるじ反し、人問は先づ始めのうちは、我意をなて神に對おし己れ 
をま張しようとするやうながなじゐるわけである。このをなこを、人間がホれ巧 
で育まれる時閒空問的なが在でる b 、 人.問はこの存在に於ける己れのがなと保障 
とじ巧めるのでみる。疎じ疾病と苦惱と巧とに對して己れを守らうとする。この 
やうなを在じ對しては、一切の事物を抛棄すべきことを輿求する神に歸乂した生 
巧は、をく對廳的なものである。巧、神は、この時閒空刚的なをな じと つては、 
一應は破坡的なものとおられるが、これじ反して、一應人間にとつて自然的な生 
巧、卽ち人間がこの化にあて出巧るだけふ地よい暮しを立て身を守つて巧く生巧 

ニハ結び 一五里 
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は、神じ歸入した生活じとつては、死である。蓋し、時問空間的な化巧に於ける 
我が身の{か全を存在の目標となすや否や、神に歸乂したを在は破壊されてしまふ 
が故である。かうしたわけで、人問のこの二つの存在形式は、これをいかに峻別 
しても峻別し過ぎることはない。從つて兩者の一を立てれば他は滅びるのだと言 
つても、かして誇張ではなく、ありのま、の事態なのだ。 

眞に神を經驗したあは、巧くも自己主張の梁求をもつものにとつて神が巧滅で 
あるこ.とを經驗した答である。神は、神な外のものたらんとするものをおく破壊 
する。他方、己れ自身に基づくな在を要求するものは、己れの中なる神の生誕を 
破壊し、眞の本巧に達しょうとする魂を妨げるのである。 

だが、 このやうな 對なは、棉神 のな 生活の初期だけに見られるものではない。 
目配め化者への途上にある人閒、否、己れの本巧じ突き進み得た人間も、生ある 
限6、この二つの生活形式の中に生きてゐる。巧、素朴な自己ま張の欲求に動摇 



を來しながら絕えず之を求めようとする人間こを、この對立を最も劇しく經驗す 
る。氷炭相容れない二つの存在形式の中に立ち、を協の道もなく、而も絕 えず 新 
れに兩おを克服すべき化務を典へられてゐる〇 

このやうな意ホじ於て、遂にを息じ到達するを得ないといふことが人間の本質 
である。化§對する素朴な執着じ生きる人間が、化みにがてをなを巧ることが 
できないと同様じ神の御許に達した人間ら、を息を得ることが田來ない。)巧の 
目標を化界におくものは、ものみなすべて無常であり、化みの本然的な存巧が死 
であることを、恐しいまでにはつき6と經驗させられる。ひとたび神こ到達した 
人間も、一生涯の間、化ぶの中にを場を求めようとする誘惑じ厕られ.背。この誘 
惑を絕えず新たに神じ基づいて克服せねばならない。神じよつて世界を克服した 
人問は、人間化るな上、飽くまでもこの世界に留まる化.なきことを經驗し、化ぶ 
を通じて神を顯現する者は、人間として飽くまでも神の御許じ留まらねばならぬ 

一六結び I 五七 
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ことを經驗するのである。 

されば人間は、遂に神をも世界をも逃れることはできない。目醒めた者の生活 
はまなじ到達した狀態ではなく、絕えず新たに化ぶから瞭絕しては、また改めて 
化界の小へ踏み込んで巧く生活である。をは淨福的な{女息ではなく、本質の綴え 
ず新たな獲得なのである。 

人間の本質は神的を在にある。世巧を脫出する ことに ある。卽ち化巧に對して 
巧す ることにある。 巧し C 人間が、 このやうな 要求を抱かう と抱くまいと、これ 
が人問の本質なのだ。目醒めた者も未だ目禮めざる者も、を，の本質は等しくこ U 
Ir あ勺目醒めれ者が他と異なるがなは、このやうな己れの本質を把握してゐる 
點にある。人間は a 醒めたからといつて、眞に】切のものに對して死に證くして 
しまつた とい ふわけではなく、 をき てゐる限 b は、絶えず新たに死し、己れをも 
化みをも絕えず新たに棄てねばならない。かくてこを、初めて、人間の本然的な 



をせ卽ち神との一體的な存在が、絕えず新たに顯現せられるが故である。 

このやぅな筋道を經驗してこを、初めて眞の理解が開かれてくる。このやぅな 
對なが撤去し難いものだとい ふこと を經驗した者のみが、 をの 克服を 知り、 この 
對なのぶ服を知るをのみが、をの撤去し難い ことを 知るのである。ユック、一少卜 
にあっては、この對立は、就中、人間の本をを規定した重要な逆說の中に現はれ 
てゐる。特殊なものは造られたものである。特殊な人間の魂とをの一切の能力と • 
もホ、造られたものである。 r 魂の造られた本質を超えたものがある。被造性に 
依って動かされないものがある。何ものでもないホるものがある。神の本性を帶 
び、 をれ 自體渾然たる一體をなし、何ものとも共通點をもたないものが ある」。 
(「造られを ものでは なく、选られ ること も あり 得ない何ものかが、魂の中にがして ねる。」—— 

罪に牌はれた卫ックハルトの主張、追加第一傑。) 

然らば魂の造られざる側面は、造られれ侧面に對してかがなる關係に立ってゐ 

一六な び 一 五化 
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るか。造られざる側面が、造られた側面の傍に、背後じ、上じかつてゐるのであ 
らぅか。轉殊な魂、從つて造られた魂じ對してか何なる闘係じあるのか。造られ 
ざる侧面は、他ならぬ造られた魂の本質なのである。特殊なもの、おをせられた 
ものの本質は、お定面が死すること、卽も規をされたらのとして死に盡くすこと 
じをる。化をおをせられたものの本質は、をの死滅じある。この點を眞に理解す 
ることが、最も H 難である。蓋しここにがては】見、最も隔たつたもの、卽ち無 
と規定、.死と多樣性神と世ホが渾然】體 となる が故である。 

人間はかぅしたことを、最も深くな識することがある。これが自己自身へ目醒 
めることであら、 己れの本質へ突き進む ことで.あ，〇、 神じ到達す ることである。 
A 向は己れを無へ置き、生の本質たる死を肯定することによつて己れを見岀すの 
である。だがをは單に、認識的な態度じよつて、謂はば無を認識された對 象とし 
て眼前に置くのでなく、己れをも世みをも、內お的に滅却することによつてのを 


♦ 



なし得る。このやうな認識が、垂的じ得られたとき、をれ が 悟 b となる。悟 b は 
にある。 個我と世界との我執を滅却す ることじある。 規定されたものと して 
己)れ自身 じ基づくを 在を ま 張し ょうとする 個我 t 化巧とを滅却す ることじある。 
さればユック 八卜は 言つて ゐる(これは 前記 引用文の 賴きである〕、 「かが 一瞬間で 
も、否、1降間じも充たない短時間でも、汝自身を滅却する ことが 出巧れば、 - 1 
事物の あ 基が、がの ものとなる であらう OJ と。 

るて、 ここで 最後の結論を抽き出して 見ょう。 人間の本然的な を 在はをの時間 
{を蘭的な存在の死滅じあり、從つて時間空間的な存在とは正じ對撇的なものであ 
る。をは同時に人間の本質であゎ、最も內面的な中核である。從つて、神と一體 
とをつた魂の本質は、正しい人間の本質でもあれば、正しから ざる 人間の本質で 
もある。ただ 奥る 黙は、正しい人間になれば、 この 本質が實踐せられてゐ るに 反 
して、正しから ざる 人間じあては、謀題として典へられてゐる點 にある。 人問は 
三^結 び 一六一 
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わのが本然のおせとなるべきである。だが併し、まだ本然のを在となつてゐない 
乂問もホ、本然のを在なのである。正しい人間は本然のを在を充實乃至 横溢と し 
て意識し、 生と して意識するに反して、正しからざる人間は、これを無と して、 
巧としてな離するのである。神は正しい人問の本質でもあれば、正しからざる人 
問の本質でもある。ただをれぞれこの本質のあ b 方が異つてゐる。ホだ練達せざ 
る者が死滅と威ずる所が、が達の±にとつては、巧生であり、前巧じとつて死で 
ある所が、を者にとつては生である。 



111、 H ックハルトの生涯と事業 

偉大な神祕家と聞けば、偉大な理論家とか偉大な實巧家だといふことは、期待 
せず、寧ろ理論からも實踐からも遠く隔たつた直覺的な神の觀照をを頭に浮べる 
としたものだ。運命のまに まじ 辿る經路のか何を問はず、深刻な沈潜をなて生活 
の中 也と なし、をれな外はすべて價値 なきもの となす底の人物を聯あするのがを 
通である。從つて神祕家の生活形まとしては、世の喧騷と壁にょつて隔てられた 
修道院にがけるひつを b 閑としたが侶の生活が一番巧つてつけだといふこと にな 
るであらう。 神の法悅にひたつて 自ら 經藤した所を他の人間に もみち 典へ ょうと 
して、この法悅じ至る道を切り拓かうと努力する條道者を聯あするならば、まだ 

エブ クハルトの 生涯と事業 1六 一一 一 
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しもである。兎も角、傍ら偉大な學者でもありが間的な活動をでもあるなどとい 
ふことは'、抑 i 神祕家とは相{谷れないもののやうに考へられてゐる。尤も悟道の 
な前ならば或ひ；^うした事もあつたらうと考へる位が關の山である。神秘家は 
學者的な理論家や實踐的な經輪家ではないといふのが通ゎ相場であるが、マィス 
ブ少.ユック - ^卜は寧ろかうした人物であつたのだ。ユック-^卜は理論家と 
して、 大學敎按として、•せの靠祟を一身じあつめた當時がびなき硕學であり、而 
も同時じ組織的な活動の比類なき才を具へ-てゐたので、をの屬する敎闯からま高 
ま難の巧政地位じ就かされてゐた。だがこれこをは、ユック！^八卜の說いた所、 
他人に 耍求 するとともじ神祕的な隙'驗に於て自らの要請として威得しわ所と合致 
して ゐれ。をは卽ち事業 的な 活勸 とな 觀 とが二にして】であゎ、從 つて 人間の理 
智も敢 て否認すべきものでなく、人間をのものと同じく、醇おろ過程を經て神\ 
の奉仕 じ 振 b 向けられるべきものだといふことである。さればユックー^卜の生 



涯は、內面性と事業、直觀と活動、個我とホ同體、神と人間化界、といつたもの 
の合】 とい ふ現代の要請じ對しても、範を垂れたものである。このを一こを、す 
ベての根源ではあるが、これがを者力至對立物へみ裂するのが、普通自然の成り 
巧きであ6、ばらばらになつれ斷かをが合して、生きた神的を一體の肢節たらし 
め、かくしてホの合】を恢復し ょぅとす る任務の成就は、今もをも、眞じ生活經 
輪の才ある者でなくては、赞束ないのである。 

史上非凡の人物として後化に與へた影響も絶大でを b ながら、をの生涯につい 
て知られる所が、マィスブ^ • H ック^^卜ほど少いものは稀であらぅ。けれど 
も、この點に却つて何か深い意味があるのかも知れない。もとょ b をの所說は個 
が的な體驗から生れたものではあるが、併しをこじは彼の經驗した人間の本質的 
な中核が說かれてゐるのであつて、偶然な個我が說かれてゐるのではない。彼自 
をの時代に制約された生涯と芒惯は、體厳の動機となつたに過ぎず、體驗の不滅 

ユッタハルトのを涯と蔚 業 一六 五 
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な本質ではない。をんな事が彼の體驗をして眞理の要謙たらしめたのではない。 
常時旣に然-〇、我々後化の人問にとつても今猶然6である。彼の著作のが立及び 
彼の到達した認識の基礎に、どんな個人的な運命があつたかを知らうと知るまい 
と、彼を理がする上には、差し障6のない事である。彼の說かうとする所が、を 
んな歷あ的な巧識によつて、一層明瞭じなつた6しはしない。勿論、己れの敬愛 
する人物じついては、をの狸命をも知 b わいことは言ふまでもない。タルーはが奇 
、むもるれば、敬愛のをもあらうし、或ひはをれじよつて作品を直接個人的に理解 
しようといふ氣持もを少はあらう。ホひは玻ホな身邊生活との繫がりをぶれば、 
作品の氣高さが益 > 神々しく觸いて來るといふ理由もあるであらう。事實、我々 
も今をの硏究によつて、この悟を巧の生涯が一層明かになることを璧みはす るけ 
れども、さればとて、彼が生涯の目標として揭げてゐた理想をのもののをが、を 
れじよつて變るかも知れないなどと考へてはならない。をんな事で彼の敎說 の理 



解が促されはしない。同樣じ、中せの巧學をどんなに博く祈巧しても、この點は 
同じで ぁる。 當時 ユック ^卜比、何の學識も持ち八口はせずじ唯偉大な人間の語 
るがを巧國語で聞きたいばか6に雲銀した蒙昧な民衆に直接に働きかけたのでぁ 
つたが、我々もこの やぅな 態度で彼じな附かねばならない。だが彼の生涯につい 
てか b 得る僅かの資料じょつて、ただ】つ言ひ得る事がをる。をれは、卫ック、一 
少卜といふ人物が、をの著作の中で化を人間に要求してゐる通りの人物でぁつた 
いふことである。 

エック^八卜は獨逸のム臟郁チュ I リンダンに於て、ホ I ホ^ ィムと いふ町の 
± 族の息子 t して生れた。ホ ー ホ^ ィムはチュー リンダンなるゴ I タホに程近 
く、常時ドミニクス敎觸のま怖がな】修避院のぁつた H 八フ八卜からも遠くはなか 
つた。幼にして學に秀で、夙じ體げれて學問の溢じ進むこ t となつた。學校を卒 
業ずると、 十八 歲で鄉里の ユ八フ八卜修 避院に入つて修行僧と なり、 二綺年の修 

エックハルトのを狸と事業 一六ホ 
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巧期を經て、常時の說程通6じ四箇年の豫備硏究を終へ、次‘いでシュトラスプ瓜 
ク大學に一一一箇年の神學硏究をなし、をの後僧職をお與せられた。更に S 綺年の豫 
'をでヶ^ンの敎阁所腐の大學へ送られたことから見ても、彼が敎闽 t しては窩級 
の經歴を路むに堪へ得ることは、當時旣に疑ひのない所であつた。ヶ^ン大學は 
當時パリー大學とがんで、欧洲にがける愚も名聲島き學府であつた。獨逸じ於け 
るドミニクス敎脚の霞贼じ就くべきをは、悉くヶ八ンで薰淘を受けれ。この敎圃 
で最を名な二人の人物、ア八べ少トゥス•マグヌス t 卜 I マス.アクィナスが 
ヶ少ンで活躍してゐたのも、さしてな前の事ではなかつた。勿論ユック、 J グトが 
同地で二人の講義を聞いた替はないが、併し彼等の敎說はまだ脈々と人の必に殘 
つてゐたので、ユックパ^卜は思想的にはぞくの點で卜 I マスの巧弟であつた。 
ましてや卜 I マスは敎團の模範的な敎師と目され、後年聖トーマスと稱へられた 
じがてをやである。】二九八年のユック、卜の論文の表趙には、ユック 、 J 少卜 

参 


は中部獨逸を敎團事務の代理長官(副ぉ師)で H ^ フ^卜修道院長だと誌してゐる。 
これが抑> ユック 、 J ^卜について巧々の有する最おの文獻である。上述した彼の 
經歴は、一方じは當時をく型通りに巧つてゐた硏究誠程からわのづから推測され 
るとともじ、をじ述べた二つの職を兼ねることが後に至つて不可能となつた事實 
じょつて知られるのである。けれども、をこから先は、依然として僅かながらも 
詳細な若干の資料が與へられてゐる。 

1ーニ〇〇年、ユック-^卜はパリー大學敎おとして敎闡から派遣され、同地で 
學を及び大學敎おとしてのぷ聲を築いた。噴々 たる 名聲を博しながら、早くも一二 
ホ後には敎職をまらねば ならな かつた。當時敎阀 にと つては、學識ょ6も彼がな 
前じ副化師兼修道院長としてがつてゐた實除的手腕め方が里要であつた。敎團は 
彼を實際家•行政家 t して必要とした。當時敎閒管轄區の巧編成が巧はれ、獨逸 
はお區と南區にみたれた。ユック 、 J 八卜 は敎圃地域「獨逸」の化區の 長と な b 、 

エックハルト のち徒と事業 一六化 
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この费がに於て、幾多の修道を院のほかじ五王の修道男倚院が彼の監督じ服し 
た。刹へ数年のをには、隣接地域「ベーメン」に幾をの弊風擾亂が績出して修道 
院生巧が破滅の危機じ额するや、ニニ〇と年敏腺を雕はれた.エック^グトは無制 
がのを權を授けられてこの地城の長をも兼ねること t なつた。このおから見ても、 
ユック； 卜が醫じがて巧政的な任務に堪へ得る唯一の人物として、同時じ我 
武者絕な斷巧にお盤な性格の持まであつたことは爭はれない。かうしたを聲が元 
t なつて、ユック^八卜は更じ他の地位にも推藤されるこ t となつた。卽ち、一 
一二一〇ぉ、獨逸南區の長にも選ばれ、を獨逸ドミニクス敎團の指醬者となる篱で 
あつ-たが、 先こ d 化獨 逸の長た るべき 推薦 じ 直ちに同意した敎團總會が、今度の 
推唐？ i 醒めなかつた。 化し これは 恐らく H ッ ク^^卜 自身のホ望に基づい化もの 
であらう。多年の實務生活の後、元來內面的•思索的な仕事にも典ホをもつ人間 
として、昔のやうに 大學敎授 としての 活動を巧び續けておたいといふ氣持が動い 


て來た。事實、敎闯は二一二】年、 H ック^^卜を巧びパリ ー 大學へ遣はし、を 
こで彼のをの活動が再開された。'彼の就化の々しな前から、同大學では】世の硕 
學で同時にフランチ正スコ耗鉢敎闽の最も普おな代表者たるドゥンス.スコトゥ 
スの講義が始まつてゐた。さなきだに、兩敎闡の閒じは、態度をのもののをみの 
差異はおく t しても、長がの化敵關係がぁつた。この化機がスコトゥスの巧動じ 
ょつて益>深められた。スコトゥスの說く所は、トーマス.アクィナス及び彼じ 
淵源するドミニクスの傳統とは異つて、人生の意お的な侧面を大いに强調する點 
に特徵がぁり、延いては救濟の道についても聖書の解釋についても所見を異にし 
V ゐた。雨敎闡の對なが後 H H ックク^卜の一を上じも活動の上にも飛んだぶ難 
をあぼすだらぅ t は、神ならぬ身の知る由もなかつ た。 

二一二四年、ユック、卜は獨逸に落ちをくべくパリーを立ち去つたが、この 
轉巧が、又しても出化の】階がとなつた。卽ちシュトラスブ^ク大學神學敎おと 

てジクハルトの 生龍と舉業 ーセー 



卫ック八ルトの生起と 學業 ーセ】一 

な 6、 敎閣の蛋要敎育機關 たる 同大學の長となつた。のみならず、獨逸に がける 
この新たな活動にょつて、從來な上に敎團內の低侶や學者の狹い化巧からホみ化 
て一般お巧と接觸すべき新たな義務がかはつた。かくしてユック-^卜の活動に 
がけるをも檐 6豊かな時期、殊に彼の 本格的な 巧耀の時代が 始まる と t もじ、 化 
間的な巧動が悲劇的な終焉を吿げょぅとする時期が始まるのでぁる。 

シュトラスブ^ク 時代は 化づ藉 作の最も鹽宮な時巧でぁつた。 ユック 、 J ^ 卜が 
をの 巧學的•宗敎 的な化解を 偉大な' る 师に卜 I マス•アクィナスのが說 との 深刻 
な學的 葛藤の 形で叙述した ラブン 文の大を 0 P 口 S Triparti さ m は當時おなし. 化も 
のでぁる。この 大著は彼を あ 想家として火先哲ア^べ^トゥブ .マグヌス 及び 卜 
—マス•アクィナスと比屑せしめてゐる。だが彼は次第に乂說敎をとして誤せら 
れた要求に專をした。をれは敎團所 觀の低 侶や門徒を前じしたラブン語の說敎だ 
けでなく、當時シュトラスブ^クだけでもとつぁつた修道尼院じ對する 牧師と し 



てのお慮と、' 益>增加する信女團のを話とを委ねられてゐた。このやぅな活動が 
獨逸語で巧はれたといふ點は、後世にとつて特に虚要な點である。被がシュ ，トラ 
スブ^クの修道院の禮拜堂で巧つた八ム開說敎に民ホが四方八方から雲集したのも、 
エック-^卜の獨逸語の威力にょるものであつた。常時この大师匠の說敎は、沙 
渡に湧き出でる泉のやぅな力をもつてゐたに違ひない。屢>舊套的な形式に捉は 
れた敎をの空を佛的な說敎は最早久しいな前から氏衆の意には滿たなかつれ。剩 
へ僧侣階級じ敎養な く、 お間の說敎者もホ】世の師表たる者は瑜であつたから、 
靈的じ救はれず宗敎的じ滿化されない民巧は、ユック、 J 八卜の說敎を新たな力と 
新たな啓示のをと感じ、大師应の滕倒的な言說に、む肝を械ぶられた。大師おが信 
ホの群に園まれ截しの講满のをじ聽衆の質疑に應をする活潑な討論貪の筆記も、 
をの頃に出 巧たら のである。人岡と人間との潑剌たる接觸 から 生れるこの對か法 
は、 ユック、 J ^卜の得意 t する巧であつた。この方法を彼は後じ著述にも應用し、 

でツクハ^卜のも粒と靖業 ーセ S 
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自ら異論を設をしては之を反較してゐる。彼の影響は益！大とな，〇、彼の說く所 
は n から口へも傳へられた。黨記は手から手へ.^-傳へられ、み第に遠隔の地じ化 
む人のをじ渡つた。ユック！；^卜の體驗から迸り出る說敎の强烈な熱乂をあびて、 
死滅し切つた敎會信仰 Q 硬直し化形式が袭だ融けて新たな生命へ と巨 醒める化 
ひを抱く人問の數が、益 i ぞくなつて來た。けれども、ユック^卜の褐げる精 
神的な馨きのおが中天高く綺羅めけば綺擺めく程、彼自身も、彼を中、むとする崇 
敎涩動ら、敎會の硬直した敎義を代表すべき彼の地位とは早晩相容れないものと 
なつた。す馴れぬおをな言葉、言語道斷大膽不敵な言說が、巧に觸れては陋然.こ 
る衍がの耳をを打つた。敎會は巧ををばなてた。敎貧の懐へ立ち歸ると言ふょ6 
は、巧外の信徒の群へ、否、孤高を該 る' 一かの人間へ、 而も 自ら 神の御許に 立ち 
敎會を待たずし-,」獨ゎおく教濟を求めると稱する一かの人間へ歸着する蓮動じ、 

益 > 廣範圍のおおが捉へられて巧く様をぶて、敎會の代表者達は也穩かでなかつ 



た。ユック 、 J ^ 卜がシュトラスブ^クで活躍してゐる間にも、異端の糾間が行は 
れ たが、彼はをの捲き添へもなはず、彼のぷ聲はホだ 害 はれはしなかつた。をれ 
は敎閒が彼にあく更にぷ嚳ぁる地位を典へょぅとしてゐたが故でぁる。卽ち彼は 
ニニ ー お 年、 敎 團が獨逸幽內にあて學僧に 與へ得る廢 高の地位を 與へ' られた。彼 
は ヶン ノンへ おかれ、 ヶ八ン 大學を指 灌すぺ き 職をおけられた。かくして彼は後進 
學おの圣責任を引き受けるみとなつた。ゾィゼ (se 日 se ) t かタゥン^ ( Tauler ) 
と'かいふやぅな人物が當時 H ックク^卜の腺下じぁつて、ユック^^卜から一生 
忘れ難いげ 象を輿 へられたが、この巧をが德ては彼等の活動を通じて濁逸人の信 
仰生活の發展に不滅の盡裝性を殘した。併しヶ^ンじ於ても、恐らくエック！一少 
卜の活動の最も重要な部みは、大學の外にぁつたもののかくでぁる。何れにせょ、 
最も大きな影響を 輿へ たのは、公開說敎者として、俗人社會の宗敎的な化話人と 
しての彼の活動でぁつた。 だが、學巧 的な 槪 をを用ひずを己のを 敎 がな 體 驗の乂 

エックハルトの 生 巧と 韵業 ーセ 五 
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巧をな、む傳ム的に傳へるこの'®が、ユック 、 J ^卜の致命的なぶ厄となるに至つ 
た。外が的な生活の絕頂から——學者として處化家として、大學敎おとして說敎 
者 L して、神學者として牧師として、新たに燃え上がる宗敎運命の中む人物とし 
て彼の爲してゐた活躍の絕頂から——醜盛な蒋藤と枝葉ホ節的な攻擊と救ひ難い 
應酬の淵じ轉をし、域かの巧は、瘦せても袍れても敎會の籍に身を列ねるをとし 
て最も堪へ難い敎皇の破門ををけることとなつた。だが破門は彼の生前に巧はれ 
たのではなかつた。自說の正しさをま張する闘ひを最後の巧着まで闘ひ得ず、と 
十歲を前にして、大師おは、彼に耳を傾け彼を理解した人々の、むにをの事業を遺 
して逝いたのでぁる。否、今も猶 H ック^^卜は、彼を理がするをにのみ語つて 
ゐる。まだ嘗て、か部的な勢力が彼のが方となつたことはなかつた。當時も矢張 
敎を側が勝利を得たのでぁつた。 



敎會との闘ひ- 

異端をとして重大な非難を蒙つた當時、ユック、,^卜は言つてゐる、「私が民巧 
の受けが惡く、正義のためにこれほど熱烈でなかつたら、嫉視者達は何もをんな 
化打ちをしなかつた事だらぅ。」と。彼は巧管信をの力とお實の力とをなて攻擊あ 
じ當つた。だが、權力は寧ろ敵の側にをつたので、彼は外面的じは堀せざるを得 
なかつた。舊蒼におむ者の自己ま張の意欲を背景とした固を的な形式は、後進の 
嵌がたる生かが自己主張と自己貫徹の生活形式を生み出すまでは、兎も角新進の 
生かじ對おして己れを貫徹し、かかる生命を窒死せしめるものであるが、この古 
ホ變らぬ原則が、ユック 、 J ^卜の場合にも悲劇的に貫かれた。十四世紀初頭の敎 
會はを欧羅巴に跨がるこのやぅな固定的な形式となつてゐた。かな6硬直して脆 
ををと《阅ひ I モセ 
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くなつてはゐるものの、未だに之を支へる活力的な要素がないわけではなかつた。 
敎會は精神的な統一體をなしてゐた。外而的じ完璧な組織をもつ秩序であるとと 
もに、巧而的じ完をに合理化された敎義慨ぶをなしてゐた。而も大部みこの秩序 
のが設おたるを會め自己ま張の意欲から生れた信條ををの存立の礎石となしてゐ 
た。從つて何等かのおでこの統一に反がしょぅとする一切の遷動に對して、この 
秩がの具現者•か講をたるが侶達が不化戴天の化となつたことは異とするに當ら 
ない。，統一じ巧くおは敵であつた。敎をの敎義の固定不變な秩序に對抗して、を 
敎的 U 感情の流動的な力を褐げるおは、敵であつた。就中、敎會の屋臺骨ともい 
ふべき敎義、卽ち神は人間から遠く離れたものであるから、敎會の媒介を必要と 
するのだ，こいふ敎藉を動搖させ、神の直接的な體驗とか魂にがける神の生誕とか 
を信仰生活の中、むとなす者は、敵であつた。巧くも人閲が人格的•宗敎的な經驗 
の 灼熱じ描へられた t き、 この 灼熱がを機構を脅すやぅな 炎々 たる 焰と 燃え 上ら 



ぬうらじ揉み消してしまはう t 、 敎會の僧侣達は猜疑的な監視を怠らなかつた。 
十二化紀から十一一一が紀、十四紀へかけて、僧侶階級と旣をの形式の偽瞄に反おし、 
i 示敎のな經驗の內お的な巧现を背景として、陰に陽に敎會並びじをの代表ををじ 
お施を»へす人間が歐羅だみ地に現はれた。敎會は么じ應へるに惡評芬々たる宗 
敎裁判所をなてした。敎會がお險にをされれば、宣吿にょつて信者を乂刑じ處し 
た。敎貪の任命した裁判官は、幾百年の昔から學僧どもが敎會のために衆智を絞 
つて考へて來た聖書の解釋をば飽くまで正しいものとして、眞實な神の體驗に對 
おした。これじ反對するやうなま張を奉ずるおは、をの罪巧に値した。幾千もの 
人問が、をの强烈な信をを齡乎死をなて贈つたのでぁつた。 

1一ーニと年、 シュトラス ブ八クの司敎が、諸國遍歴の ベダ^ ド僧團 やを の他の 
國腊じ對 する 宗敎裁判を開始した。 をれ はこれらの團體の代表おたちが敎貪に巧 
いたが故でぁる。彼等は溺死の刑或ひは火刑じ處せられた。彼等の犯罪は、他な 

敎會との 闕ひ 一七丸 
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&のマィスブ八•ユック 、 J ^卜が 日々 說敎擅から說いて ゐる 主張を 奉じた 點じあ 
つたのであるが、名聲隱れ ないユック！；^卜をの 人に 對 しては、ホだ何等かの巧 
動じ 出る 勇氣 もな し、ユック！；^ 卜 は敎會 のこの 殘 虐な斷 罪に ひるむをもなく、 
親がとして說敎を緻け、彼を信奉するをが彼の所說 ゆる じな 擊されるやぅなこと 
があれば、遠儘な く 彼の名を引き合 ひに 出して欲しいと言ふのであつた •ユック 
^少卜がヶ^ンへ巧つた時も、情勢は. シュトラスブ^クと異らなかつた。異端の 
お害にょる信者の大量火刑は、ニニニニ年、をの巧點じ達した。敎曾の 攻擊の乂 
の手は、次第に H ックー^ 卜 にも をつて來た。 本 來から言へ ば、 修道院に 癖を置 
く 者は、俗が達の支配じ服して ゐる わけでは ない のだが、敎會當 局は、 ユック 、 J 
瓜卜が敎圈外の俗人祖會じ博した歴然たる人望をなて、法的破據となした。敎阁 
の內部じがても、彼の說敎の及ぼす 或る 種の影響に對して 杞疆を警始める 者が 
あつた。ドミニクス敎國をのものの內部に於けるかぅした疑 也暗觅が 裳つて、遂 



にニニニ五年の總會席上に苦情が持ち出されるや、ヶ^ンの大司敎も今や火蓋を 
切るべき秋が到巧した t 考へ、敎皇の許にユック-八卜が邸の正式訴願を提起し、 
異敎的敎理を流布した播をなて彼を訴へた。就中ユック-八卜の筆じ成つてクン 
ダリアの女王に捧げられた『神の慰藉の菩』 (B 白 ch der を ttlichen Tr 曼旨の)、を 
の他、 口から口へ と傳へられた說敎の幾をの章句が證操せ巧となつた。このせ料 
から不穏な箇所を見附ける ことはあ々 たるものであつた。蓋し H ッ ク^^卜 にと 
つては、逆說を用ひることが、眠れる者を呼び醒ますを段であ6、をの言説中に 
は、例へば目醒めた魂にあつては神がをの意味を失つて死ぬのだといふやぅな、 

】ぶ菅滅的な言句が無数にあつたからである。ユック 、 J ^卜はかぅした事態を錢 
おして『，神の慰藉の書』のを文の中で言つてゐる、「だが、無學な乂問に敎へを重 

れては ならないと 言 ふなら ば、抑》敎へを垂れる といふことはない 答だ。 . お 

の言葉を誤つて理解するおがぁれば^正しい貢葉を正しく語つた乂間には何の罪 

數轉との腳ひ 一八一 
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もない 醬だ。」 と。 

事件の正しい解巧が時に枝葉ホ節的な動機じよつて妨げられた6、ぶしからぬ 
解かが與へられたりするものだといふことを、 H ック^八卜に勤して敎皇じ持ち 
淀まれた訴願の成6巧きが示してゐる。巧一同の訴願の時には、偶 > 他の紛爭じ 
に殺されてゐた敎皇は、ドミニクス敎闽 t 氣まづい關がになることを避けよぅと 
して、同敎團のホ喪人物であつたニコラゥス•フォン•シュトラスブ^クを事件 
の審理者たらしめた。ニコラゥスは斷罪の®操となるべき事由を見巧すことが巧 
來ず、ユック-^卜は無罪となつた。これじ剛を菊やしたヶ^ンの大司敎は 、 H 
ック^^卜を正式じ異端の故をなて吿訴し、かくして事件をのものが公け t なつ 
た。大司敎は敎會を巧すもの t 見做される危險を剪除しよぅと固く狭かした。エ 
ック、一^卜は、大司敎が獨力でをる敎剧の所屬員に對して何等かの巧動じ凹る權 
利があるとは思つてゐなかつれ。-而も他方ユック、 J 八卜は公然たる應酬や正しい 


決をならば、夢にも同遇するやうな巧ではなかつた。だが大司敎じとつては正し 
いみをなどは全然問題ではなく、手剛い競爭相手をやつつけようといふだけであ 
つた。をれは彼が二人のフランチでス n 派の僧侶に證理ををねた事からも明かで 
ある。常時ドミニクス敎刚とフランチ-スコ敎團 との 間じあつた深刻な對立抗爭 
だけを化ても、この二人がユック、 J ^ 卜の 有罪を證明するためじを力を盡ずであ 
らうことは間違ひのない所であつた。劍へ大司敎がユックク^卜の有罪證人とし 
て選んだ二人のドミニクス僧は、敎國のが律を化した嫌で所罰ををけたことがあ 
ら、この機會じ江戶の化を長崎で打たうと考へてゐる手をひであつた。ドミこク 
ス敎團が阁結してをの敬をする大師.拉の後おとなつたことは言ふまでもない。敎 
闯伽から敎皇じ提.超した抗議によつて、ユックク，作卜じ對するを害を敎皇廳でも 
緻狩しようとした閥人の中の】方が逮捕せられた。他みユック、 J 八卜は旣じ審判 
官の審理を受けてゐた。彼には充みな自信があつた。彼のためならば巧をも厭は 

敎暫 との 腳ひ ■ 一八 一二. 
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の幾千の人のをが眼前じ旁繁としてゐたことであらう。をの上自らは敎貪の信仰 
とが本的に一致してゐることを確信してゐた。ぞくの僧侶に見られる上滞 b な信 
仰には反對しれものの、-敎會といふ制度をのものをどうかうしょうといふ氣持は 
毛頭なかつた。巧、敎皇のか定にはいつでも進んで服する考へであつた。若し己 
れじ不利なみをがあるとすれば、それは意ぶ發表の形式に係はることであつて、 

內をに係はるこ-^ではないと、始めから信じてゐた。否、彼を親しく識るほどの 
者は皆 さう 信じて ゐれ。「エブク — i ; が卜の 生活をあて知つて'ゐる者ならば、彼の 
廉直と信仰とを疑 ふことは 巧來ない。」 t は、 當時敎圃幹部の】人が敎皇に宛てて 
誌した言葉である。他方 7ランチ ュスコ敎團の者は、敎皇が第一同の審理をユッ 
ク少卜 と同敎國に屬 するニコラゥス•フォン•シュトラスブ少ク じ委ねた 時、 
敎皇をの人を異端視， してゐれ 化であつた。かうした雰國気の中に裁判が始まつた。 
エック^^卜は 眞理の化特をれる； 精を 抱いてゐた。己れの言說の中に若干、 



形式上思ひ切つた大膽不敵な言說のあることは知つてゐたけれどら、この やうな 
言說も、をの體驗的力ま敎育的な意巧を考慮すれば、充み納得して貸へるものだ 
と 信じてゐた。のみならず、化じも述べた やうに、 敎說の形式については、敎皇 
の裁斷じ服する積6であつた。巧、眞實の 巧と して、己れの言說中じ言說者自身 
の意志に反して人を邪遺じ陷らせる度れのある言說が含まれてゐるといふ點じつ 
いては、場合にょつては率直に議論ををけをれる積6でもあつた。例へば魂の神 
神し さとい ふ敎へを己れ自身の個我に 引き 移して 考へ、 自ら神じ成6上つた者と 
してをの實わのが權勢慾のみを滿足させるとすれば、をのためじ どれほどの 禍が 
酸されるかは、ユック^卜自身百も承知してゐれ。從つて右の二點じ於て H ッ 
ク 、 J ^卜は、始めから敎會の意志に從ふ積りであつた。.だが、おのが言說の核、む、 
卽ち體驗に基づく信をは、寸毫も讓らうとは考へてゐなかつた。訴訟進巧中にエ 
ック 、ソ^卜 自身の爲した、關係を達から自說の撤囘だと認められた說明も、 この 

敎會との剧ひ 一八五 
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やうに解すべきものである。 

ヶ八ンの大司敎が何等事件をのものの核、むに觸れた解決を求めてゐるのでない 
t いふことに、ユック、 J 八卜は間もなく氣がついた。そのため彼は事件が敎皇の 
法姪へ持ち巧されることを耍求してゐた。而も彼は大司敎の審埋裁判のかをを待 
たずして、一三一一と年二月十一二日ヶ^ンのドミニクス敎會でラブン文の事件の說 
明を發表し、自ら巧に獨逆語で讀み上げた。をれは略 > かうである。自みは終始 
一貫眞の信仰と正しい生活とを求めて努力して來たが、若し仰かのがに何處かで、 
公然又は隱然 t 、 善い化 b 述べた6說いた b したものの中じ、信仰上-道徳上誤 
つた事や誤解されあい事があれば、自みはなが立つ明確じ之を取消す横 b である 
t いふのであつた。この說明の厳後の偽所を引用すれば、「おのま張の何れをも抛 
棄 するといふ 積 b ではないが、理性の誤つた使用に基づくこ，こが證巧されるやう 
な主張があれば、私は之を修正し撤囘する積 b である。」といつてゐる。この說 



巧を撤囘だと解するは勿論描である。事實、撤罔が巧はれた'わけでもなく、實隣 
じさう解釋され 化と しても、後世の慰者の正しい理解に資する巧化ではない。 
同をの夏、敎皇廳じがて自己の信をを主張する機會を與へられたとき、ユック 
少卜は、己れの說く所が敎をの趣旨からもま持し得べきことを栽判官じ納得さ 
せる見泌のないことを知つて、非常に失望させられた。裁判官達は、信者を誤ら 
せ過たせ延いては敎會をおくするものと認むべき幾をの點を發おした。 H ック 
少卜は先に宜言した所を反なし、を貝會の異議の焦點となつたま張を撤囘し、を 
の他の所說じついても、誤つた意が卽ち反信仰的異端的な意みじ解されるがは、 
之を撤同した。 この 「所は」 t いふ字句は頗る堂喪である。卽んエック！：；^卜は 
己れの信ををのものについてはを協を肯んじなかつた。 

敎皇のを員會は、ユック 、 J ^卜の著述及び說敎のうち、二十六綺條が——ェッ 
ク、 J ^ 卜自身は さう いふ積 b で 述べたのでは ないとしても——兎も角 义面 じあら 
敎會 との 岡ひ 一へセ 
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はれた所では、敎會の信仰と相違し、みくとも異端の萌ず t お除を藏するものだ 
との認定を下した。この二十六箇條に對する正式の斷罪が下されれのは、同年卽 
ちニニニと年ユック、一^卜の逝去の後に巧はれた。卽ちニニニ九年の H りちの0 
氏目 inico と題する敎書じがて巧はれた。エック-^卜の著述みび說敎中の十五箇 
條は誤つた異端的なもの t 斷せられ、おじ十一箇條は詳細に敷おすればヵトリジ 
クの敎理と一致するかも知れないが、兎も角、輕卒な、いかがはしい、危險なも 
のだと’せられた。今な、ホの箇條を記載したを書を流布した者は異端 t 斷せられ 
ること t なつた。卽ち文字通 b 又は內を的じホの餘條を含む書籍は禁やられた。 
•かくしてユック-^卜の敎理は追放せられ、をの自然な發展の道が阻まれた。 
右の禁止が實巧され化のみでなく、ユック、ソ^卜の生涯，こ活動とを記錄に®め 
てこの大師旺のために不滅の金字巧を樹てょぅとするをが當時一人もおなかつ化 
とい ふことは、敎會の權力のいかに大であつたかを物語るものである。このやぅ 



な記錄は學者にして而も敎含と近い關係じ立つ人ならでは不可能であつたが故で 
ある。かくてユック^^卜は、 をの死まの様子も知られねば、をの葬られた墓地 
も知られてゐない。敎會が勝利をとなつたのである。この勝利は今0までじもあ 
んでゐ る。 藍し今目に至るまで獨逸民族が、ネリスト敎の偉大な遺產とゲ^マン 
的な魂との融合して眞じ生き生きとしたを t なつた宗敎を典へられてゐないとい 
ふことの 最大の責任は、獨逸的 •ユック^^卜 的な眞理じ對する n — マ巧.敎會 
巧な權力の勝利にあるからである。 


を脊 との翻 ひ ’ 1ク九 
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四、. 二 111 一九年二月二十七日ヨハネスニ十二世に 
ょつて罪に問はれた H ックハルトの主張 

第一條 

何晚じ神は豫め化みを創造しなかつたかといふ問ひじ對し、彼(エックハルト) 
は 嘗て 答へた (この 解答は今日と雖も變ら ない〕、 「何 か 或るものが、 をの 存在す るな 
前じ巧動ずる ことはできない ので あるから、 神が先づ化ホを創造した といふこと 
はあり 得ない。 卽ち神は帥宮身のおなした 瞬岡から、 世ぷをも創造したのであ 
る。 一と° 

第二條 



されば「化ホは永遠の晋からせ在してゐた。」といふ主張は、事實、とを承認 
する事が出來る。 

窒療 

同様じ、神が神とな6、永遠に且つ完をに己れじ等しき神としての息子、而も 
己れと同じく永遠の息子を生んだをの巧爲にめて、同時に化ホをも創造したので 
ある。 - 

第四條 

同樣じ、あらゆる事柄に神の榮ホはひとしく現はれ輝きがるものである。惡事 

にち— 罰の惡 たると 罪の惡 たると を問はず-現はれ出づるのである。 

第五條 

同様じ、他人を緋謗せんがためじ諫謗 する 者は、緋謗の罪に ょり、 却つて神を 
樹 へる ことと なる。 諫謗を 置 ねれば重ねる ほど、 罪を化せば化すほど、をれだけ 

エックハルトの主 お - 一九一 
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神を讚へ ることとなる。 

第ムハ條 

同様じ、神をのものを課謗する者は、神を讚へ る 者で ある。 

第と條 

同樣じ、何かホる事を願ふ者は、善の否をと神の否をとを願ひ、 而も神が神自 
らを己れに對して拒まんことを祈ることじなるが故じ、願ひの方法を誤，〇、顆を 
願 ふこと t なる。 

鑛八條 

夕臀 たると 利益た ると信仰、 むた ると 聖徳た ると 報いた ると天國化るとを 問はず、 
何等か特をの事物を求めることなく、いかにこれらを要求すべき權利をもって ゐ 
ても、敢へてこれらを抛襄した人閒——かくのかき人間にあっては、神はをの眞 
面目を現はすのである。 



第九條 

私は神からがものを與へられ、何ものを巧待したいと思つてゐるかについて近 
頃おひめぐらしてぶた。この問趙は餘程愼重に考へて見たいと思ふ。蓋し若しお 
が神からがものかを典へられる人間だとすれば、私は下僕かか隸のやうじ神の下 
位に立も力至神に劣ることとなゎ、典ふる神はま人となるであらう。だが永遠の 
生かじあつては、.かういふ事は許されないのだ。 

第十條 

我々は完全に作 b 變へられて神とな6、變じて神と化するのである。をれは恰 
も祕蹟じがてバンが錢じてキリストの巧となるに似てゐる。がにおは變へられて 
神となるのであるが、をれは神が、神自身の同じ一^單に似たといふだけでなく 
I^ 本質として、おを生むといふことである。生きた神じ誓つて、ここには何等 
の差別もないのだ。 

卫ックルトのま醒 I 九一二 
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第十一條 

父なる神が、人間のを をと つた 濁 6モじ與 へたら のは、悉く あに も 巧へ たまう 
たのだ。をの間に何らの除外すべきものはない。をのを一的な本質も、完全性も、 
すべてを息 モじ與へた まうた かく、祗 にも 與へ たまうた ので ある。 

第十一一條 

ネリストに關する聖蕾の記述は悉く、すべての善良じして 神と 歸】 した人間に 
ついでも、實證されるのである。 

第王一錐 

神の本性に具はるものは悉く、神じ歸一した正しい人問にち具はつて ゐる 。さ 
がば この やうな乂問は神の わざを悉く巧し 神と ともに天と地とを 創造した のであ 
る。 このやうな人は永遠な言葉を造つた者で あ6、 神はこの やうな 人間な くして 
は、何事を もな し得ないで あらう。 


第十四條 

善化な人間は己れの意志をできるだけ神の意志じ近づけるがよい。神の愚志を 
悉く，しれの意志となすがよい。あが罪を化した人問と なること を、何等かの意巧 
で萬一神が遵みたまふならば、 おはを の罪を犯さなければよかつた などとは 思は 
ないだらう。これが眞の磁悔の必境でぁる。 

第十五條 

若し乂問が千の死罪を化したとしても、このやうな人間が何等がしさを威じて 
ゐないならば、をの罪を化さなければよかつた などと 思ふ必要はない。 

第十六條‘ 

神は、外：曲的な事業をなせよと、口に出して命じたまうたこ t はない。 

第十セ條 

外が的な事業は本來の意味に於て善いもの义は神的なものではない。神もホ、 

エックハルトのホ狠 一九五 
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本來は、外面 的な事業を起した6生んだ.〇するものではない。 

第十八條 

事業の成果を擧げょうではないか。だが我々人間を善を ならしめることのでき 
ない外面的な事業の4^をではなく、父なる神が我々のう もに宿って生み出し爲 
し 遂げる內而的な事業の成果を。 

第十九條 

神は魂を愛したまふ。外面的な寧業ををしたまふのではない。 

第二十條 

善良なる人間は神の獨.〇子である。 

第二王條 

r 高貴な」人間は、父なる神がホ遠の昔から生みた まうた 鄕 b 子と同一人であ 



络二十二條. 

父なる 神はおを生んで獨6モたる息子と爲したまぅた。神の造 b 生みた まふ も 
のは悉くただ)つのものである。されば神は栽を何らの差別な<、神の息子とし 
て生みたまぅ化のである。 

第二主一條 

神は無條件に且つどの點から見ても、ただ一柱である。されば神の中には、を 
の實體にも活動にも、何等を樣性を認めることができない。蓋し一一樣性乃ま差別 
相の認められるところには、神は認められないからである。何となれば神はあら 
ゆる數の外、救の上な‘.をただ一なの神であ6、他者と合して】をを成すのではな 
いががである。是をなてとを見るじ、神には差別はがし得ず且つ認め得ないので 
をる。 

第二十四條 

ユック八ルトのま嚴 一九七 
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神にあつては、實體に關しても、位格じ關しても、何等差別を設けることは許 
されない。をれが證據には、實體をのものは一つであゎ、而もかの】をに他なら 
ず、他方それぞれの位格も】つであゎ、而もこのやぅな實體と同じ】者なのであ 
る0 

第二十五條 

「シモンよ、汝はこの女を愛するにもましてわれを愛するか。」といふ言葉の 
意み乱明かに、「ここなるこの女ををするな上にあするか、卽ち甚だ愛してはゐ 
るが、完全じは愛してゐないのか。」といふ意がである。蓋し第一位第二化を云 
云し事のを寡を問題 t する限りは、强弱の程度と順位とがあるわけである。がる 
じ一をの中には程度も順位もあゎ得ない。從つて同胞を愛するじもまして神を愛 
する者は、甚だ神ををしてはゐるが、完をに巧してはゐないのである。 

第二十六條 


あらゆる被造物はただ】つの純然たる無である。子が謂ふ、むは、 あらゆる 被造 
物が取るにも足らぬものだ t か何とかといふのではなく、要するにただ)つの純 
然たる無だといふのである。 

前記エックハルトに對する吿發の理由となつをのは•上記のほかに同人がホのやうな言葉 
を連わを他の主張をも說いたといふことである。 

第一條 

造られたらのでもなく、造られることもあり得ない何ものかが、魂の中にぜし 
てゐる。魂なるものが巧》かうした性質のものだとすれば、魂は進られたもので 
もなく、造られることもあ6得ないと言へ よう。 而してこれが知性なのである。 
第二條 

神は善いものでもなければ、何か他のものに優つたものでもなく、完をなもの 
でもない。祗が神は善いものだといへば、恰も白を黑と言ふが如く、背理で ある。 

エック <；ルトのま張 一九化 
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